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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「やっぱり、私も年とし頃ごろの女の子だからね？　なんていうか、こう、『あ、いいな、あの娘こ』って感じに見られたいのね？　『わ、凄すごいな』って風に目を引くっていうか」

「ふんふんふん、つまりあなたは誰だれもが羨うらやむ素す敵てきな体に生まれ変わりたいと！」

　私の意見に、天使のお姉さんが熱心にメモを取ってくれている。

　おお、よく分かってるじゃない！　なんて話の分かる天使なの。転生担当の天使だけあってバリバリできるキャリアウーマンなのね！　流石さすが選ばれし者って感じがするわ！

「そう、そうなのよ！　ほら、私、16で死んじゃった訳じゃない？　まだ恋こいの一つも知らないっていうか、将来は素敵な人と出会って、恋を育はぐくんで、結ばれて、家庭を持って……きゃー！　そんな幸せな未来をね、手に入れるためにもね、やっぱり体って大事だと思うの。健康なことはもちろんだけど、やっぱり見た目もほら、大切な要素でしょ」

「ふむふむふむふむ！　つまりあなたが生まれ変わりで望むのは、体が強くて！　可か愛わいらしい！　そんな体に生まれ変わりたいと！」

「その通りよ！　できるかしら、できないと困るわ！　異世界なんてとんでもない場所に生まれ変わるんだものね！　次こそ幸せな人生を歩むためにも綺き麗れいで、可愛くて、スタイル抜ばつ群ぐんな体を私に下さいな！」

「はいさ！　了りよう解かいですとも！」

　元気の良い、気持ちいい返事をくれた天使さん。

　ああ、素晴らしいわ。こんな素敵な笑え顔がおと声に送り出されると、次に生まれ変わる世界が異世界なんてとんでもないところでもへっちゃらだわ。

　なんだか要求がどんどん厚かましくなっちゃった気もするんだけど、別にいいわよね？　天使さんも怒おこってないみたいだし、ＯＫってことなのよね？

「ちなみに特典として、転生先で空を飛べるようにすることもできますけれど」

「こらこらこらー！　恋したいだけの美少女が空を飛んでどうするというの、周りから浮ういてしまうだけじゃない！　あ、今私とてもうまいこと言いました！　うまいこと言いましたよ！　とにかくそんなビックリ能力なんて要いりませぬ！」

「そうですか！　では、その分より転生体の能力を上げておくことにしましょう！」

　能力って美び貌ぼうとか財力とか？　やだ、もしかしなくても私、チート令れい嬢じようからのスタート確定？　いやっふー！　約束されし勝利の令嬢生活待ったなしでございますよ！

「ご要望は全すべて承うけたまわりました！　それでは異世界で第二の人生、存分にお楽しみ下さい！」

「ありがとおおおお！　次は天てん寿じゆを全まつとうした後で会いましょうねえええ！」

　さわやかな笑顔の天使さんに別れを告げ、私の視界は暗転した。

　さあ、怖こわいものなんて何もないわ。最強無敵美少女に生まれ変わった私の夢はただ一つ、とても素敵な殿との方がたに巡めぐり合い、恋をして、最高のお嫁よめさんになることよ！

　さてさて、私の転生先はいったいどんなところなのかしら。貴族のお嬢様？　有りよ、ベリーベリーグッドよ！　悪役令嬢？　何の問題もありませんことよ。没ぼつ落らくフラグを全部へし折って王子様と結ばれる自信があるわ！

　はたまた、一国のお姫ひめ様？　大いにあり過ぎるわ！　知識チートで国を大発展、女王にだってなってみせるわ！

　期待に胸を躍おどらせて、私は新たな世界に飛び出した。わはー！　ハロー、ニューワールド！　待ってて私の未来のご主人様ー！

























　生まれ変わった先は、シャチでした。










　びたん、びたん。びたん……なんでよ。
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　これまでのあらすじ。スタイル抜群の美少女に転生したいと願ったらシャチにされました。終わり。

「ふざけんなあああああ！　こんなの納なつ得とくできる訳あるかあああああ！」

　断固抗こう議ぎ、必死に荒あらぶる私だけど、体が草原をびたんびたんと叩たたき付けるだけ。

　なぜ、どうしてシャチ!?　私、言ったよね!?　願ったよね!?　美少女になりたいって言ったよね!?　全然これ美少女じゃないよね!?

　というかね、というかなのよ！　シャチにするならするで、せめて水の中に入れなさいよ!?　なんで草原!?　シャチなのに草原って何!?　馬ば鹿かなの、死ぬの!?

　暴れること十分。これが無む駄だな抵てい抗こうだと悟さとった私は、ぐったりとして涙なみだをこぼす。

「うう、なんで、なんでシャチなのよ……シャチなんてデカくて怖くて恐おそろしい奴やつじゃない……せめてイルカにしなさいよう……」

　さめざめと涙をいくら流したところで現実は変わらない。私の体が美少女に変わってくれる訳でもない。

　くそうくそう、やっぱり天使なんて怪あやしい奴の言うことなんて信じるんじゃなかった。

　転生させてあげるなんて言われて、ホイホイ信じた私のバカバカバカ！　美味おいしい話なんて裏があるに決まってるじゃない！　美少女になってモテモテライフを夢見た結果がこれですよ！

「とりあえず、私はどうすればいいのよ、これ……水辺まで移動すればいいの？」

　コロコロ転がって周囲をぐるっと見回したけれど、どこにも水場なんてなさそう。

　草原に、森に、山に、人間サイズはあろうかという巨きよ大だい蟹がにに……ああ、空が綺麗だわ。日光も気持ちよくてポカポカ。蟹も私に向かって横歩きを始めて……蟹!?

　ぐるんと向きを変えて、視線をそっちに向けると、五匹ひきの巨大蟹の群れがハサミを振ふり上げてこんにちは。

「いやいやいや、デカすぎでしょ!?　何よあのキングサイズの蟹祭りは!?　人間程度ならぺろりと食べちゃうくらいビッグなんだけど!?」

　愛され系令嬢に生まれ変わるはずが、シャチになって草原に寝ね転ころがされて、間かん髪はつを容いれずに異常発達した化け蟹の登場!?

　こ、殺しに来すぎでしょ!?　これ、私を完全に殺しに来てるでしょ!?　ちょっと天使さん、天使さーん！

　私が身動きをとれないことを悟ったのか、巨大蟹たちは私を囲むように布ふ陣じん完かん了りよう。あ、駄だ目めだこれ、詰つんだ。完全に詰みました。

　なんでこんな化け物蟹が草原にいるのか分からないけど、こいつら明らかに私を捕ほ食しよくする気満々だもん。そして、シャチである私は陸では何もできっこないわけで。

　全てを悟り、私は瞳ひとみを閉じて身を投げ出した。もー、どーでもいいや。なんかもう疲つかれた。うん、死のう。もう一回死んで、天使のところにいって抗議してこよう。

「さー殺せ！　好きに食すが良いわ！　ご自由にお食べ下さい！　まな板の上のシャチを存分に味わうといいわ！」

　私の叫さけびを皮切りに、巨大蟹たちが襲おそい掛かかってきた。そして、次々に自じ慢まんのハサミをマイボディへと突つき立てていく。その光景を見つめながら、私は二度目となる自分の死を受け入れることにした。

　ああ、短すぎる二回目の人生……いいえ、シャチ生だったわ。次に生まれ変われるなら、今度こそ美少女令嬢に……半歩譲ゆずってマーメイドでも可よ。

　ガチンガチンとハサミが私の体へ次々に入れられ、意識が朦もう朧ろうと……全然ならないわね。あれ、痛みもない。なんで？

　恐る恐る私は視線を腹部へ向けると、巨大蟹たちが必死にハサミでお腹なかを切り刻もうとして、刃やいばを通せずにいる光景が見えた。

　……もしかして、あれかな。私の皮ひ膚ふ、硬かたいのかな。いくら大きいとはいえ、蟹のハサミ程度じゃこの体を貫つらぬけないってこと？

　諦あきらめることなくハサミを開いたり閉じたりする蟹たちをじっと眺ながめること十数秒。

　……うん。せーのっ。

「どっせええええええい！」

　思いっきり勢いをつけて高速で転がってみた。ごろごろごろりん！

　私の推定三千キロオーバーのローリング・プレスに、蟹たちは一匹ぴき残らずペチャンコになり、絶命してしまった。その死し骸がいをじっと見つめながら、私はそっと呟つぶやいた。

「ふ……むなしい勝利だわ」

　格好つけて呟いても、決まらないんだけどね。だって、私の体、おデブなシャチだし。

『ぴろろりーん』

　あー、死にたかったけど死に損ぞこなったわー、かー！　本当に死にたかったんだけどなー！　なぜか死に損なっちゃったわー！　……なんて考えていたら、突とつ如じよ脳内に変な音が鳴り響ひびいてきた。え、何この音。着信？

『レベルが１から３に上がりました』

　ほむ？　レベルアップって何ぞや。いや、そもそもこの巨大蟹たちは何な訳？　とりあえずの危機も去ったことだし、ちょっと落ち着いて状じよう況きようを整理してみましょう。

　まず、私はシャチに生まれ変わりました。これは間ま違ちがいない。

　どうして自分がシャチだって分かるのかは、自分でも不思議なんだけど、『そうなんだ』って分かるのよね。まあ、ヒレや黒白の体見えてるから、それも理由の一つだけど。

　で、さっき襲い掛かってきた地球ではお目にかかれないサイズの蟹たちを倒たおしたら、レベルが上がったとかなんとか。

　そもそも、レベルって何？　ここ、異世界なのよね？　異世界ってゲームの世界みたいにステータスとかあるの？

　気になりだしたら、止まらないのが人間の性質よね。ううん、ステータス、ステータス画面でろー、ステータスお前もかー……






　　名前：オル子こ

　レベル：３

　　種族：スカイ・オルカ（進化条件　レベル20）

ステージ：１

　スキル：オルカ・ポッド（常時発動。パーティにシャチの加護）

　　　　　ブリーチング・クラッシュ（上空からの強きよう烈れつな一いち撃げき）

　　　　　識眼ホッピング（対象の分ぶん析せき、解析）

　体量値：Ｂ　魔ま量りよう値ち：Ｄ　力：Ａ　速度：Ｂ

　　魔力：Ｄ　守備：Ｂ　魔ま抵てい：Ｃ　技量：Ｅ　運：Ｅ






　　総合ランク：[image: －Ｂ]






　わーお、全然訳わからんぽん。

　まず名前がふざけてる。オル子って何？　シャチ……オルカだからオル子なの？　お、おバカ野や郎ろう！　そんな適当過ぎる名前があるか！

　もし私が超ちよう絶ぜつ可か愛わいい美少女に転生してたとしても、こんな名前じゃみんなドン引きだわ！　きっとあの駄だ目め駄目天使のやつが勝手に付けたんだわ！　天使滅ほろびろ！

　次にレベル。うん、やっぱりあるんだ。まるでゲームの世界じゃない。レベルねえ……これ、上がったら何かいいことあるの？

　進化条件って、レベル20になったらもっと大きなシャチになったりするの？　いや、なられても困るんだけど。

　ゲームとかじゃステータス上がって強くなったりするんだろうけれど、私、別に強いシャチになりたいわけじゃなかったし。美少女に転生して、男の子と素す敵てきな恋こいがしたかっただけなのに。

　幸せな家庭を持って、一いつ軒けん家やで旦だん那な様と一いつ緒しよに生活して、子犬を飼うの。名前はポチ丸まる。真っ白でふわふわなワンコ……ああ、いいわ、実に素敵な未来だわ。

　そんな未来が欲しかっただけなのに、今の私は頭のてっぺんから尻尾の先までシャチだもん……人生やり直したいわ。人じゃないけど、シャチだけど。

　次に種族……スカイ・オルカっていうんだ。へえ、スカイ・オルカ……どこがスカイよ！　スカイなのに空なんてちっとも飛べないじゃないのよ!?

　今の私は地面を転がるしか移動方法持ってないっつーの！　こんなのに転生させるなら、特典として空を飛ぶ機能つけときなさいよ！　誰だれよ空飛ぶ能力は要いらないなんて言ったのは！

　いや、落ち着こう私。レベルという概がい念ねんが存在して、この名前だもの。もしかしたらレベル上げれば空だって飛べるかもしれないわ。うむ、ポジティブにいきましょう。

　次はステージなるものが１。これがゲームならゲーム開始の第一マップ、第一ステージみたいな。いや、でも私のステータスにそんな情報を表記するかしら。あるいは、進化の段階という意味のステージ？

　スキルとか言うのが三つあるわね。『オルカ・ポッド』に『ブリーチング・クラッシュ』、そして『識眼ホッピング』かあ。何やら説明文があるけど、ちんぷんかんぷん。

　これ、どうやって使うのかな。念じてみるとか？　ええと、『オルカ・ポッド』発動！

「……何も起きないわね」

　使い方、間違ってるのかしら。脳内で発動って叫ぶだけじゃ使えないのかな。それとも、これだけ常時発動ってなってるから、使用しても意味ないとか？　シャチの加護って何よ。

　他ほかのも駄目かなあ。ええい、女は度胸、なんでもやってみるのよ！　ええと、『ブリーチング・クラッシュ』、ごーっ！

「ほわああああ!?　ぶべえっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、私の体は大空に舞まい上がったかと思うと、そこから急加速して草原に横っ腹を叩たたきつけていた。こっちは発動するんかーい！

　草原には、大きなクレーターが出来ていて、その破は壊かい力の大きさを物語っているわ……って、おい！　めちゃくちゃだろ！　何だこの自じ爆ばく技わざ！

　ヒリヒリするお腹をヒレで撫なでながら、私はこの技を封ふう印いんすることにした。こんなの繰くり返してたら内ない臓ぞう破は裂れつで死ぬわよ！　ドラゴンナイツだって真っ青のジャンプ攻こう撃げきだわ！　『識眼ホッピング』とかいうのは、もう後で試ためすことにしよう……お腹痛いよう。

　最後にステータスだけど……アルファベットで書かれても全然ピンとこない。

　もっとこう、数字で明確に表してくれたら分かりやすいんだけど。Ａが１つ、Ｂが３つ、Ｃが１つ、Ｄが２つ、Ｅが２つ。総合ランク[image: －Ｂ]ってこれ、強いの？　弱いの？　他の比ひ較かく対象がいないから全然分かんないですぞ。

　ステータス画面を閉じながら、私は大きく溜ため息いきを一つ。

「どうしよう、これから」

　草原をコロコロと転がって、私は途と方ほうにくれるばかり。

　異世界にて転生、超絶美少女になるはずだったのに、どうしてこうなったのよ。

　このシャチボディじゃ、素敵な男の人と巡めぐり合ってお嫁よめさんになって、幸せな家庭を作るなんて野望は夢のまた夢。

　女子力に磨みがきをいくらかけても、この体じゃねえ……オスのシャチは寄ってきてくれるかもしれないけれど、そんなのちっとも嬉うれしくないのよ！　シャチだって人間とラブラブしたいの！　海かい獣じゆうだって恋がしたい！

「はあ……人間になりたい。もうスーパーチート美少女なんて我が儘まま言わないわ。普ふ通つうの女の子になりたい。こんな黒白ボディとおさらばして、素敵な男の子と恋がしたい……うわあああん！　なんでシャチなのよ！　誰がシャチになりたいなんて言ったのよ！　天使のアホ！　アホー！　詐さ欺ぎ天使！　契けい約やくをちゃんと履り行こうしろおお！」

　ビタンビタンと前ヒレを横腹に叩き付けて愚ぐ痴ちを零こぼしてみるも、当然天使が現れてくれるはずもなく。

　誰もいない草原に、浜はま辺べに打ち上げられた魚のごとく横たわる私。シャチだから歩いて移動することもできっこない。もはや死ぬのは時間の問題よ。

「死ぬの？　私死んでしまうの？　美少女にも貴族令れい嬢じようにもなれず、意味も分からずシャチにされて、恋の一つもしないまま異世界で朽くち果てるというの？」

　……あれ、なんだろう。なんだかムカムカしてきましたよ？

　異世界で美少女モテモテライフをさせてくれるって天使が言ったからウキウキで喰くいついたのに、その結果がこれ？　こんなふざけたバッドエンド許されるの？

　ぐぬううう、怒おこりました！　オル子さん怒りましたよ！　こんなに頭にきたのは棒アイスを食べ終えたら棒に『当たり』じゃなくて『当たれ』って書いてた時以来ですよ！

「私は死なん、死なんぞおおお！　私は異世界で恋をするんじゃあ！　美少女になって、貴族令嬢になって、イケメンたちにちやほやされたいんじゃああ！　世界のヒロインになるんですよ！　夢を達成するまで、恋を叶かなえるまで絶対に死んだりするもんですか！」

　むくりと起き上がり、私はヒレをバタバタさせて力強く宣言。

　命さえあれば、下を向かず前だけを見て生きてさえいれば、必ずチャンスはあるはずなのよ！

　たとえシャチボディスタートでも、もしかしたら人になれる方法があるかもしれないじゃない！　いいやある！　ないはずがない！

「そうよ、私は恋を諦めない！　人化して、この体に別れを告げてまだ見ぬあなたとラブロマンスを始めるの！　異世界の恋が、キャッキャウフフな日々が私を待っているう！」

　燃えてきた、燃えてきましたよ。命短し恋せよオル子！　そうと決まったら、こんな草原にいつまでも寝ね転ころんでいる場合ではない！

　シャチの体では、歩くことも走ることもできない。陸だから当然泳ぐこともできない。

　だけど、そこで移動を諦めたら全てが終わってしまうのよ。私は恋を、諦めない！　シャチが陸を移動できないなんて、その概念をぶっ壊こわす！

　前へ前へ、草原をズルズルと這はう私。違ちがう、これじゃない。もっと効率的に移動する方法があるはずよ！　シャチと言えば飛び跳はねる、つまりブリーチ。あれを陸でやるのよ！

　ビタン、ビタン。ジャンプするように飛び跳ね、お腹なかで着地。それを素す早ばやく繰り返す、繰り返す……うおお！　いける！　ビタンビタン飛び跳ねて移動できる！

「というか、少しだけなら空中に浮うけるみたい。ふわっと浮いて、前に進んで着地。これを繰り返せば、ガンガン前に進めるじゃない！　いける、いけるわよおお！」

　ぴょこんぴょこんと飛び跳ね、リズムよく移動。本気を出せばかなりの速度で跳ねられるわ！　少なくとも人間時代の私の全速力より遥はるかに速い！　シャチって凄すごい！

「とりあえず、移動方法は確保したから干ひからびて死ぬことはなさそう。次はどうするか、だけど……」

　あれかな。とりあえず水辺を目指すべきかな。シャチですし。

　でも、見み渡わたす限かぎり海とか見えないのよね。草原と森と……目指すなら森かな？　私は巨きよ大だい蟹がにの轢れき死し体たいを見ながら思考。

「こんな大きな蟹がいるってことは、近くに水辺があるはずなのよね。となると、森の中に湖があるとしか！　わふー！　私ってば名推理！」

　毎週欠かさず名めい探たん偵ていネクストヒントを貰もらい続けた甲斐かいがありました！　そうと決めれば、向こうに見える森まで飛び跳ねていきませう！　ほっぷ、すてっぷ、おるこっぷ！




　青々とした森の中に入ったら、森中を魚が泳いでました。

　いや、えっと……何ぞこれ。イワシっぽい小魚の群れが上空を泳いでいたかと思うと、小型のサメがガブリとそれを吞のみ込んじゃった。

　木々の上では、鳥じゃなくてペンギンたちが並んでクエクエ鳴いている……ぬー？

　上空で繰り広げられるフィッシュバトルを眺ながめながら、私は頭を悩なやませる。

「まるで水族館の光景だわあ……いやいやいや、異世界の魚って、空飛べるの？」

　少なくとも、あのイワシやサメ、ペンギンは空を泳いでるのよね。ふむう……つまり、この異世界では魚や蟹が陸上で生活してるってこと？

「だったら私も空飛べないとおかしいだるおおおお！　なんで私は空飛べずに地べたをぴょこぴょこ跳ねまわることしかできないんじゃああ！　スカイ・オルカのスカイ要素どこいったのよ!?」

　ビタンビタンと跳ねまわって理り不ふ尽じんな世界に抗こう議ぎですよ！　いや、したところでどうにもならないとは分かっているんだけども！

「でも、食しよく糧りよう事情という点では安心かも。ああいう普通の魚っぽいのがそこら中を泳いでいるなら、捕つかまえて食べちゃえば飢うえて死ぬことはないでしょうしね」

　流石さすがに異常成長した化け物蟹は食べたくないけどね！　毒とか持ってそうだし！

　そんなことを考えていると、ちょっと小腹が空すいてきましたよ。お腹がグーグーとなっております。こんな大きな図ずう体たいしておいて、お腹の音はやけに可愛いわね。

　腹が減っては戦いくさができないもの、とにかくまずはご飯にしましょう。空に小魚がいくらでも泳いでるし、ささっと捕まえて……捕まえる？　上空の魚を、空飛べない私が？

　とりあえず、その場で必死にぴょこぴょこ飛び跳ねてみるも、当然ながら上空の魚たちに届くはずもなく。私はわなわなと震ふるえながら呟つぶやくしかできない。

「空を飛べないから、上空の魚なんて獲とれる訳ないじゃん……詰つんだ、完全に詰んだわ」

　お手上げとばかりに、地面に転がってみる。まさか空を飛べないことが、これほど死活問題にかかわってくるだなんて……ぐぬぬ、どうすれば。シャチが魚を獲れずに飢え死になんて笑い話にもなりませぬ。未いまだにグーグー鳴り響ひびくお腹を如何いかんせん。

「低空を魚が泳いでたり、地面に貝が落ちてたりしないかな」

　寝ねててもお腹は膨ふくれないので、むくりと起き上がり、ぴょこぴょこ跳ねて森の中を散策開始。お腹空いたぬー。

　跳ねまわること三十分。食べられそうな生き物が何一つ見つかりませんぞ。

　大たい抵ていの魚は上空にいるし、低空にいる魚は私を見るなり空に逃にげるし。無む駄だにペンギンだけは近寄ってくるけど、ペンギンなんて食べようとも思わないし。

　頭の上にペンギンを三匹びき乗せたまま、食糧確保の旅を続けていると、とうとう食べられそうな生物を発見！

　黒くトゲトゲした球体生物！　こ、これはまさしくウニちゃんではありませんか！　おほー！　私、ウニ大好きですよ！　回転寿司ずしではペロッと二皿は食べちゃいますぞ！

　ぴょこぴょこ飛び跳ねて近づき、ウニゲット！　大きさがバレーボールくらいあるのが気にかかるけど、まあ異世界だしね。私のシャチボディの胃い袋ぶくろ的に大きい方が嬉しいし！

　私の存在に気づいたのか、ウニはトゲをグニグニ動かして必死の抵てい抗こう。ふふん、残念だけど無駄なあがきよ！　海の王者であるシャチが、そんなものにビビるものですか！

「まずは真っ二つに割らないとね。ウニウニ、オレンジ粒つぶ々つぶ嬉うれしいなー。誰か醬しよう油ゆをシルブプレ！」

　私のお手々はヒレだし、道具使って叩き割ることもできないのよね。何かスキルとかで割ったりできないかしら。

「『ブリーチング・クラッシュ』使うと割るどころか潰つぶれるわよね。『オルカ・ポッド』は意味分かんないし……『識眼ホッピング』とかいうのならどうかにゃ。でもこれ、確か解かい析せきどうこうって書いてたのよね。期待薄うすだけど、一応実験ついでに使ってみようかしら」

　未使用である最後の一つのスキルを試ためしてみたり。ぬぬーん、発動！　尻しつ尾ぽで立ち上がるように、空を向いてスパイホップのポーズ！

　すると、頭の中に目の前のウニのステータスがふよふよと思い浮かんできたわ。おおお！
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　ほへえ、『識眼ホッピング』ってスキルは説明文通り、対象のステータスが読み取れるスキルなのね……つまりこのスキルじゃウニを攻撃できないってことで。残念。

　仕方ない、嚙かんで割りますか。シャチだもん、ウニくらい簡単に割れるよね。

　うねうねするウニを口に咥くわえて準備オッケー。

　私がウニを咥えた瞬間、ペンギンたちが私の頭を嘴くちばしで必死に突いてくるけど、寄越せってこと？　嫌じゃあ！　ようやく手に入れた貴重な食料を誰が渡してなるものですか！

　それじゃガブリといっちゃうことにしましょう！　異世界初のお食事ターイム！　レッツ海の幸！

　ウキウキ気分でウニを嚙み潰した瞬しゆん間かん──大だい爆ばく発はつしました。

　私の口の中から眩まばゆい光が漏もれたかと思うと、物もの凄すごい衝しよう撃げきが。

　頭に乗ったペンギンごとウニ爆ばく弾だんに吹ふき飛ばされ、私はゴロゴロと地面を転がり、大木にゴンと頭をぶつけてしまう。あまりの衝撃、痛みに、私の意識は遠ざかっていく。

「ウニ、強ひ……」

　食べられるくらいなら自ら死を選ぶ。ウニの生き様に武士道を見ました。ウニ、怖こわい。




　どうも、こんにちは。ウニに敗北した駄だシャチでございます。異世界のウニしゅごい。

　さてさて、現在私は六匹ぴきのサメに大絶賛囲まれております。頭がＴの字になっているところをみると、ハンマーヘッドシャークとかいう奴やつでしょうか。

　恐おそらく、気絶している私を死体と勘かん違ちがいしてやってきたのでしょう……なんて言ってる場合ではない！

　ほわああああ！　さ、サメに囲まれてるうう！　蟹はまだしも、サメなんてシャレにならないでしょ!?　食われる、食われる！

　サメたちは連係してジリジリと私との距きよ離りを詰めてきてる。ぐぬう、見み逃のがす気ゼロじゃない。

　異世界に来てからというもの、蟹に襲おそわれるわ、ウニに負けるわ、サメに囲まれるわ、どんだけベリーハードモードなのよ！　難易度設定絶対におかしいから！

「か、かかってくる気!?　体の大きさならこっちが上よ！　いくら群れようと、たかが四メートル級のサメなんて自じ慢まんのヒレで一いつ蹴しゆうしてあげるんだから！　シュッシュッ！」

　ヒレをブオンブオンと振ふり回し、シャドーボクシングで威い嚇かく。頼たのむからこれで怖がって逃げてくれないかな……はい、襲ってきました。ですよねー。

「このあろー！　そっちがその気なら、こっちだってやるだけよ！　恋こいする乙おと女めの底力、見せてくれるわああ！　人化してイケメンとゴールインするまで死んでたまるかあああ！」

　襲いくるサメの嚙み付き攻こう撃げきをぴょこぴょこ跳ねて回かい避ひし、カウンターでサメに向かってヒレビンタ！　最高にスナップを利きかせた乙女ビンタのお味はどうよ！

　私の強きよう烈れつな一撃を顔面にもらったサメは、ぐしゃりと何かが拉ひしやげる音を響かせて地面に落ちた。うわ、顔がぐちゃぐちゃに潰れてる……どれだけ馬ば鹿か力ぢからなのよ、私。

　とにかく、一撃で落とせると分かった以上、恐れるものはないわ。何がサメよ、一匹ずつ確実に仕留めてやりますとも！

　突とつ撃げきしてくるサメを叩たたき、潰し、嚙み付き。次々と絶命させ、残るは二匹だけ。敵も頭に血が上ってるのか、逃げる気配はない。上等だわ、全部まとめて潰してやるう！

　草むらに体を擦こすりつけ、ラビングしながら敵を挑ちよう発はつ。さあ、下りてきなさい！　私は空を飛べないから迎むかえ撃うつしかできないからね！

『ブリーチング・クラッシュ』とかいうジャンプ必殺スキルを使えばいけるかもしれないけど、あんな恐きよう怖ふアトラクションみたいなスキル極力使いたくないんじゃあ！

　サメの突撃を待ち、いつでも迎げい撃げきできる準備を整えていた──その時だった。

「──『サンダー・ブラスター』！」

「ほえ？」

　どこからか女の子の声が聞こえたかと思うと、上空に浮かぶサメ二匹に雷が直撃。

　黒くろ焦こげになり、ドサドサと地に落ちていくサメたち。わあお、こんがり焼けました……ではなくて、何ごと!?

　きょろきょろと周囲を見回すと、少し離はなれた森の奥に、人間らしき少女の姿が。

　桃もも色いろのロングヘアー、手に握にぎる木製の長ちよう杖じようをはじめとした古風ＲＰＧにでもありそうな魔法使い装備一式。ぬぬぬ、さっきの雷かみなりが魔法だとしたら、もしや人間の魔法使いさん？

　しかし、遠目でもわかるくらい可か愛わいい顔してるわね。ちょっと勝ち気そうな感じのする、まさしく目の覚めるような美少女……ぬおお！　私だってそうなりたかったのに！

　あまりの不公平さに悶もだえていると、突とつ然ぜん、脳内にメッセージが。

『レベルが３から５に上がりました』

　わお、レベルアップ。サメいっぱい倒たおしたからかな？　だけど、今大事なのはそっちじゃなくてあの美少女よ！

　この異世界で会う初めての人間！　これはもう友好的に接して、この世界のことを色々教えてもらうしかないわ！　人化の方法とか、人化の方法とか、他ほかにも人化の方法とか！

　よし、早さつ速そく近づいて話しかけてみましょう。大だい丈じよう夫ぶ、コミュ力には定評のあるオル子さんです！　笑え顔がおで元気よく挨あい拶さつすれば大丈夫！　私の笑顔の力を信じるのです！

　ぴょっこぴょっこと飛び跳はね、早速魔法使いちゃんのもとへ。はろはろー、まいねーむいずオル子！　いえーいいえーい！　せんきゅー！

　近づく私に、魔法使いちゃんは依い然ぜんとして杖を構えたまま。そして。

「──『サンダー・ブラスター』！」

「ほぎゃああああああ！」

　思いっきり雷撃ぶちかましてくれました。あばばばばば！　痺しびれる、痺れる！

　雷から解放され、私は草むらを高速ローリングで魔法使いちゃんの前まで移動する。そして、ぴょこんと飛び上がり、ヒレを振り上げて断固抗議！

「いきなり何するんじゃあああ！　あやうく焼き魚になるところだったわ！　シャチの丸焼きなんて聞いたこともない独創料理を作ろうとするんじゃないわよ！」

「私の魔法が効いてないの……？　いえ、それよりも……あなた、言葉を話せるの？　巨きよ大だいな魚なのに」

「さ、魚じゃないもん！　ギリギリ哺ほ乳にゆう類るいだもん！　胎たい生せいだもん！」

　傷ついた！　過去最高クラスに傷ついた！　誰だれが魚ぎよ介かい類るいか！

　ジッタンバッタンと草原を跳ねまわって抗こう議ぎする私に、魔法使いちゃんはげんなりとした溜ため息いきをついている。え、何この『こいつ面めん倒どうくさい』みたいな顔は。

　ぬー！　失礼な子ね！　危あやうく殺しそうになった相手にこの態度！

「私は何もしてないのに、あなたは私に電でん撃げきをぶちかましてきました！　ごめんなさいの一言もないとはどういう料りよう簡けんですか！　事と場合によっては法ほう廷ていで争うことも辞さない所存ですぞ！　こっちには全世界うん万人のシャチ愛護団体のバックがあるんだからね！」

「言ってることは何もかも意味不明だけど……確かに私が悪かったわ。あなたもアックス・シャークと同じ凶きよう悪あくな魔物で、先に仕留めておかなきゃこっちが危ないと思ったのよ」

「アックス・シャーク？　魔物？」

「あなたが戦っていたそいつらよ。恐ろしく獰どう猛もうで、かなりの難敵なのよ？　それを正面から倒してのけるなんて、あなたはどれだけランクの高い魔物なの」

「ランク？　ランクって総合ランクとかいうやつ？　なんか[image: －Ｂ]って書かれてるけど」

「[image: －Ｂ]!?　あなたってそんなに高位の魔物なの!?　どう見ても馬ば鹿かっぽいのに！」

「ば、馬鹿っぽいは余計じゃああ！　というか、あのサメって強かったんだ」

　一撃でプチプチ殺せたし、そんなイメージないんだけど。むしろウニの方が遥はるかに強敵だったというか、私ウニに黒星を喫きつしてるし。

　いや、待った。今、この娘、サメや私のことを魔物って言った？

「すみませぬ、お嬢じようさん。つかぬことをお聞きしますが、魔物って何ですかにゃ？」

[image: ]

「……冗じよう談だんよね？　あなた自身が[image: －Ｂ]、なかなかお目にかかれないランクの魔物なのに、魔物自体を知らないなんてことある訳ないでしょう？」

「いやいやいや、オル子さん魔物じゃなくてシャチですよ？　人間であるあなたと同じ、立派な動物、哺乳類でございます。決して魚じゃないんだから、そこのところ勘違いしないように！」

「私が人間……？」

　私の言葉に、美少女ちゃんは眉まゆを顰ひそめる。あれ、何かおかしいこと言ったかな。

　顎あごに手を当てて、少し考える仕草を見せて、美少女ちゃんは再び口を開く。

「……興味が湧わいたわ。あなたの話、もっと詳くわしく聞かせてくれる？　私の名はエルザよ。あなたは？」

「オル子です。ヒロインにあるまじき適当にも程ほどがある名前なので、人化した暁あかつきにはマリアベルかセレスティアに改名しようと思いまふ」

　エルザと名乗った少女に、私のこれまでの事情を話していく。

　こことは異なる世界で死を迎えたら、天使とかいう存在に転生させられたこと。

　その天使にスタイル抜ばつ群ぐんの美少女になりたいと願ったら、こんなシャチボディにされてしまったこと。

　転生するなり蟹かにやらサメやらに襲われまくったり、ウニに手痛い敗北を喫したこと。

　これまでのことを事細かに説明したら、エルザさん大だい爆ばく笑しよう。

「あははははっ！　何それ！　美少女になりたいって希望したら、大きな魚型の魔物にされたって、あははははははは！」

　いや、ちょっと笑い過ぎでしょこれ。確かに他人からすれば笑いごとかもしれないけれど、私にとっては悲し過ぎる事件なのよ。くそうくそう！

「笑いごとじゃないのよ！　私には素す敵てきな男性と出会い、普ふ通つうの恋をして、素敵な家庭を築くって夢があるのに、このシャチボディでいったいどうしろっていうの！　シャチフェチの人との出会いなんて求めていないんですけど！」

「ああ、お腹なか痛い。でも『スカイ・オルカ』だっけ？　そのオスなら寄ってくるんじゃないの？　そんな種族なんて見たことも聞いたこともないけどね」

「シャチのオスなんてもっと要いらないわよ!?」

　この魔ま法ほう使つかい、マジで人の悩なやみを笑いの種にしてらっしゃる！　人の不幸を笑うんじゃあない！　跳ねまわって抗議するぞ！

　大笑いして満足したのか、エルザはふうと大きく息を吐はく。

「でも、あなたの話で大おお凡よそは摑つかめたわ。魔物を知らないことといい、私のことを『人』と言ったことといい、それなら納なつ得とくだもの」

「納得？　何が？」

「そうねえ……まず、私は人じゃないわ。私はあなたと同じ魔物なの」

「え、噓うそ、本当に？　そんな目の覚めるような美少女型の魔物がこの世界にはいるの？」

「疑うならあなたのスキルで確かく認にんしてみなさいな。『識眼ホッピング』だっけ？　人のステータスを強制的に読み取るなんて、とんでもない破格スキルよね」

　言われるまま、私はエルザのステータスをチェックしてみる。いやいや、ご冗談でしょう。こんな美少女がモンスターのわけが……






　　名前：エルザ

　レベル：５
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　種族、ウィッチ……本当に魔物なのね。って、うおい！

「普通に女の子モンスターいるんじゃないのよ!?　だったらどうして私をこういうタイプにしてくれなかったの!?　私、シャチなんですけど！　美少女希望したのにシャチなんですけど！」

「本当、おっかしいわねえ、オル子って。普通なら、私の姿を見たら魔物って分かるものなのよ？」

「いや、常識なんて知らんもん。私、今日この世界に生まれたばかりだもん」

「そうね。『生まれた瞬しゆん間かんに知っているはずの知識』を知らなかったからこそ、あなたの『異世界から転生した』なんて話を信じたんだけどね。年ねん齢れいなんて関係ないわ、相手が魔物か人かなんて、この世界の生物なら誰だって判断できることなのよ」

　ふーん。この世界の連中って便利な能力を持っているのねえ。私から見れば、エルザなんてどこから見ても人間の女の子にしか見えないし。

　ぽむぽむと納得していると、エルザは気分をよくしたのか、人差し指を立てて説明を続けていく。

　出会ったばかりだけど、エルザって説明好きのオーラがあるわ。私としては助かるばかりだけど。

「次に魔物と人の違ちがいだけど、大きな違いは生息域かしら。この世界は大きく分けて二つの領域に分けられるの」

　そう言って、エルザは地面にオーストラリアみたいな大陸を描かいて、中央から真っ二つに分けるように中央線を引いた。そして、右半分を指さして話を続ける。

「この大陸東側が私たちのいる魔物の領域。さっきあなたの戦っていたアックス・シャークのような魚型、私のような人型、全すべてをひっくるめて魔物と呼んでいるのよ」

「にゃるほど。それじゃこっちは？」

　そう言って私は、二つに分けられた大陸の左側をヒレで指してみる。

「西側は人間の領域。私も会ったことはないけれど、魔物とは異なる人間という種族と動物なる獣けものがこちらの領域には棲せい息そくしているそうよ。なんでも、この西側の大陸では空を魚が泳いでいないんだとか。奇き妙みような世界よね」

「いや、全然奇妙じゃないから！　むしろ魚が空を泳いでるこの場所がおかしいから！」

　なるほど、なんとなく分かったわ。多分、この大陸中央線の右と左で世界があべこべなんだと思う。

　人間の場所は、地球と同じで魚が空を泳いでたりしないんでしょうね。どうしてそっちに転生させてくれなかったのよ、あのヘッポコ天使！

　とにかく、分かったのは私が出会ってきたイワシやらペンギンやらは全部魔物だということ。そして恐おそらくだけど、私自身も見た目がシャチの魔物に転生しちゃったってことよね。

「動物転生かと思ったら魔物転生だったでござる。いや、大した違いはないんだけども。どっちにしろ人化を目指す以外に道はないわけで。という訳でエルザ、私みたいなシャチ娘むすめが人化する方法とかありませんかね？」

「人化ならできると思うわよ。あなたのような巨大魚の姿から人型へ変化する魔物はいたみたいだし」

「え、マジで!?」

　興奮し、ずずいとエルザにすり寄る。教えてください、おねーしゃす！

　ぐりぐりとお腹に押し付けられた私の頭をぺちぺちと叩たたきながら、エルザは知っていることを教えてくれた。

「そこまで詳しい話は知らないわよ？　遥か昔、あなたのような魚型の魔物が何らかの方法で人化し、色々凄すごいことを成し遂とげて、その子孫から女め神がみとして崇あがめられているみたいな話を以前に師し匠しようから聞かされただけで……ちょっとオル子？」

「ぬわああああ！　燃えてきたああああああああ！　つまり、私も頑がん張ばれば夢見たスイートラブが手に入るのね!?　甘あま酸ずっぱい青春の日々を送れるのね!?」

「まあ、可能性だけなら」

　それでもいい！　可能性が欠片かけらでもあるならそれに賭かけるには十分過ぎるわ！

「ありがとう、エルザ。あなたのおかげで私は答えを得たわ。私、異世界を巡めぐって何としても人化の方法を探しあててみせる！　そして、あなたに負けないくらいの美少女になって素敵な恋人をゲットしてみせるわ！　結けつ婚こん式には友人代表として呼ぶから、スピーチを考えておいて！」

「いや、全然意味が分かんないんだけど……あなたは人化の方法が知りたいのね？」

「言うまでもなく！　一日でも早く美少女になって、このシャチボディとおさらばしたいのです！　恋が私を待っているう！」

　一日も早く人になって、私の転生ライフを海洋物語から恋れん愛あい物語に切り替かえること。それが私の何よりの望みなのよ。

　選手宣せん誓せいばりに誓ちかいをあげる私に、エルザが仕方ないと息をついて口を開く。

「闇やみ雲くもに探しても仕方ないでしょう。オル子、旅に出る前に一度『ヴァルガン洞どう』に寄りなさい」

「ヴァルガン洞？」

「ここから少し東に向かった場所にある、私たちの住み処かよ。そこにいる私の師匠をあなたに紹しよう介かいしてあげる。無む駄だに博識だから、あなたの知りたがっている人化の方法を知っているかもしれないわ」

「え、エルザ様ああああ！　うばああああ！　ありがどおおおお！」

　女神が、女神がいる。初めて出会った相手に、なんて優やさしい娘こなの！　出会ってすぐに電でん撃げきぷっぱしてきたことなんて、今となっては記き憶おくの彼方かなたよ！　愛してる！

「お礼を言われると心苦しいわね。なんせ師匠は性格ねじ曲がってるから、絶対にあなたのこと玩具おもちやにすると思うもの。あなたのアホっぽさ、絶対に師匠好みだわ」

　エルザがぼそぼそと何か言ってるけど、聞こえませんでした。

　異世界転生初日、美少女のお友達ができました。まる。
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「ここから北にあるウィッチの里で生まれ育ったんだけど、本当に退たい屈くつなところでね。せっかく魔法の才を与あたえられたのに、何も磨みがかないまま終わるなんて絶対に嫌いやだと思ったのよ。気づいたら里を飛び出していたわ」

「いや、気づいたら飛び出していたわって、どんだけ行動派なのよ……平へい穏おんを自分から捨てるなんて勿もつ体たいない。今すぐエルザは私と体を交こう換かんすべきだわ。私はエルザの代わりに里へ戻もどって運命の出会いを探すから」

「オル子と体の交換が実際にできたら考えてあげてもいいんだけどね。里から飛び出した私は、情報を頼たよりに、小さい頃ころから面識のあった師匠のもとへ押しかけて弟で子し入りしたって訳。魔法で強くなるにしろ、智ち慧えを磨くにしろ、それが一番てっとり早いと思ったから。さっきは、師匠のお使いで毒草を採取していた帰りだったのよ」

「毒草なんてエルザの師匠はいったい何に使うんですかね……」

　エルザを背に乗せて、オル子こと私はぴょこぴょこ跳はねて移動中。道中にサメだの何だの倒しまくっているので、レベルが互いに５から８へと上がっております。

　しかしあれね、エルザが旅の仲間として増えたんだけど、実にいいわね。ぼっち旅とは違って雑談できて楽しいわ。

　エルザがとんでもなくアクティブな娘ってことも分かったし。臆おく病びような私とは正反対ね、うむ、この娘とはうまくやっていけそう。

　しっかりしてるし、優しいし、全力で依い存そんするしかないわ！　むむ、ちょっとお腹なかが空すきましたよ！

「エルザ、リンゴプリーズ。リンゴくーださい」

「はいはい、どうぞ」

　エルザは魔ま法ほうを唱え、私の眼前にリンゴを転移してくれた。それを私は口でキャッチ。あむあむ。おいひー。この甘みが格別ね！

　ゴリゴリと嚙かみ砕くだきながら、私はエルザの素す敵てき魔法を賞賛する。

「エルザのおかげで食しよく糧りよう問題に悩なやまずに助かるわあ。『アイテム・ボックス』だっけ」

「大した魔法じゃないわよ、ウィッチなら誰だれでも使えるもの。褒ほめられて悪い気はしないけどね」

　エルザのこの魔法は、何もないところからアイテムを取り出したり収納したりできる便利魔法なのですよ。

　現在、エルザにお願いして持っている食料を分けてもらっております。嫌な顔一つせずご飯をくれるエルザってばマジ天使。

「もうすぐよ。あの木々の終わりを抜ぬけた先ね」

「ほいさっさー」

　エルザに命じられるがまま、私はぴょんこぴょんこと直進。でも、あれよね。エルザが背中に乗っていると、私って完全に海やプールのシャチ人形状態よね。

　森を抜けると、そこには切り立った崖がけが。そして、下部にぽっかりと空いた洞どう窟くつらしきもの発見。わお、天然洞。

　エルザが私から飛び降り、杖つえをアイテムボックスから取り出しながら洞窟の解説をしてくれた。

「『ヴァルガン洞』。かつて強者と謳うたわれた魔物が拠きよ点てんとして利用していた場所よ。今は師匠が魔改造して、最奥地を住居に変えてしまっているけれど」

「ふーん。でも、お家うちなら魔物なんて出ないよね？　まかり間ま違ちがってもオル子さんたちを襲おそったりしないよね？　ね？」

「洞窟内はかなり広くてね。面めん倒どうな来客避よけに、師匠が放った魔物が生息してるんだけど……襲ってくるでしょうね。私だけなら襲う対象として除外されているけれど、オル子はそうじゃないもの」

「ええ……オル子さんもターゲット設定から除外してほしいんですけど！」

「それをするには、最奥地にいる師匠に会うしかないわね。魔物を蹴け散ちらしながら、ね」

　やっぱり戦うんじゃないの。まあいいけど。でもいいのかな？　番犬として配置している魔物を倒たおしちゃっても。お師匠様怒おこったりしない？

　そうエルザに問いかけてみるも、勝手に洞窟に住み着いた魔物を利用してるだけだから微み塵じんも気にしないだろうとのこと。むしろ私たちが戦うのを面おも白しろがる性格だとも。エルザの師匠っていったいどんな人なのよ。

「あなたと一いつ緒しよにいる以上、私も敵として認にん識しきを変えられるかもしれないわ。あなたはとても頑がん丈じような魔物の様だから、前衛をお願い。敵の注意をひきつけてくれたら、私が後ろから雷らい撃げきを撃うっていくから」

　つまり、私は壁かべ役ですかな。理に適かなっているけれど、乙おと女めを壁扱あつかいするのはどうなのかしら。こうなったらくっころ女騎き士しキャラを目指すしか！

「でも、洞窟内って真っ暗じゃないの？　何も見えないなんて困るんですけど」

「魔物は暗くら闇やみを問題にしないわ。視力の差はあれど、どの魔物も少なからず暗視能力は備えているもの」

　ほへえ、また一つ勉強になった。魔物初心者である私にとって、エルザは本当に頼りになる相棒です。

「それじゃ進みましょうか。道案内は任せて」

「おけい！　頑張って進むわよー！」

　元気よく返事し、私とエルザは洞窟内へと入っていく。

　なんか、良いわ。凄く良い。仲間と一緒だと、ファンタジーしてる気がするわ。

　将来的な夢は人になってラブストーリーだけど、しばらくの間はこんな風にＲＰＧな感じを楽しむのもいいかもしれないわね。

　こう見えても私、ゲームは嫌きらいじゃなくてよ？　エンディングを迎むかえたにも拘かかわらず、パーティ全員のレベルを無駄に99まで上げたのは懐なつかしき思い出ね。

　そのゲームプレイングを妹に蔑さげすんだ目で見られて『時間の無駄』とバッサリ切り捨てられた過去はもう忘れた。

　洞窟の中は真っ暗なはずだけど、エルザの言う通り、明かりがついているように見通せる。夜目って訳じゃないのに、魔物って不思議だわ。そもそもシャチが陸上で生活している時点で不思議を通り越こしているんだけどね！

「……さて、師匠が門番として利用している魔物があれよ。師匠に会いたいなら、オル子はあれを倒さなきゃいけないわ」

　エルザが指をさす先には、四メートルくらいのヤドカリちゃんが扉とびらの前に配置されてる。

　ふむ、ダンジョンでよくある門番キャラってところかしらね。でかいわあ。

　どれどれ、どんなものかステータスチェック。そーれ、『識眼ホッピング』、起動！






　　名前：──

　レベル：17

　　種族：ネオ・ハーミットクラブ

ステージ：２

　体量値：Ｄ　魔量値：Ｇ　力：Ｄ　速度：Ｆ

　　魔力：Ｇ　守備：Ｃ　魔ま抵てい：Ｇ　技量：Ｇ　運：Ｄ






　　総合ランク：[image: －Ｄ]






　ふむう、微び妙みようね。あんまり大したことないっぽい。

　ステータス偏かたより過ぎじゃない？　ヤドカリらしいと言えばそれまでなんだけど。私としてはもっとこう、バランスよく整えたいというか……まあ、スカイ・オルカも相当偏ってるんだけどね！　ぐすん。

　敵の種族やレベル、ステータスの詳しよう細さいを頭脳担当のエルザに伝えてみる。

「ステージ２、ランク[image: －Ｄ]ね。正直、一人じゃ厳しい相手だけど、オル子と一緒なら余よ裕ゆうでいけそうね。オル子、あなたは前に出て敵の動きを止めてくれる？　あとは私が何とかするから」

「ほむほむほむ、任されたわ。私がヤドカリの動きを止めてる間に、魔法を撃ち込むのね？」

「ご明察。近づかれさえしなければ、敵はウィッチにとってただの的だわ。攻こう撃げきは任せて頂ちよう戴だい」

　作戦会議を終え、私はヤドカリの前にひょいっと躍おどり出る。

　お、気づいたみたい。敵がこっちに緩かん慢まんな動きでやってきたわ。ええと、こいつの動きを止めればいいのよね。だったら……

「どっせえええええい！」

「キシャアアア！」

　私は全力の突とつ進しんをヤドカリのお家にぶち込んであげた。

　あまりの衝しよう撃げきに、ヤドカリは勢いよく前のめりに倒れこんじゃった。むふー！　してやったりだわ！

　ふふん、その無む駄だに重そうな巨きよ大だいハウスが仇あだになったわね！　シャチの加速を舐なめんじゃないわよ！　ヤロー！　覚かく悟ごするッチ！

　起き上がろうとするヤドカリだけど、そうはさせないわ。私は敵の巻き貝に飛び乗り、その場でビタンビタンと跳ねまわる。

　ふははは！　三千キロのプレスは痛かろう、重かろう！　怯おびえなさい！　竦すくみなさい！　シャチの怖こわさを味わいながら逝ゆきなさい！　あ、家に閉じこもったわね！

　完全に動きを封ふう殺さつした私は、遠くのエルザに向かって合図。

「今よ！　エルザ、あなたの魔法でヤドカリをけちょんけちょんにしてあげて！」

「馬ば鹿か！　敵の上で飛び跳ねていたら、オル子に当たるでしょ！　そこから離はなれなさい！」

「あ、そうでした。ごめんにゃい！」

　慌あわてて巻き貝から飛び降りる。調子に乗り過ぎちゃいました。

　私が飛びのくと同時に、エルザの持つ杖の先せん端たんからバチバチと帯電した光が解き放たれる。

「『サンダー・ブラスター』！」

「ゴゴギャッ！」

　杖先から放たれた雷かみなりは空気を伝ってヤドカリを直ちよく撃げき。

　サンダーとか格好いい。魔法少女、良いじゃない。どうせファンタジーやるなら私もこういうのが良かったのよ！

　あとは素敵なヒーロー、勇者の男の子でもいれば最高ね。後衛メインヒロイン、守られ系オル子、いいじゃない！　おっと、妄もう想そうの世界に浸ひたってる場合じゃないわ！

「きらりーん！　オル子とエルザの友情コンビネーション発動！　オル子の追撃が発動しました！　とう！」

　エルザのサンダー、略してエルサンダーを喰くらって、たまらず家から這はい出てきたフラフラ状態のヤドカリに、私は愛のプレスアタックを敢かん行こう。

　バランスを崩くずしたヤドカリは、再び地面とキスをする羽目になる。そんな中でエルザの第二発。

「『サンダー・ブラスター』！」

「ギ……ギ……」

　強きよう烈れつな電撃魔法が再びヤドカリを襲った。

　流石さすがに二発は耐たえられなかったらしく、敵はプスプスと煙けむりを放ち、完全に戦せん闘とう不能状態に。むふー！　大勝利！

　私はウキウキと跳はねまわりながらエルザとハイタッチした。ヒレなんだけどね！　でも、エルザのハイタッチする姿の何と格好いいことか。やだ、できる女って格好いい……。

「ありがとう、オル子。あなたが前に出てくれるから、私は固定砲ほう台だいとして力を存分に発揮できるわ」

「固定砲台というか弾だん薬やく庫こというか。おっと、レベルアップきたー！　わあい！」

　ファンファーレと共にレベルアップのメッセージが。８から11になったわ。

　どうやらエルザも上がったみたい。エルザも同じく８から11の三つアップ。門番、それもステージ２だけあって、めちゃくちゃ美味おいしい経験値でございました。

「門番も倒したことだし、どんどん奥に進みましょうか。オル子がいるから、好き勝手に魔ま法ほうを撃てて気持ちいいわ。折せつ角かくだもの、師し匠しようのもとに辿たどり着くまで、ガンガン魔物を倒していきましょう」

「ううん、このトリガーハッピーガール。間違っても私には撃たないでね！　オル子は悪い魔物じゃないよ！」

「撃たないわよ。魔法のコントロールに関して私は結構自信あるのよ？」

　エルザに突つっ込まれつつ、私たちは門番の守っていた扉の向こうへ足を踏ふみ出すのだった。足というか、尾おびれなんですけどね！　えへ！




　こんばんは、洞どう窟くつひきこもりスキルに定評のあるオル子でございます。

　エルザと『ヴァルガン洞』に潜もぐって半日ほど経たったけれど、私たちは今日も元気よく魔物を撃げき退たい中。この洞窟、ヤドカリ多過ぎ！

　迫せまってくるヤドカリは私の体当たりでぷちぷち潰つぶして、遠くの敵はエルザが魔法ぶっぱで倒してるわ。

「『リフレクタ・プリーズム』展開！　『サンダー・ブラスター』！」

　エルザの持つリフレクタ・プリーズムというスキル、その効果はぶっちゃけえぐい。

　一定のエリア内の好きな箇か所しよに設置でき、そこを基点に魔法を反射させることができるという補助魔法なんだけど、これが酷ひどいのなんの。

　まっすぐ直線放射で放たれる『サンダー・ブラスター』が『リフレクタ・プリーズム』の反射によって、上下左右どの角度でも撃ち込めるようになるのです。なんて恐おそろしい殲せん滅めつ兵器なのかしら。

　エルザが言うには、入射角と敵の位置関係を導く計算が必要で、これが楽しいらしいんだけど……計算が楽しいってなんて恐ろしい思考してるのかしら。ぬう、誰だれか定規と分度器持ってきて！

「などと友人の頭の回転についていけないなと、オル子は溜ため息いきをつきながら敵を倒たおすのだった。開幕シャチ・クラッシャー！　相手は死ぬ！」

「ガガガッ！」

　加速のついた私の突とつ撃げきで吹ふき飛ばされるヤドカリさんたち。すみません、スキルとかじゃなくてただの突進です。

　洞窟内は一メートルサイズのヤドカリがうじゃうじゃしてるんだけど、私の攻撃やエルザの魔法で一撃死する程度だから大した強さじゃないのよね。

　ステータスを見てみると、ステージ１で総合ランクが[image: ＋Ｆ]。さっきの門番ヤドカリの進化前なのかしら。

　ステータスが全体的に一回りも二回りも下って感じなのよね。これが相手じゃヤドカリ無む双そうゲーになるというもの。

　でも、経験値効率はかなりいいみたいなので、コツコツ倒して稼かせぎ中。よし、殲滅完かん了りよう。

　エルザの方も終わったらしく、ふうと息をついていた。ううん、美少女はどんな姿も様になるわね。

「お疲つかれ、オル子。今日はこのあたりで休きゆう憩けいにしましょうか。魔量値も尽つきそうだわ。敵と戦わなければ、数時間で最下層へとたどり着けるんだけど、ここまで敵に邪じや魔まされるとなかなか進めないものね」

　そうなんですよ。侵しん入にゆう者を邪魔するように湧わいてくる敵の多いこと多いこと。

　一撃で倒せる程度の相手だから苦にしないけど、それでも何百匹ぴきと倒せば疲れもするわ。

　今の時点で、私とエルザのレベルは15。門番倒した時点で11だったんだから、半日でどれだけ魔物を倒したんだって話ですよ。洞窟内はヤドカリの死体でいっぱいですぞ。

　まあ、苦戦もなくここまで来ることができたのは、やっぱりヤドカリと私たちの相あい性しようが非常にいいみたいなのよね。

　敵は頑がん丈じようでパワーのある魔物みたいだけど、素す早ばやさと魔法抵てい抗こうに難があるタイプ。

　そんなヤドカリちゃんは、高火力魔法使いのエルザにとって良い的だし、そのエルザを排はい除じよしようにも、私という壁かべが接近を許さない。

　何より、私のシャチ肌はだはボスでも何でもないヤドカリの攻撃なんか通さない。ダメージゼロ。結果、敵は私たちに何もできないって感じで終わるのよ。

「むふ、これぞステータスと相性に物を言わせたパワー攻こう略りやくね！　対策？　対処法？　ノン、そんなものはナンセンスだわ。合い言葉はただ一つ、レベルを上げてエルザで殴なぐれ！　火力、イズ、神！」

「それが一番効率的だからいいじゃない。さ、着いたわよ」

　二つほど前の、少し広めの部屋に戻もどってきた私たち。

　中に魔物がいないことを確かく認にんし、その辺に転がっている巨大な岩をシャチパワーで運んで通路の入り口を封ふう鎖さ。ふう、これでヤドカリも入ってこれないでしょう。

　アイテムボックスから布のシートを取り出し、エルザはそれを床ゆかに敷しいてくれた。直接地面に座るの嫌いやだからね。汚きたないからね。

　そして、自分と私に『クリーン・ライト』なるウィッチ魔法をかけてくれる。この魔法で体や服の汚よごれが全部綺き麗れいさっぱり落ちてくれるらしい。異世界って便利ねえ。

「でも、やっぱり私としては温かいお風ふ呂ろに浸つかって『ああ、今日も一日頑がん張ばった私！』ってやりたいのよね。お風呂、お風呂、お風呂が恋こいしいよお」

「戦いの最中もそんなこと言ってたわね。大きな器うつわに水を張って、加熱するんだっけ。異世界の人間って変な習慣があるのね。今のオル子が入ったら、ただの魚料理に見えそうだけど」

「誰が魚さかな鍋なべか！　哺ほ乳にゆう類るいとして断固抗こう議ぎするう！」

「機会があれば、できるかどうか試ためしてあげるわよ。火と水は魔法で何とかなるだろうし、あとはオル子が入るだけの器をどうするかだけかしら」

　おお、どうやらお風呂は期待できそうですよ？　やったー！　お風呂だー！

　流石エルザ、私、あなたに出会えてよかった！　あなたは私の永遠の親友よ！　出会って一日と経ってないけど！

　洗せん浄じようを終え、私はエルザの用意してくれたシートの上にどっかりと横になる。

　そして、その私のどてっぱらにエルザは背を預け、アイテムボックスから紙と羽ペンらしきものを取り出して作業を始めた。

　なんでも魔法の効果やテストの成果を紙にまとめているらしいんだけど、私にはちんぷんかんぷんなのでノータッチ。頑張れ、エルザ、私は邪魔しないよ！　いい子だから！

「エルザ、エルザ、お腹なか空すいた。リンゴとってくださいな」

「はいはい、ちょっと待ってね」

　誓ちかった瞬しゆん間かんから邪魔してしまいました。お腹は空くからね、仕方ないね。

　エルザはリンゴを四個取り出し、私の前に置いてくれた。私はそれをモシャモシャと丸かじり。うむうむ、やはりジューシーなリンゴは丸かじりに限るわ。

　するっと四個食べ終え、ごちそうさまでした。お腹いっぱいでござる！　シャチのどでかい体なのに、なぜか四個くらいでお腹がいっぱいになるのよね、不思議。

　これじゃ私の生前、人間時代となんら変わらないわね。なんて低燃費なボディなのかしら、今流行はやりのハイブリッド・カーならぬハイブリッド・シャチなのかしら、私。

　あほなことを考えていると、エルザも作業を終えたらしい。

　アイテムボックスから干し肉と水、そしてリンゴを取り出して夕食タイム中。肉いいなあ。欲しいなあ。じー。

　私の視線に気づいたのか、エルザは千切って分けてくれた。わはー！　肉だー！　エルザ大好き！　私、一生あなたについていくわ！

　もしゃもしゃと干し肉を食べてると、エルザがクスッと笑う。

「なんだか大きな魔物を飼った気分ね」

「ペットと申したか。まあ、確かに私の溢あふれ出る可か愛わいさは飼いたくなるという気持ちになるのも分からないでもないのだけれど。申し訳ないけれどヤンデレ監かん禁きんエンドはＮＧよ？」

「オル子ってあれよね、アホ可愛いわよね」

「だ、誰がアホだー！」

　可愛い顔してとんでもないこと言いますわよ、この小悪魔。

　現代社会の義務教育を終えている私は、この中世風の世界なら知識チートだってできるんだから！　そういう意味では、アホどころか智ち慧えの塊かたまりとも言えるのよ！

　醬しよう油ゆの作り方？　米の栽さい培ばい？　蚕かいこの育て方？　アー、ニホンゴ、ムズカシイデスネ。オルコ、ワカリマセン。

「私のアホさは置いといて、お師匠様のいる場所までまだかかりそう？　このままだと、明日あしたにはレベル20で進化とかいうのを迎むかえそうだけど」

「この調子だと、明日の昼には辿り着くはずよ。まさかここまで魔物に襲おそわれて、足止めをくうなんて思っていなかったけれど」

「進化すると魔物ってどうなるの？　オル子さんのイメージだと、ステータスが上がったり見た目が変わったりする感じなんだけども」

「概おおむねその通りよ。私も自分が進化するのは初めてだから、少し楽しみだわ」

「はっ！　もしや、進化することで私がとんでもない美少女に変身する可能性が……？」

「そうね、そうだといいわね」

「むふー！　きっとそうに違ちがいありませぬ！　ごめんねエルザ！　もしかしたらあなたのお師匠様に会う前に美少女になっちゃうかもしれないけれど、許して頂ちよう戴だいね！」

　そんな風にエルザとお話しして、眠ねむ気けがきたところでお開きになった。

　ささ、明日はこの洞窟の大おお詰づめだし、しっかり休んで頑張るとしましょう。おやすみなさい、ぐーぐー。










　やってきましたヴァルガン洞の最下層。

　今日も元気にシャチ乱らん舞ぶ。向かってくるヤドカリちゃんを千切っては投げ、千切っては投げ。

「スイマセン・テンインサン・ゴスロリドレス・シャチサイズアリマスカ・キャノン！」

　適当な技わざ名を叫さけびつつ、ただの体当たりを敵にドーン！

　シャチっ娘こ三千キロの衝しよう突とつに耐たえられず、また一体ヤドカリがミンチになっちゃった。

　ふ、これぞステータスの差による圧あつ倒とう的蹂じゆう躙りん、高レベルの勇者がスライミーを殺さつ戮りくするがごとし！　ボタン連打の間に戦せん闘とうが終わる恐きよう怖ふを味わうがいいわ！

　私の突とつ進しんで隊列が乱れたところに、後方からエルザの電でん撃げきぶっぱ。

　あっという間に魔ま物ものの群れ、ヤドカリ四体は消し炭に変わってしまった。うーん、このオーバーキル。魔抵が低いヤドカリにとってエルザの魔法は貫かん通つう力があり過ぎでしょう。

「お疲れ、オル子。お互たがいレベル18だもの、こうなると師し匠しように会う前に進化といきたいところよね」

「進化かあ……どんな風になるんだろ、楽しみ過ぎる！　てけてけーん！　オル子はスカイ・オルカからビショウジョ・レイジョウに進化した、とかなったりして！」

「オル子の進化は微み塵じんも予測がつかないけれど、私の進化先は分かっているわよ？　ウィッチのステージ２はハイ・ウィッチよ。里に何人かいたもの」

「ほむほむほむ、そうなのね」

　ウィッチの進化形はウィッチ → ハイ・ウィッチ → アーク・ウィッチと続くらしい。

　ウィッチの里の長老さんが第３ステージのアーク・ウィッチだそうで、それ以上は不明とのこと。ウィッチであるエルザもその道を辿たどるのは間ま違ちがいないらしい。

「里の連中を見る限り、ウィッチはステータスが上がるだけで見た目は変化しないわ。逆に魚型や獣けもの型は変化するタイプが多いかしら。オル子もそっちに分類されるかもしれないわね、肥大化したりとか」

　ちょ、おま、年とし頃ごろの女の子に肥大化とか言うんじゃないわよ！　軽く傷つくじゃない！

　でも、体がこれ以上大きくなっても仕方ないのよね。すくすく大きくなってクジラみたいなサイズになったらどうしよう。

　むしろシャチからクジラに進化とか。やだ、ちょっと進化するのが怖こわくなってきたじゃない。助けてダーウィン先生。

「うら若き乙おと女めとしては、肥大化よりも収縮の方向で進化したいところだわ。スラッとしてて、それでいて出るところは出て、引っ込むところは引っ込み、いつも殿との方がたにチヤホヤされて笑っている……そういうものに私はなりたい！」

「さ、バカなこと言ってないで進むわよ。進化の瞬間が本当に楽しみだわ」

　乙女の夢を語ったらスルーされたでござる。オル子は激げき怒どした、邪じや知ち暴ぼう虐ぎやくのエルザには少女の心が分からぬ。

　道中を進み、敵に会っては雷かみなり魔法とオル子突とつ貫かんをぶっ放してはまた進み。

　段々と行動が作業染じみてきてる気がするのは、戦闘を重ねることで、戦いのコツみたいなのがなんとなく分かってきたからかしらね。

　こう、『あ、こうすればいいんだな』ってのが戦っているうちに少しずつ分かるようになってきたのよ。

　シャチボディの使い方っていうのかな。前世で戦いのたの字も知らない、スーパー・ジャパニーズピーポーだった私の心が、どんどん戦いに研けん磨まされているっていうか。

「魔物を殺すことに慣れてきているのね……怖いわ、私の手は返り血で染まっているもの」

「オル子、あなたのそれは手じゃなくてヒレじゃない」

「お？　今、私のこと魚類って馬ば鹿かにしたよね？　ね？　この美少女が！　ふしゃー！」

「はいはい、ごめんなさいね。魔物を何匹殺したところで罪悪感なんてないでしょうに。強ければ生きるし、弱ければ死ぬ、それだけだわ。そこに価値観も何もない、私たちは『そういう』生き物なんだから」

　実際、エルザの言う通りなんですけども！　罪悪感ゼロなんですけども！

　センチメンタル・ヒロインごっこを止やめ、エルザと並んで洞どう窟くつの奥へと進む。むーん、この感じだと次のレベルは百ヤドカリくらいかしら。

　いい加減太陽の光も恋しいし、洞窟は土つち埃ぼこりっぽいし、さっさと終わらせてしまいましょう。リンゴや干し肉も飽あきたし、もっと美味おいしいものが食べたいわ。

「エルザ、エルザ。お師匠様って人から何か美味しい食べ物分けてもらえたりしないかしら？　オル子さん、リンゴや干し肉以外の物も食べてみたいですぞ」

「倉庫に色々あるわよ。なんだったら師匠を襲って食べ物を強ごう奪だつしてみる？」

「何その世紀末的発想！　私は穏おん健けん派なの、非暴力非服従、汝なんじの隣りん人じんを溺でき愛あいする精神なのよ。暴力はいけないわ、エルザ。淑しゆく女じよたるもの、常に心こころ穏おだやかに……あ！　ヤドカリ発見！　死ねえ！　シャッチ・ポッチ・バズーカどーん！」

　前方に二体ヤドカリがいたので、加速した体当たりで撃げき破は。

　ふ、力Ａは伊達だてではないのよ。私は開幕に大技をぶっ放し、そのアドバンテージを死守する戦法をこよなく愛する女。

　ぐるんとブーメランのように宙返りしてエルザの横に戻る。

「お待たせ、お待たせ。ええと、何の話をしてたっけ？」

「暴力と屈くつ服ぷくと制圧についてじゃない？」

「あれ、そんな物ぶつ騒そうな話だったかしら……？」

　エルザと雑談に興じながら、通路を進んでいると、先に広間を発見。

　む、ちょっと今までと雰ふん囲い気きが違うわね。この辺の通路はむき出しの土や岩なのに、広間は床ゆかや壁かべが綺き麗れいに造られたものになってるじゃない。

「この場所より先は遺い跡せきとなっていたの。古き時代の魔物が作り上げた拠きよ点てん、それを師匠が好き勝手改造して利用しているって訳」

「ほええ。それじゃ、この奥にお師匠さんって人がいるのね？」

「ええ、そうよ。奥に扉とびらが見えるでしょう？　あの奥でひたすら怪あやしい研究に没ぼつ頭とうしているわよ」

「マッドサイエンティストってやつですかな。むふー！　どうやら師匠さんは私と同じで頭脳派のようね！」

「寝ね言ごとは寝てから言いなさいな。さ、馬鹿なこと言ってないでさっさといくわよ」

「ああん、待ってえ！　塩対応されるとオル子さん泣いちゃう！　ちゃんと構ってえ！」

　ぴょこぴょこ飛び跳はねて、先に行くエルザを必死に追いかける私。シャチは寂さびしいと死んじゃうんですよ！　もっと愛を以もつて接するのが……ぬ!?　い、いかーん！

　扉の前に辿り着き、その扉をエルザが開けようとした刹せつ那な──私は全速力で飛び跳ね、エルザを口に咥くわえた。

「きゃあっ!?　ちょっとオル子、いったい何──」

「ふぐー！」

　エルザの文句を耳にするより早く床を尻しつ尾ぽで叩たたき付け、その反動で後方へ大ジャンプ。

　次の瞬しゆん間かん、エルザのいた場所に天てん井じようから激しい音を立てて落下してくる巨きよ大だい生物。危ないいい！　もう少しでエルザがペチャンコになるところだったわ！

　大きく距きよ離りを取り、部屋の中央まで下がったところで、私はエルザを口から離はなして敵を睨にらみつける。エルザも敵を視界に入れ、杖つえを構えた。

　私たちの視界の先、扉を守護するように現れたのは、明らかに常じよう軌きを逸いつしたサイズになった両生生物──イリエワニ。

　鋭するどい瞳ひとみ、むき出しの牙きば、極ごく太ぶとの尻尾。私の体格にも引けを取らない巨体を這はわせ、敵は私たちを威い嚇かくしているわ。

　こいつ、こんな巨体の癖くせに天井に張り付いてた！　異世界のワニ、ちょっと規格外過ぎるでしょう!?

「オル子、例のスキルでステータスを見て。明らかに規格外、私も見たことない魔物だわ。もしかしたら、こいつは師匠が用意した魔物じゃないのかもしれない」

「え、マジで？　それじゃ、ちょっとステータス見てみ……」

　識眼ホッピングでステータスをチェックしようとした刹那、巨大ワニが動き出した。

　あ、やばい、これ。このままだとエルザまで巻き込んだ乱戦になっちゃう。

　私は大おお慌あわてで前に出る。無論、エルザを後方へ下げるまでのタゲ取りの為ためよ。

　そんな私の動きに呼応するように、エルザは通路まで下がってくれた。流石さすがエルザ、連係ばっちり、大好き。

　ワニが私を目指して一直線に襲い掛かかってくる。ほわああ！　怖い！　肉にく食しよく獣じゆうマジ怖い！　明らかに私を美味しくいただく気満々じゃないの！

　むう、だけど私の守備はＢよ！　サメですら貫つらぬけなかった乙女の柔やわ肌はだ、貫けるものなら貫いてみなさい！

　完全に足を止め、受け止めてカウンター狙ねらい。その後にエルザの電撃でぎったんぎたんにしてくれる！　さあ、来なさ……あれえ、なんか巨大ワニ、意外と動きよくない？　というか、思ったより速……

「──オル子、避よけて！」

「え、え、え？」

　私はどこぞの国民的ネズミじゃないんだから、急にそんなこと言われても！　オル子は急に、避けられない！

　巨大ワニは一気に加速し、私との距離を詰つめておりました。げげー！　ウッソでしょ!?　ワニのくせにダッシュ速っ！

　私を嚙かみ砕くだこうとした攻こう撃げきを必死に跳ねて避けたものの、追撃とばかりに繰くり出された極太の尻尾アタックが私のお腹なかを叩きあげるように直撃。

「ぬわあああああああああああああああ！　へぶちんっ！」

「オル子っ！」

　尻尾が突つき刺ささり、私は見事に宙を舞まい、天井までぶっ飛ばされる。これ以上ないほど間ま抜ぬけな声と共に、私は床へと落下した。

　うう、痛い……まさか私のシャチ装そう甲こうを貫くなんて。間違いない、こいつ、強い！

　ダンジョンでいうところのボスモンスターに違いないわ！　って、ぬわああ！　顔面に嚙み付かれるうう！

「『サンダー・ブラスター』！」

　追撃の嚙み付きアタックを必死に転がって避けると、エルザが雷魔法で援えん護ごしてくれた。

　ナイス援護！　私は距離を取り、素す早ばやく識眼ホッピングを発動させて相手の能力を調べる。なんとかを知り、己おのれを知れば百戦セーフティっ！






　　名前：──

　レベル：12

　　種族：マッド・クロコダイル

ステージ：４

　体量値：Ｂ　魔ま量りよう値ち：Ｆ　力：Ａ　速度：Ｅ

　　魔力：Ｆ　守備：Ａ　魔ま抵てい：Ｅ　技量：Ｆ　運：Ｅ






　　総合ランク：Ｃ






　やば、ステータス極振りってレベルじゃないわよ！

　何がやばいって、ステータスを伸のばす方向が良い方向に偏かたよって嚙み合い過ぎ！

　体量値、攻撃、守備がこれだけ突き抜ぬけてて、総合ランクがＣって、ランク詐さ欺ぎにも程ほどがあるわ！

　っと、のんびり敵のステータスに見入ってる場合じゃない。エルザの魔法が直撃したのに、敵は構わず私へ向けて動き出してる！　くのあろー！

「ボディがっ！　がら空きよ！　だっしゃあ！」

　敵の嚙み付きをジャンプで回かい避ひし、そのままワニの背中にオルカ・ダイブ！　全力で体重をかけたんだけど、奴やつにはちっとも効きいちゃいない。

　ぬう、なんて堅けん牢ろう強固。これだからステ極振りの奴は！　だったら！

「エルザァァァァ！　魔法プリーズ！」

「言われなくても！　『サンダー・ブラスター』！」

　私の叫さけび声に呼応するように、エルザの電でん撃げきが在り得ない変化を見せて巨大ワニに注ぐ。

　リフレクタ・プリーズムって凄すごいわねえ……おわあ！　電撃くらいながら尻しつ尾ぽ振り回してきた！　あががががが！　帯電してる、尻尾が帯電してるから！　痺しびれる、痺れる！

「やるわね……頑がん丈じようさには自信があるってことかしら」

「ねえ、エルザさん!?　ワニの尻尾、めちゃくちゃ電気を纏まとってるんだけど！　私に電撃テイルがお見み舞まいされてるんだけど！　魚に電気は効果抜ばつ群ぐん過ぎなんだけど！」

「私の魔法を武器として利用しているの……？　ダメージと引き換かえに、攻撃力を向上させているのかしら。興味深いわね」

「お願い、エルザ、少しでいいから私の身の安全に興味を持って！　ほぎゃー！」

　帯電したワニの突とつ進しんが私の背中を直撃。

　ぐぬぬ、嚙み付かれるのだけは避けようと、必死に回避をしてるんだけど、それ以外の攻撃をもらっちゃうわね。しかも痛いし……ぬう、どうしよう。

「ヤドカリと違って、極きよく端たんに堅かたいから私の通常攻撃があんまり通らないのよね……」

　ダメージが通るとすれば、私の必殺自じ爆ばく奥義こと『ブリーチング・クラッシュ』だけど、洞窟内だから使うに使えない。

　あれ、かなり高く空を飛ぶから、天井にぶち当たるのよね……なんて使えないの、ここがゲームの世界だったら洞窟だろうと城内だろうとドラゴン・ジャンプできるのに！

　となると、やはりここはエルザ任せでいきましょう。

　遠えん距きよ離りから魔法でチクチク削けずって、私はメイン盾たてとしてワニを押し返し続けてエルザに近寄らせない。隙すきあらばヘッドバッドで攻撃、これしかないわ！

　エルザも分かっているらしく、私とワニの直線状に位置取りして魔法を撃うってくれている。帯電テイルアタックは痛いけど、シャチの動きと装甲があれば！

「見なさい！　これが超ちよう接近戦での高速戦せん闘とうよ！　漫まん画がを読み耽ふけってその真ま似ねをしようとして、妹にこれでもかと馬ば鹿かにされた私の力を見せてあげる！」

「ガァァァァ！」

　体当たりをしては攻撃を避け、時に押し返してエルザとの距離を取らせる。あの開幕にみせた急加速嚙み付きだけはエルザに向かわせちゃいけないわ。

　敵も流石に馬鹿じゃないらしく、魔法を降り注ぐエルザが厄やつ介かいだと気付いたのか、必死にあの娘このところへ行こうとするけれど、そうはさせるものですか。

　いかせはせん、いかせはせんぞおお！　シャチ三千キロの体重は伊達だてじゃないわ！

「タゲ取り！　タゲ取り！　タゲ取りいいい！　これが私のタゲ取り物語！　はっ、実は私は月からやってきたお姫ひめ様、月姫だった可能性が……？」

「オル子、飛んで！　『サンダー・ブラスター』！」

「ふひゃあ！」

　エルザの指示通り、その場で宙返り。

　すると、私のいた位置を通過するように、『サンダー・ブラスター』が巨大ワニに突き刺さった。わお、『サンダー・ブラスター』の収束型、ごいすー。

　これまでの魔法を全すべて『リフレクタ・プリーズム』で反射させていたから、魔法攻こう撃げき＝プリーズム経由って覚えていたんでしょうね。意表をついた、まさに思考の外からの一撃だわ。

　エルザの工く夫ふうを凝こらした魔法がワニの体を貫いたんだけど……倒たおれない。

　いや、あれくらっても死なないって何このモンスター。どうやったら死ぬのよこいつ……エルザも同意見なのか、眉まゆを顰ひそめながら文句を言ってる。

「いったい何発撃ち込んだと思ってるのよ……これで倒れないなんて、ちょっと自信なくすわね」

「エルザ、何かいい方法ないの!?　ワニの弱点とか、簡単に人間になる方法とか、素す敵てきな彼氏の作り方とか、そういうの……むぎゅう!?」

「オル子!?」

　つ、捕つかまったああああ！　エルザとの会話に意識とられて油断したっ。

　ワニが私の横っ腹に嚙み付いたかと思うと、宙に浮ういてその場で大回転を始めた。え、何この奥義!?　ぎゃああああ！　目が、目が回るううう！

　もしかしてあれなの!?　これがワニの必殺技わざと名高いデスロールなの!?

　密着してるから、エルザも魔法攻撃で私を救出することができない。魔法使うと私に当たっちゃう……ひぎいい！　痛いいいい！　目が、目がああああ！

「くっ、どうすれば……オル子に喰くいついているから、魔法の撃ちようが……」

「あばばばばば……」

　いかん、いかんですよ、意識が段々薄うすれてきた。痛いし景色は気持ち悪いしヤバい。力が強すぎて、どうやっても逃にげ出せない。あ、詰んだ、これ。

　まさか、こんなところで私の第二の人生が終わるなんて……人じゃないんだけど、シャチなんだけど……シャチがワニに食われて死ぬなんて、世界初じゃないかしら……

　もし、このまま死んだとして、天使に会えるのかしら。会えた時は、全力でクレームをつけよう。今度こそ美少女にしてもらおう。エルザに負けないくらいの美少女になろう。

　そんなことを考えながら抵てい抗こうを諦あきらめかけていたとき、エルザから指示が飛んできた。

「オル子！　飛びなさい！　『ブリーチング・クラッシュ』を発動させなさい！」

「ほえ……いや、エルザ、あれ、洞どう窟くつじゃ使えな……」

「いいから早く！」

「ひゃい！　『ブリーチング・クラッシュ』！」

　切せつ羽ぱ詰つまったエルザの声に押され、私は思考停止して『ブリーチング・クラッシュ』を発動させた。

　その瞬しゆん間かん、私は超ちよう高こう速そくで空を飛びあがり、当たり前だけどそのまま天てん井じように突き刺さった。ただ、突き刺さったのは私じゃなくて。

「グアアア……」

「……わお！」

　そう、突き刺さったのは私じゃなくて、私にガッチリ喰いついていたワニだった。

　デスロール中のワニは、見事に私と天井とのサンドイッチになったらしく、体の中央からゴキリと変な方向に折れ曲がって床ゆかに転がってた。何この前衛的芸術。

　必死にもがいているけれど、背骨がへし折れちゃったのか、上手うまく動けないみたい。

　あれ、これってもしかして大チャンスなんじゃ……私はエルザとアイ・コンタクトを交かわし、頷うなずきあった。そして──

「『サンダー・ブラスター』！　『サンダー・ブラスター』！　『サンダー・ブラスター』！」

「うおおおお！　ドリブル！　テリブル！　ミゼラブル！　目指せ全国制せい覇は！」

　床に転がるワニ目がけ、これでもかとレッツお仕置きタイム。

　エルザは遠くから『サンダー・ブラスター』連発、私はワニの背中にひたすらジャンプ。

　敵が動けないのをいいことに、そりゃあもう、無む慈じ悲ひに撃ちまくったわ。三分後、そこには微み塵じんも動かなくなったワニだったものの残ざん骸がいが！

「やっと戦闘不能になったみたい。天井に挟はさまれたときに負傷してくれて助かったわね」

「全くよ！　こんなスタミナお化けと消しよう耗もう戦せんなんて考えるだけで恐おそろしいわ！」

「ちなみにこの魔物のステージとランクは幾いくらだったの？」

「ステージ４でランクはＣちょうど」

「やっぱり高ステージ高ランクなのね……いくら[image: －Ｂ]ランクとはいえ、ステージ１でひっくり返すんだから、オル子って本当に規格外過ぎだわ」

　いや、私だけじゃなくてエルザも大たい概がいだと思うんだけど。エルザも酷ひどいレベルのランク詐欺よね。この強さで総合ランク[image: ＋Ｅ]って絶対噓うそだわ。

「まあ、何より勝てたことを喜ぶべし！　そろそろくるわよ、きっとくるわよ！」

「くるって、何が……ああ、レベルアップね」

　ワクワクしていると、脳内にファンファーレが鳴り響ひびく。やっぱりきたー！　当然ね！　あれだけ格上の敵を倒したんだもの！　上がらない方がおかしいわ！

　こい、一気にレベル20こい！　進化条件を満たしてくださいな！

『レベルが18から20に上がりました。条件を満たしたので、ステージ２に進化可能です。進化先はセイント・オルカになります』

　セイント・オルカとな。ふむう、どう考えても、人型じゃなくてシャチの進化って感じね……残念。

　まあいいわ、人化の方法はエルザのお師し匠しよう様に聞けばいいもんね。心の広い私は進化で人になれないくらい許しちゃうよ！

「私はレベル20になって進化条件満たしたわよ！　エルザはどうだった……ぬ？」

　エルザの方を見ると、何やら難しい顔をしてる。眉を寄せて考え込んでいる。何事？　私の視線に気づいたのか、エルザは考え込んでいる理由について話してくれた。

「私もレベル20になったわ」

「そうなんだ。じゃあ進化できるのよね？　何か悩なやんでいるみたいだけど」

「……進化先が、二つあるのよ」

　二つとな？　え、そんなことあるの？　進化先って一本道じゃないんだ。

　エルザが言うには、一つは予想通りハイ・ウィッチらしいわ。ウィッチ族のステージ２は誰だれでも例外なくこれになるとのこと。

　つまるところ、もう一つの進化先は常識外、エクストラ・クラスとも言えるらしい。

「なるほどねえ。もしかしたらエルザ、特別なウィッチなのかもしれないわね。むむ！　美少女で特別キャラだなんて、物語のヒロインっぽくない？　お願いします、結ばれるであろう王子様の親友ポジションキャラを私に紹しよう介かいしてください！」

「特別なのは私じゃなくてオル子でしょ。進化先が増えたのって、絶対オル子が原因だもの」

「んま、失礼しちゃうわ。何でもかんでも私のせいにするってどうかと思うの。進化先なんて私、干かん渉しようできないもん！　今回の件に関しては、私は絶対に無関係だって断言しちゃう！」

「進化先の名めい称しようがオルカ・ウィッチなうえに、『スキル「オルカ・ポッド」の効果により新たな進化先が開かれました』ってメッセージが出たんだけど」

　私はその場で全力土下座した。尾おびれを折ってこれでもかと頭を下げた。

　これ、どう考えてもめっちゃ私のせいですやん……なんというオルカの罠わな。いいえ、この場合、天使の罠なのかしら。

　いけない、このままでは世界中にオルカ・ウイルス、Ｏ‐ウイルスが感かん染せん拡大しちゃう！　人類全てがシャチになる前に誰かマグナムやロケランを用意して！

　さてさて、二人ともレベル20になったから、進化できるわけだけど……困ったちゃん。

　私の進化先は一つ、セイント・オルカだけだからいいとして、問題はエルザの進化先。

　正統な進化先であるハイ・ウィッチか、どう考えても私のせいで派生したエクストラ・クラスのオルカ・ウィッチか。

「まあ、迷う必要なんてないわね。オルカ・ウィッチにするわ」

「えええ……なんでよりによってそっちに。こんなんになったらどうするの？」

　自分の巨きよ体たいをペチペチとヒレで叩たたいて悲しみをアピールしつつ、考え直すように説得。

　せっかくの美少女ボディなのに、それを捨てるなんてとんでもない！

　人間は安全を求める生き物なの。選ぶなら進化先の内容がハッキリと分かっているハイ・ウィッチ一択たくだと思うの。石橋は叩き割る勢いでぶん殴なぐって渡わたるべきなのよ。

「オルカ・ウィッチなんて未知の進化先があるのに、選ばない手はないわ。私は歴史上で初の特とく殊しゆなウィッチ個体になれるかもしれないのよ？　それって凄すごく面おも白しろくてワクワクすると思わない？」

「そうかなあ……まあ、エルザの決断を尊重するけれど。でも先に言っておくわ！　もし私みたいなシャチになったとしても、文句や苦情は受け付けないからね！」

「言わないわよ。本当、あなたに出会ってから、私の世界はどんどん変わっていくわね。何もかもがめちゃくちゃで、今が楽しくて仕方ないわ」

　それならいいんだけど。

　もし不幸にもエルザがシャチになったりしたら……うん、二人で頑がん張ばって人化を目指す旅に飛び立ちましょう。

　これはもう仲間を集めて鯱しやち空くう団だんを結成して、空の果てを目指すしか！　オル子団長と呼んでね！　空は未いまだに飛べませんけども！

「それじゃ、進化といきましょう。進化、進化しろ～」

　方法が分からないので、とりあえず念じてみる……おおお、体がなんか光り始めたわ！

　淡あわい黄色の光が私とエルザの体を包みこみ、むうううん！　体が熱くなってきた！　びゅううーん！　オル子進化ー！

『おめでとうございます。オル子はスカイ・オルカからセイント・オルカに進化しました。新スキル「レプン・カムイ」を習得しました』

　脳内メッセージと間ま抜ぬけなファンファーレきたー！　……大きさは何も変わってないみたい。

　ふむう、細かなところは確かく認にんできないから、どう変わったのか全然分からないわね。

　あとでエルザに見てもらわないと。その前にステータスチェック！






　　名前：オル子

　レベル：１

　　種族：セイント・オルカ（進化条件　レベル20）

ステージ：２

　スキル：オルカ・ポッド（常時発動。パーティにシャチの加護）

　　　　　ブリーチング・クラッシュ（上空からの強きよう烈れつな一いち撃げき）

　　　　　識眼ホッピング（対象の分ぶん析せき、解析）

　　　　　レプン・カムイ（敵一体のターゲットを自分に集中。その間、守備上じよう昇しよう）

　体量値：Ａ（Ｂ→Ａ）　魔ま量りよう値ち：Ｄ　力：Ｓ（Ａ→Ｓ）　速度：Ｂ

　　魔力：Ｃ（Ｄ→Ｃ）　守備：Ａ（Ｂ→Ａ）　魔ま抵てい：Ｃ　技量：Ｅ　運：Ｅ






　　総合ランク：[image: ＋Ｂ]（[image: －Ｂ]→[image: ＋Ｂ]）






　おおお、何か色々上がってるじゃないの！　ランクも二つ上がって[image: ＋Ｂ]になってる！

　力なんかＡを超こえてＳに到とう達たつしてる。なんというパワー馬ば鹿か。レベルを上げて物理で殴れに邁まい進しんしちゃってるわ。

　そして、新しいスキルが一つ。『レプン・カムイ』。効果は敵のタゲ取りと守備上昇。

　これはかなり便利な技わざなんじゃないかしら。私の無む駄だに頑がん丈じようなシャチ装そう甲こうと、エルザの固定砲ほう台だいの組み合わせ的にも良い感じじゃない。

　問題は私がボコボコに殴られることだけど……もう慣れたもん。メイン盾たてオル子！　よし、早さつ速そくエルザに自じ慢まんしなきゃ。

　私はエルザへ視線を向けると、そこには大きくドレスアップしたエルザの姿が。

　桃もも色いろの長ちよう髪はつと吊つり目気味の瞳ひとみを備えた美少女、そこは何も変わらないんだけど、服装が大きく変化してしまっているみたい。

　水着風……というか、完全に水着のセクシー衣装に加え、帽ぼう子しが増えてる。

　トンガリハット、白と黒のシャチ模様なノスタルジック・マジシャン帽子が彼女の頭上に鎮ちん座ざしているわね。

　そして、エルザの持つ杖つえ。これが大きく変化しちゃっているわ。

　杖というか、あの、スナイパーライフルじゃない、これ？　銀色に輝かがやく杖下部は筒つつ状じように伸のびていて、上部にはトリガーらしきものがあるし。

　グリップエンドには球状のシャチ人形が飾かざられていて、何ともコミカル。

　逆さ向きに持っているから、杖っぽくもあるんだけど……これ、確実にライフル銃じゆうよね？　杖じよう銃じゆうとでも言うのかしら。

　今まで通りの持ち方で使うと杖、逆さに使うと銃。不思議アイテムねえ。

　エルザは呆ほうけたような表情を浮うかべながら、ぽつりと言葉を紡つむぐ。

「これが、オルカ・ウィッチの力なの……なんて、出で鱈たら目め」

「え、で、出鱈目なの!?　そんな非常識な進化しちゃったの!?」

　やっぱりシャチって最低だわ。幻げん滅めつしました、これからはイルカのファンになります。

　いや、そんな冗じよう談だんを言っている場合ではないわ。もしや、この進化のせいで何か体に不具合でもあったんじゃ……心配する私に、エルザは安心させるように首を振ふって笑う。

「体は何ともないわよ。ただ、あまりの凄さに驚おどろいただけ」

「驚いたって、何に？」

「ステータスよ。私のステータス、識眼ホッピングで確認してみて頂ちよう戴だい」

　エルザに言われるがまま、私は識眼ホッピングでエルザの能力を視みてみる。






　　名前：エルザ

　レベル：１

　　種族：オルカ・ウィッチ

ステージ：２

　体量値：Ｅ（Ｆ→Ｅ）　魔量値：Ｂ（Ｃ→Ｂ）　力：Ｆ（Ｇ→Ｆ）　速度：Ｄ

　　魔力：Ａ（Ｂ→Ａ）　守備：Ｇ　魔抵：Ｂ（Ｃ→Ｂ）　技量：Ｃ（Ｄ→Ｃ）

　　　運：Ｄ（Ｅ→Ｄ）






　　総合ランク：[image: ＋Ｃ]（[image: ＋Ｅ]→[image: ＋Ｃ]）






　なんぞこれ。

　ほぼ全部のステータス伸のびているじゃない。私の進化も大概だけど、エルザはそれに輪をかけて凄過ぎでしょ。

　総合ランクなんて[image: ＋Ｅ]から一気に[image: ＋Ｃ]になっている。進化一つで六つもランクが上がるなんて……え、バグ？

「ねえ、エルザ。進化ってこんなにステータスが上昇するものなの？　あなたのステータス、ほぼ全すべて上がっているんだけど……」

「ありえないから驚いているのよ。私の知る限り、ウィッチからハイ・ウィッチへ進化するとき、上昇するステータスは二つ程度よ。ランクだって通常なら一つ上がるだけなのに……」

「さっきのワニのランクを超えちゃったわね。んま、エルザってば規格外ウィッチ！」

「間ま違ちがいなくあなたの規格外さに引っ張られた影えい響きようよ。それに新しいスキルも覚えたみたい。発動してみるわね」

　そう言いながら、エルザは杖銃をくるんと回し、狙そ撃げき銃じゆうのように持ち直す。

　トリガーに指をかけて、発はつ砲ぽう。ドヒュンと音がしたかと思うと、壁かべに放たれた魔ま弾だんが突つき刺ささる。おお、女スナイパー、格好いい！

「というか、よく銃の使い方なんて分かったわね。この異世界って銃があるような文明には見えないんだけど」

「スキルを思い浮かべると、使い方が頭の中に浮かんできたのよ。これ、銃って言うんだ。魔力を投石に変へん換かんして打ち出す物理攻こう撃げき、それも魔量値を消費しない無制限……面白いわね。あなたにもらったこのスキル、大切に使わせてもらうわ」

「いや、私が自発的に与あたえた訳でもないんだけどね」

「それで、オル子の方はどうだったの？　セイント・オルカだったかしら。見た目は背中に小さな羽が生えたくらいしか変わってないみたいだけど」

「なぬ!?」

　なんと、エルザが言うには、私の背中には羽があるらしい。それもミニチュアサイズのちんまいのが。

　小さすぎて私には羽が生えているという実感がないんだけど……まあ、セイント・オルカだからね。聖なるシャチだから、羽くらい生えてもおかしくないわね。

　私は調べたステータスをエルザに伝えてみる。

　説明を聞き終えたエルザは、溜ため息いき一つ。なんでじゃい！　人の顔見て溜息つくとか親おや御ごさんの教育はどうなっているんですか、ふんがー！

「あなた、本当にむちゃくちゃ過ぎるわよ。ステージ２で[image: ＋Ｂ]なんて、オル子はいったい何を目指しているのよ」

「人になって、愛する殿との方がたのお嫁よめさんを目指す所存です。きりっ！」

「力Ｓって、オル子はもうどんな巨大生物とも正面から殴り合いできるんじゃないの？」

「しないから！　死んじゃうから！　だいたい、エルザも人のこと言えないと思うのよ。エルザだってステージ２でランク[image: ＋Ｃ]まで駆かけ上がったわけだし」

「そうね、オル子のせいで私も非常識に足を踏ふみ入れてしまったのよね。こうなったら、ちゃんとオル子には責任を取ってもらわないと」

[image: ]

　やだ、美少女が責任取ってだなんて、なんかえっち。

　私も美少女になれたなら、将来できるであろう彼氏に是ぜ非ひとも言ってみよう、そうしよう。

　私もエルザもステージ２になったし、無事目標達成。

　こんな土つち埃ぼこりっぽいジメジメした場所ともようやくおさらばだわ。太陽光がないと人は生きていけない、強く実感させてもらった気がするわ。日光浴日光浴。

「何を帰ろうとしているの。あなたは師し匠しように会いにきたんでしょう？　人化する方法を教えてもらうんじゃなかったの？」

「そうだった！　進化した達成感のあまり、完全に頭から抜ぬけ落ちてたわ！　あくまで私の目的は人化ですぞ！」

　エルザの後ろをぴょこぴょこ跳はねてついていく。

　人化の情報、知ってるといいなあ。もし美少女になったら、何をしよう？　貴族に生まれなかったけど、平民から学園に入学してって王道パターンもありよね？

　身分違ちがいの王子様と育はぐくまれる禁断の愛……駄だ目めよカイン、私は平民であなたは王子様……むふー！　夢が広がるわー！　ラ・ヴィ・アン・ローズ！

「ほら、気持ち悪い笑えみ浮かべてないで行くわよ」

「き、気持ち悪いとか言うなー！　乙おと女めの微ほほ笑えみをなんだと思ってるの！」

　抗こう議ぎする私をスルーして、エルザが奥の扉とびらを開いていった。

「さてさて、エルザさんのお師匠様はっと……げげ、何この汚お部べ屋や！」

　私たちが足を踏み入れた室内は、紙やら本やら何やらが床ゆか中にばらまかれていて、汚部屋以外の何物でもなかった。

　壁にぎっしりと本ほん棚だなが並び立ち、室内の中央には長机の上に実験道具みたいなのがこれでもかと並べられている。ああ、もう、ここもぐちゃぐちゃ……あああ、駄目、私こういうの駄目なのよ。ぐちゃぐちゃ過ぎる部屋は我が慢まんならぬう！

　そして、床に散らかった紙きれやら本やらの上に、ちょこんと腰こしを下ろしている女の子発見。

　銀の髪かみを肩かたまで伸ばし、紅くれないの瞳ひとみ、そして頭部からにょきんと小さく伸びる二本の角が特とく徴ちよう的な小さな美幼女ちゃん。パッと見で小学校入学くらいの歳としかしら。

　白を基調としたドレスっぽい服を身に纏まとい、幼女ちゃんは床に腰を下ろしたまま、私をじっと見上げている。やだ、お持ち帰りしたいくらい可か愛わいいんですけど！

　というか、部屋にいるってことは、まさかこの子がエルザのお師匠様!?　こんなちっちゃくてぷりちーなのに偉えらくて凄すごかったりするの!?　むむむ、魔物は見た目によらないものね。

　ここで子ども扱あつかいなんかして、師匠さんの機き嫌げんを損そこねて人化の方法を教えてもらえなくなったりしてはたまりませぬ！　頭の良いオル子さんはそんなアホな失敗しませんぞ！

　床にべたりと張り付き、三つ指を突くようにヒレを重ね合わせて淑しゆく女じよのご挨あい拶さつ！

「はじめまして、エルザのお師匠様。私の名前はオル子と申しま……はうっ!?」

　挨拶をしていると、お師匠様が突とつ如じよ立ち上がり、私の顔面にがしりと抱だき付いてきた。

　ぬおおお！　何事!?　って、ひいい、今度はペチペチと顔を手で叩たたきだした！　頰ほおずりまで!?　エルザの師匠、荒あらぶりすぎでしょ!?

「お、落ちついてお師匠様！　まずはお話を、対話による平和的交こう渉しようを……ぬわああ！　全然話を聞いてくれぬう！」

　いつの間にかお師匠様が私の頭の上までよじ登ってる。

　お師匠様、私はアスレチック遊具じゃないのよ!?　確かに海やプールでよく見る人形とかに見えるかもしれないけれど！

　ぐぬう、こうなったらエルザにお願いしてお師匠様と話してもらうしかないわ。私はヒレを振ふり振りしてエルザにバトンタッチ。

「エルザさん、エルザさん。あなたのお師匠様、私の話を全然聞いてくれませぬぞ」

「はあ……オル子、言っておくけれど、その子は私の師匠じゃないわよ」

「え、違うの？　じゃあこの子って誰だれ？」

「知らないわよ。私がお使いを頼たのまれてここから出たときにはいなかったもの。多分、師匠が連れてきたと思うんだけど……」

　そこまでエルザが口にしたとき、部屋の奥から足音が聞こえてきた。

　どうやらまだ奥に通路があったらしく、そこから一人の女性が姿を現したわ。

「ほう？　エルザが戻もどっただけにしては随ずい分ぶんと騒さわがしいと思えば、何やら珍ちん妙みような生物がいるな？　何だこのナマモノは」

　燃えるように真っ赤な髪を片側で束ね、切れ長の瞳をした気だるげな白衣美女さんが部屋にある椅い子すに腰を下ろしながら私を見つめてくる。

　ぬう、なんて男にモテそうなオーラを発してるの！　おっぱいも凄いし、溢あふれ出る色いろ香かがとんでもないわね。汚部屋のせいで全部台無しだけど。

　しかし、できる女のオーラが半はん端ぱないわ！　間違いなくこの人がエルザのお師匠様ね！

　幼女ちゃんを頭に乗せたまま、私は挨拶を試みる。第一印象って大事だからね！

「はじめまして、エルザのお師匠様！　私の名はオル子と申しまふ！」

「オル子か。私の名はリナだ。既すでに知っているようだが、そこの家いえ出で娘むすめの面めん倒どうを見ている」

「誰が家出娘よ。ちょっとお使いに出てみれば、部屋は好き放題散らかすわ、小さな子どもがいるわ……それで、この子は何？　どこから連れてきたのよ？」

「友人だった奴やつの忘れ形見だ。名前はミュラという。言葉は話せないが、よろしくしてやってくれ」

　ほむ、お師匠様はリナ、そして私の頭の上の女の子はミュラというのね。

　ぴょんこぴょんこと飛び跳ねると、ミュラはご満まん悦えつといった表情を浮うかべてる。こんな小さいのに、お父さんもお母さんも亡なくなっちゃったのね。

　ショックで声もでないなんて……むおおお！　私が沢たく山さん遊んであげるからね！　オル子さんの愛を存分に受け取りあそばせ！　よーしよしよしよし！

　ミュラを頭に乗せたまま、スパイホップのポーズで高い高い！　天てん井じようにも届こうかという高さに、ミュラったら大興奮！　おほほほほ！　子どもはそうでなくちゃいけないわ！

　上じよう機き嫌げんなミュラと一いつ緒しよに部屋中で遊びまわる私に、リナは笑いながら言葉を紡つむぐ。

「ミュラがあんなにも感情を発はつ露ろさせるのは初めて見るかもしれんな。随分と頭の緩ゆるい珍妙な魔ま物ものだが、どこであれを拾ってきたんだ？」

「クユルの森よ。師匠に訊ききたいことがあるみたいだから、連れてきてあげたの」

「ふむ、興が乗った。事情を詳くわしく話してもらおうか。お前の大きく変わった姿や、見み違ちがえるほど強くなったことへの説明も含ふくめてな」

　興きよう味み津しん々しんなリナに、私とエルザは二人でこれまでのことを説明する。私はミュラと遊びながらだけどね！

　私がこことは別世界で死んだこと。天使なる存在に、美少女に生まれ変わらせてくださいとお願いしたら、シャチさんになってしまっていたこと。

　それでも人になって大だい恋れん愛あいをする夢を諦あきらめきれず、人化の方法を探していること。

　エルザに出会い、師匠であるリナならその方法を知っているかもしれないということで、魔物を倒たおしまくりながらここまでやってきたということ。

　全てを話し終えると、美人さんが呼吸困難なんじゃないのってくらい大笑いしてた。なんでよ。現在、大絶賛ぷるぷる震ふるえ中。マナーモードかなにか？

　あの、笑い話じゃないよね？　不幸な女の子が体を魔物に変えられてしまい、それでも健けな気げに人間に戻って恋こいをしようと奮ふん闘とうする……そう、これは言うなれば愛と勇気の物語よね？　そこには微み塵じんも笑う要素なんてないわよね？　解げせぬ。

　というかね、笑い過ぎでしょ？　こちとら真しん剣けんなのよ？　美少女になりたいと、恋がしたいとシャチが願って何が悪い！　何がおかしい！　シャチをバカにするなー！

「だ、大体の事情は把は握あくした。それにしても、ククッ、人から転生した先が『それ』で、当人は人になって恋愛がしたいとのたまう。オル子といったか、お前、面おも白しろすぎるだろう！」

「面白くないわよ！　あなたには気づけばシャチになってしまった私の気持ちが分かるっていうの!?　ちょっと美人でおっぱいでかくて男の子にモテそうだからっていい気になってんじゃないわよ！　彼女のいない素す敵てきな男の子の友人がいたら紹しよう介かいしてください！　よろしくお願いします！」

「オル子、ヘコヘコ頭を下げないで。師匠がまた笑い死にしかけてるから」

　だって、妖よう艶えんな美女ってイケメンフレンド多そうなんだもん……私にもちょっとくらい幸せのおすそ分けがあってもいいじゃない。

　散々笑い抜いたのち、美人さんは大きく息を吐はく。

「お前は本当に馬ば鹿かだな、オル子。ああ、実に馬鹿だ、突つき抜けるほどの大馬鹿だ」

「ちょっと、人のことバカバカ言わないでくれる!?　エルザ、私バカじゃないよね？」

「安心しなさいオル子。あなたは胸を張っていいわ、世界レベルのアホよ」

　親友から華か麗れいに梯はし子ごを外されたでござる。あんまりだ。

　頭の上にミュラを乗せたまま、うおんうおんと咽むせび泣いて跳ねまわっていると、リナがニカッと男前な笑みを浮かべて口を開く。

「良いじゃないか。私は馬鹿が大好きだぞ。馬鹿は偉い大だいだ。馬鹿は常人には思いもつかない、とんでもないことを平然とやってのける力がある。私は馬鹿を心から愛する。何をしでかすか分からない、だからこそお前たちのような馬鹿は面白い」

「それには同意するわ。オル子、よかったわね。たくさん褒ほめられているわよ」

「褒めてないわよね？　持ち上げてるように言ってるけど、結局私はバカってことよね？　というかバカバカ言われ過ぎてそろそろゲシュタルト崩ほう壊かいしそうなんですけど」

「そう、アディムもお前によく似た馬鹿だったよ。奴もまた気持ちいいくらいに突き抜けた馬鹿でな、やることなすこと全すべてがむちゃくちゃであり、だからこそ奴の生しよう涯がいは輝かがやいていた。あいつだからこそ、私も従ってやろうと思えた」

「アディムって誰？　リナの元カレ？　……ふぎゃあ！」

　リナの雷らい鳴めいのような拳げん骨こつが私の頭に突き刺ささった。

　ふがー！　痛いいいい！　守備Ａの進化シャチボディがあっけなく貫つらぬかれてるううう！

　ぷるぷると悶もだえる私を他所よそに、エルザがやれやれと溜ため息いきをつきながら説明してくれた。

「アディムは前魔王の名前よ。少し前に亡くなったけれど」

「うぐぐ、頭痛いいい……魔王って何？　この世界には魔王なんて物ぶつ騒そうなものが存在するの？　魔物を引き連れて人間の国に攻せめ入ったりするの？　誇ほこり高き悪役なの？」

「そんな大層なものじゃないさ。魔物の中で最も強き者の称しよう号ごう、証明とでも思ってくれていればいい」

「ほむほむ。その亡くなった魔王さんとリナは知り合いだったの？」

　私の言葉に、リナは唇くちびるを吊つり上げて妖艶に笑った。

　んまっ、これは悪女だわ！　男を手玉に取る悪女のオーラがするわ！

「その通りだ。私はかつて魔王の右みぎ腕うでと呼ばれ、アディムに付き従った者さ。もっとも、奴の亡き今、一線から退いて隠いん居きよした一悪魔に過ぎんがね」

「ほええ、つまりリナは魔王の副官だったのね。世界最強の副官ってことは、もしかしなくてもリナって強い？」

「さてな。知りたければ確かめても構わんぞ？　お前には他人のステータスを覗のぞき見るなどという反則染じみたスキルがあるのだろう？」

　リナから許可がでたので、興味半分で覗いてみたり。どれどれ。






　　名前：リナ

　レベル：15

　　種族：アポカリプス・デモン

ステージ：９

　体量値：Ａ　魔量値：[image: ＋Ｓ]　力：Ｄ　速度：Ａ
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　　総合ランク：[image: ＋Ｓ]






「オル子、一応訊くけれど、寝ね転ころんで真っ白なお腹なかを見せて何がしたいの？」

　獣けもの方式で全面降こう伏ふく、服従の意を示しております。もきゅーん。もきゅきゅーん。

　はっ、あまりの強者っぷりにチキン主義を貫いてしまったわ。何この化け物ステータス。

　ランク[image: ＋Ｓ]って何？　何でＳ超こえちゃってるの？　バグ？　これで副官なら、魔王って奴はどんなに強かったのって話よ。

「心配しなくてもお前を襲おそうつもりなどない。戦いなど面倒だからな。アディムの奴が死んだ時点で私の戦いは終わりだ」

「つまるところ、好きな人が死んだから、喪もに服してるってことよね？　やっぱり私の読み通り、あなたはアディムって人の元カノ……ふぎゅ!?」

「私をあんな馬鹿と番つがいにするな！」

　リナのサンダーパンチが私の脳天に再び直ちよく撃げき。ぎゃー！　割れる、それでも地球は割れるうう！

　うう、さっき馬鹿は好きだって言ったじゃない……コレはあまりに理り不ふ尽じん過ぎるでしょう？　痛みに震える私の頭を、ミュラはナデナデしてくれる。うう、なんて優やさしい娘こなの。

「しかし、話を聞けば聞くほどに興味が尽つきんな。異世界なる場所から転生したこともそうだが、『オルカ』という名の魔物など聞いたことがない」

「え、この世界にシャチいないの？　サメとかペンギンとかいるのに？」

「少なくとも私は見たことがないな。これでも知識に関しては、かつての魔王軍でも指折りだと自負しているんだがな。ステージ２の時点でランクが[image: ＋Ｂ]など、とんだ怪かい物ぶつではないか。現時点でこれならば、成長すればお前はどれほど強くなるのだろうな」

　ぬー、別に強さなんて興味ないしなあ。どうせ人化すれば関係ないし。

　ランクが上がれば上がるほど、男の子にモテモテになるんなら必死にレベルだって上げるんだけども。

「何よりエルザを特とく殊しゆ進化させた『オルカ・ポッド』なるスキルが素す晴ばらしい。ウィッチの進化先はハイ・ウィッチなのだが、オルカ・ウィッチという特殊な進化先を新たに生み出し、総合ランクを六段階も飛ひ躍やく的に上じよう昇しようさせた。これがどういうことか分かるか？」

「当然ながら、ちっとも分かりませぬ」

「つまり、お前と共に戦う者は誰だれもが強者となる可能性を与あたえられるということだ。この力を利用すれば、強者の集つどう最強集団をあっという間に生み出すことができる」

　ほーん。なるほどねえ。ミュラ、オル子さんのお腹を使ってトランポリンにおおはしゃぎね！　高い高ーい！　天井にぶつからない、ギリギリの神調整をみせてあげるわ！

　微塵も興味を示さない私に、エルザは溜息をつきつつリナに説明。

「そんな話をオル子にしても時間の無む駄だよ。この子、自分がどれほど規格外の存在か全然認にん識しきしていないんだもの」

「勿もつ体たいない話だな。本人がその気になれば、現在行われている『魔選』を勝ち抜ぬき、次期魔王として成り上がる可能性も素質も十分にあると思うんだがな」

「マセンって何？　魔法戦士か何か？」

「オル子、言葉の意味を考えるなら話の前後をしっかり嚙かみ砕くだきなさい。どこをどう読み取っても魔法戦士なんて関係ないでしょ」

　エルザに怒おこられました。私のなかでマセンって言ったら魔法戦士なんですよ！　マセって言ったらマーセナリーなんですよ！　仕方ないじゃん、ゲームを嗜たしなむ乙おと女めだもん！

　そんなおバカな反論をする私を放置して、リナは『魔選』について説明してくれた。魔王が死んだら、次の魔ま王おうを決めるための戦いが強制的に開かい催さいされるらしい。

　魔王が死んだ時点で、魔物の領地全てが『支配地』としてブロックに分ぶん割かつされ、そのブロックごとの一番強い奴やつが『支配者』として参加権を持つのだそう。

　ルールは簡単に言うなら『支配地』の奪うばい合い。他ほかの『支配者』を倒せば、そいつの持ってる『支配地』がまるごと自分の物になる。その『支配地』をタイムオーバーまでに多く集めた奴が勝者、次の魔王になるのだとか。

　試合終しゆう了りようの合図となるのは、空に『魔緑の月』なるものが現れた時。それがどのタイミングで現れるかはその代の『魔選』によって異なるとのこと。長くてウン百年、早い時は一年も経たたずに現れたらしい。

　……なるほどねえ。そんな物騒で面めん倒どうなことをして魔王を決めるのねえ。魔物の軍勢と軍勢のぶつかりあい、戦争ゲームみたいなものかしら。

　私はエルザにお願いして取り出してもらったリンゴをボリボリと丸かじりしながら、右から左に聞き流していた。え、だって興味ないもん。

　素す直なお過ぎる私の気持ちを読み取ったのか、リナは嬉うれしそうに問いかけてくる。

「微塵も興味がないといった顔だな。生まれたばかりでありながら、私の生み出したマッド・クロコダイルを倒すその実力、魔王を目指すには十分過ぎる素質なのだが」

「なんで私が魔王を目指す必要があるの。私がなりたいのは魔王じゃなくて人だってば。欲を言えば人間、美少女ならモンスター娘ことモン娘でも可……って、やっぱりあのワニはあなたが用意したの!?　なんて物騒な生き物を放ってくれるのよ！　危あやうく食われるところだったじゃないの！」

「我ながら凶悪な魔物ができたと自負していたんだがな。エルザとミュラ以外を襲うように命令していたんだ、お前を襲うのは至極当然のことだろう。そうでなければ番犬の意味がない」

「師匠、私も襲われたんだけど。それも真っ先に。オル子に助けてもらわなかったら、確実に殺されていたわよ」

「うん？　それはおかしいな……ああ、そうか。お前はオル子と共に洞窟の他の魔物を倒したのだろう？　その時点でお前も敵と認識されたんだろうな。何、二人で力を合わせ、無事に勝てた上に経験値を稼げたんだ。よかったじゃないか」

　そうだけど、そうだけど！　来客をぶっ殺そうとする番犬なんか放つんじゃない！

「それでは、お前は本当に『魔選』に参加する気はないのか？　お前の強さならば、適当な支配者を『狩かる』ことで参加できると思うがな」

「するわけないでしょ！　オル子さんがしたいのは結けつ婚こんであり、決けつ闘とうではありませぬ！　殺し合いよりお見合いさせろ！　さわやかな笑え顔がおがきゅんとくる好青年を所しよ望もうするう！」

「ね？　こういう子なのよ」

「クククッ、本当に面おも白しろい奴だな」

　そう、私の夢はいつだって変わらないし、終わらない。人に戻もどって、恋こいをして、再び青春の日々を謳おう歌かする！　それがこのオル子の抱いだく唯ゆい一いつ無二の大望よ！

「という訳で、リナ！　何とぞ私に人化する方法を教えてくだちい！　私は一刻も早く美少女になって、貴族令れい嬢じようとして異世界恋物語を繰くり広げねばならぬのです！　アゼルが、ヨシュアが、レクスウェルがヒロインの登場を今か今かと待ってるのよ！　私の逆ハー物語のためにも、何とぞ人化の方法をおおお！」

　リナの足元に縋すがりつき、ラビングしながらおねだりする私。そんな私の真ま似ねをしているのか、私の横にゴロゴロ寝転がるミュラ。可か愛わいい！

　私の必死なお願いが通じたのか、リナは頷うなずきながら口を開く。

「いいだろう。私の知る人化の方法をお前に教えてやろう。ただし、その情報と引き換かえに私の要求を吞のんでもらうことが条件だ」

「吞む吞む！　何でも吞みます！　足を舐なめろと言われれば舐めちゃうし、芸をしろと言うなら今すぐに！　一発芸！　シャチの、シャチによる、シャチのためのシャチホコ！」

　体をエビぞりにして、ピタッと静止ではいシャチホコ！　むふー！　決まったわ！

　華か麗れいな芸を披ひ露ろうする私を完全にスルーして、リナは話を続けていく。あれ、笑わないの？　もしかして遠えん慮りよしてる？　抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうしてくれていいのよ？

「まあ、要求というのはそんなに難しいことじゃない。お前の人化の旅に、エルザとミュラの二人を連れて行ってほしいというものだ。お前が人化するためには、ある道具が必要となるからな。それを手に入れるための旅に、この二人を同行させてもらいたい」

「エルザとミュラを？」

　私は視線を隣となりに並んで話を聞いていたエルザへと向ける。

　エルザもどうやら事前に何も聞かされていなかったようで、びっくりした表情。

　私の上に乗ってるミュラは、話に興味がないのか、私の頭をドラムのようにペチペチ叩たたいて遊んでる。ミュラ、私の頭はたっぷり中身が詰つまってるから良い音なんてしなくてよ！

　私が質問するより先に、エルザがリナに向かってその意図を確かめようとする。

「どういうことよ、師し匠しよう。私は何も聞かされていないけど」

「語るまでもないだろう？　エルザ、お前が里を飛び出して、私のもとに押しかけた理由はなんだ？　平へい凡ぼんなウィッチとして生しよう涯がいを終えることを拒こばみ、力と智ち慧えを得た特別な何かとなることを目指したのではなかったか？」

　ほむ、そうなんだ。エルザってば本当に上昇志向なのね。私は常にゴロゴロだらだらしていたい乙女ですよ。旦だん那な様！　今日の晩ばん御ご飯はんはカップラーメンよ！　召めしませ乙女の愛情インスタント料理！

「私の下もとで智慧は蓄たくわえた。そして今、お前はオル子の常識外れな力によって、通常のウィッチとは異なる変異種『オルカ・ウィッチ』となった。もし、お前がこれから先、更さらなる高みを目指すのならば、オル子から離はなれる理由などないはずだ。違ちがうか？」

　なるほど。つまり、私の意味不明なシャチパワーの恩おん恵けいを利用すれば、もっともっと強くなれるかもしれないということね。特殊進化しちゃったような特典が他にもあるかもしれないもんね。

　ただ、このリナが提示した条件は私にとって非常に助かる内容なのよね。

　右も左も分からないこの異世界で、アイテム探しの旅に出るというのはかなり危険な気がするのよ。地図もコンパスも持たない旅人、無む謀ぼうなことこの上なし！

　その点、エルザが一いつ緒しよだと世界がぐんと変わる。エルザは博識だし、『アイテム・ボックス』なんて便利魔法で食しよく糧りようも持ち運びできるし、戦せん闘とう力は言わずもがなだし。

　何より、エルザとは一緒にいて凄すごく楽しいもん。異世界に来て沢たく山さん助けてもらって、仲良くなって。今さらエルザと離れ離れになるなんて嫌いやでござる！

　という訳で、私の中でエルザとお別れなんて選せん択たく肢しはありませぬ。迷うエルザに、必死に駄だ々だこねてお願いするしかない！

「やだやだやだ！　エルザが一緒じゃないと旅に出るなんてやだやだやだ！　お願いよエルザ、私を捨てないでえ！　私の人化の夢のために力を貸してええ！　もし人になってイケメンとゴールインした暁あかつきには、旦那様の友達を紹しよう介かいしてあげるからああ！」

　ヒレでエルザの足をガッチリ固定し、顔をスリスリ。

　いいと言ってくれるまでこのヒレは決して離さんぞおお！　ターゲットに食くらいついたら離さない、シャチの狩かりゆう人どパワーを見せてやるう！

　そんな私に、エルザは息をつき、帽ぼう子しを深く被かぶり直して口を開く。

「さっきのは、一応の確認を取っただけ。心配しなくても、最初から私はオル子についていくつもりよ」

「ほ、本当に？　オル子さんを途と中ちゆうで捨てて野良シャチにしたりしない？　飼い主として責任もって面倒見てくれる？」

「誰が飼い主よ、誰が。一緒にいて強くなれるのも理由の一つだけど……なによりオル子と一緒に過ごす時間は嫌きらいじゃないわ。あなた、本当に馬ば鹿かだから放ほうっておけないし」

「わはー！　エルザがデレた！　エルザがデレた！　エルデレですよー！　むふー！　私も大好きよ、エルザ！　愛され過ぎて申し訳ねこ！　愛され過ぎて申し訳ねこ！」

　調子に乗ったら杖つえで頭を叩かれました。おごごごご……ど、動物虐ぎやく待たい反対！

　頭の上のミュラによしよしされている私に、エルザはいつもの凛りんとした表情で宣言。

「すべては自分のためよ。強くなるため、平凡なウィッチとして終わらないために、私はオル子に自分の意思で同行するの。それでいいのよね？」

「ククッ、そうだ。魔物とはどこまでも我が儘ままで、貪どん欲よくでなければな。自分の欲を満たすため、オル子を利用するといい。それができないようでは私の弟で子しとは認めんぞ」

「いいの！　私、エルザにとってただの都合の良い女の子で構わない！　いつかきっと、あなたの心の氷を私の笑顔で溶とかしてみせるから！　キリッ！」

「オル子は女の子じゃなくて雌めすでしょう？」

　またも私を魚扱あつかいしたエルザにビタンビタンと跳はねて断固抗こう議ぎ。

　女の子です！　女性はいくつになろうと、どんな姿になろうと永遠の女の子なんです！　たとえ見た目がシャチになろうとも！

　何にせよ、エルザがついてきてくれることになって何より。ほっと安心していると、まるで自己主張するように頭の上のミュラがベチベチと私を叩いてきた。

　あ、そうだった。この子も一緒に来るんだっけ。いいのかしら？　危ない気がするんだけど。

　そんな私に同意見だったのか、エルザがリナに問いかける。

「いいの？　このミュラって子は知人の子どもなんでしょう？　外を旅するということは、魔物たちとの戦いに巻き込まれるということよ。危険な目に巻き込まれても知らないわよ」

「この狭せまい部屋で何もしないより、お前たちに同行させたほうがミュラのためになると判断した。なにより、どうも私は嫌われているようでな。私よりも懐なついてるオル子と共に行きたいと考えるだろう」

　リナの言葉に反応するように、ミュラはがっしり私に抱き付いて離れようともしない。

　ほむ、いいのかな。本人が望んでるなら、私は駄だ目めなんて言うつもりはないけれど。

「その子とて立派な魔物だ。幼く、戦いの経験こそないが、才能だけは保証しよう。エルザのように進化させてやるといい。見み違ちがえるような強さを得るかもしれんぞ？」

「よく分かんないけど、ミュラが望むならオル子さんはいいよ？　旅は一人でも多い方が楽しいし、ミュラは可愛いもんね。ミュラ、私と一緒に愛を探す旅に出ちゃう？」

　私の問いかけに、ミュラはこくこくと頷く。うむ！　いいでしょう！　ミュラが強くなるまで、オル子さんがしっかり守っちゃうからね！

　私のことはお母さんと思ってくれていいのよ！　シャチはとても家族想おもいなのです！　私は人間ですけども！

　ぴょんこぴょんこ跳ねてミュラをあやす私をおいて、リナは人化の方法について語っていく。

「私の知る人化の方法だが、一番簡単な方法はある道具に頼たよることだ。かつてとある魔物がそれを用いることによって人化したという話を私は知っている」

「ほうほうほむほむ！　それでそれで！」

　興味津しん々しんにずずいとリナに近寄ると、鬱うつ陶とうしいとばかりに蹴けられました。酷ひどい。

　しかしまあ、人差し指を立てて説明するリナの姿、エルザが説明する時とよく似てるわね。流石さすが師し弟てい、説明好きそうなところなんかよく似てるわ。

「この地より南の海に、『アクア・ラトゥルネ』という種族の魔物が存在する。その魔物の祖である魚の魔物が、人型の魔族と恋に落ち、夢を叶かなえるために『翡ひ翠すいの涙るい結けつ晶しよう』という道具を使用したそうだ」

「『翡翠の涙結晶』とな！」

「私も噂うわさでしか聞いたことないが、効果を見る限り、願いを叶える道具なのか、はたまた人化のスキルを与あたえる道具か……どちらにしても、お前の望みを叶えることができるという点には変わりあるまい？」

　リナの問いかけに、私はコクコクコクと激しく首を縦に動かした。

「その『翡翠の涙結晶』がどこにあるのかまでは知らないが、幸い『アクア・ラトゥルネ』は会話のできる智慧ある魔物だ。交こう渉しようするなり、脅おどすなりしてその道具を自分の物にしてしまい、それからゆっくり人化すればいい」

「なるほど！　つまり、私たちは南の海に向かえばいいというわけね！」

「そういうことだな。もっと言えば、『蒼そう海かいの洞どう窟くつ』を根城にしている『アクア・ラトゥルネ』がいるはずだ。ジーギグラエの爺じじいの娘むすめが、その群れをまとめていたはずだ」

「ジーギグラエ？」

「喧けん嘩か仲間だった頑がん固こ爺さ。今いま頃ごろあの世でアディムの奴やつと馬鹿ばかりやってるだろうな」

　ほむ。どうやら故人のご様子。ヒレとヒレを合わせて合がつ掌しよう。

　とにかく、大切な情報を沢山もらえたわ。私はエルザと目を合わせて、これからのことを確かく認にんする。

「オル子を人化させる可能性がある『翡翠の涙結晶』。これがある場所を『アクア・ラトゥルネ』という種族は知っているかもしれない。そのことを訊たずねるためにも、私たちは彼らのいるらしき『蒼海の洞窟』とやらに向かう。それでいいのね？」

「あい！　その方向でお願いしまふ！　むふー！　とうとう私の人化が、異世界ラブロマンスが近づいてるわ！　楽ちみ！　楽ちみ！」

　胸が躍おどる、心が燃える！　天使のアホのせいで遠回りしたけど、とうとう人化への明確な道が見えたわね！　ミュラも興奮し、ぺちぺち連打で私を祝福してくれているわ！

　歓かん喜きの舞まいを踊おどっていると、リナがどこからか取り出したアイテムを私の額に押し付けた。むきゅ、丸くて硬かたくて小さい……ビー玉？

　蒼あおに染まったガラス製っぽい玉を渡わたし（シャチのヒレじゃ持てないから受け取ったのはエルザだけども）、リナはそれが何かを説明してくれた。

「宝玉に触ふれたまま『解放』と唱えると家に変化する魔道具だが、お前たちに進しん呈ていしよう。これから先、旅をして回るお前たちには嬉うれしいものだと思うが」

「家!?　家になるの!?」

「それほど大きなものではないがな。いつも周囲を警けい戒かいして寝ねていては、体も休まるまい。その点これは守りを強固に造ってあってな。並の魔物の攻こう撃げき程度では傷一つつけられん。中に誰だれかが入っていても、この形態に戻もどして持ち運べる優すぐれものだぞ」

　ふぉああああ！　なんてこと！

　つまるところ、私たちはこれから先、野宿をしなくても済むってことじゃないの！　わは！　異世界に来てまさかのマイホームゲット！

「いいの!?　本当にもらってもいいの!?　後で返せなんて言っても駄目だからね!?」

「言う訳ないだろう。どうせ私には不要なものだ、これからの旅に役立ててくれ。何、エルザとミュラが厄やつ介かいになるんだ。このくらいはな」

　うわあ、うわあ、リナ気前良すぎ！　めっちゃ良い人じゃないの！　どこぞのぱっぱら天使とは格が違うわ。

　化け物いっぱいの異世界で野宿な毎日なんて耐たえられないもん。貰もらえるものは遠えん慮りよなく頂きますよ！

「ありがとう、リナ！　あなたにもらったお家うち、大切に使うわね！」

「使い方はエルザに教えておこう。エルザ、この家の中には当然ながらお前の作業用の部屋も用意してある。私の言っている言葉の意味が分かるな？」

「分かってるわよ。オル子のこと、ミュラの成長、私自身の変化。この旅で得た情報の全すべてを紙にまとめて、旅が終わったあとに提出しろってことでしょ？」

「ククッ、期待しているぞ。それと、この魔ま物もの界は今『魔選』が繰くり広げられ、あちらこちらで強き魔物が殺し合い、場合によっては戦争している最中だ。くれぐれも戦いに巻き込まれんようにな。まあ、私としては面おも白しろい土産みやげ話ばなしが聞けるなら、巻き込まれても一向に構わんのだがな」

　絶対嫌じゃあ！　そんな物ぶつ騒そうなものは完全スルー安定でございます！

　とにかく、リナのおかげで私の目指す道は決まったわ。

　エルザとミュラも一緒だし、迷いも恐きよう怖ふもありませぬ！　私はヒレを振ふり上げ、力強く宣言。

「すべては人化のために！　シャチの体に別れを告げ、美少女になって、素す敵てきな恋こいをするために！　いきましょう、『翡翠の涙結晶』の情報を求めて『蒼海の洞窟』とやらに！」

「どうでもいいが、恋をするだけなら別にそのままでも構わんのではないか？　お前のような巨きよ大だい魚の魔物なら、探せばいくらでもいそうだが」

　リナの酷い突つっ込みに、私は転げ回って抗議する。私を真ま似ねしてミュラもごろごろ。

　魚のオスなんぞどうでもいいわ！　オル子さんは人間の、人型の男の子と恋に落ちたいんじゃあ！　ふがー！
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「ほわあああ！　な、なんて素す晴ばらしい洋館なの！　これよ！　私は異世界にこれを求めていたのよ！　こういうお家の令れい嬢じようになることが私の夢だったの！」

　ヴァルガン洞どうの外に出て、師匠に渡された拠点に入るなり、興奮を抑えらえないとばかりにオル子がはしゃぎだす。

　ぴょんぴょん跳ねまわるオル子の頭の上で、師匠に預けられた少女──ミュラも何故なぜかすこぶる満足そうな表情を浮かべている。

　ミュラのことは名前以外、その素す性じようはあまり分かっていない。師匠の友人の忘れ形がた見みで連れてきたという話だけど、どこまで鵜う吞のみにして良いものか。

　何せあの師匠だし、さっき話してもらった事情は全すべて噓うそで、その辺の迷まい子ごを拾ってきただけと言われても驚かないわ。

　ただ、オル子にあんなにも懐いている姿は微ほほ笑えましいと思う。

　出会ってからずっとオル子にしがみ付いている姿は、まるで生まれたばかりの赤子みたい。

「しかしまあ、随ずい分ぶんと立派な館ね。三階建てでこれだけの広さがあれば、百人くらいは生活できるんじゃないかしら？」

「エルザ、エルザ！　部屋を決めましょう！　これからここが私たちのお家になるんだから、マイルームを作るべきだと思うの！」

「オル子の部屋は一番広い部屋に決まってるでしょう？　広い部屋じゃないと、あなたの無む駄だに大きな体では、息苦しいことこの上ないもの」

「無駄とか言うな！　これがシャチの標準体型なんだもん！　太ってないもん！」

　飛び跳ねて抗議されても、シャチなんて異世界の魔物を私は知らないから何とも言えないのよ。

　仕方なしに、私は納得してもらえるよう別の理由を口にしてあげた。

「体型は置いておくとして、その様子だとミュラはオル子と同じ部屋がいいんでしょう？　二人で使うなら大きい部屋の方がいいじゃない」

「おお、なるほど！　ミュラ、私と同部屋でいいの？」

　オル子の問いかけに、ミュラはこくこくと頷いてみせる。

　反応から見て、意い思し疎そ通つうはしっかりできているのよね。言葉は通じているけれど、声は発せない。何とかできるなら、してあげたいけれど。

「よーし、それじゃあ館内を冒険がてら私たちの部屋へレッツゴー！　ミュラ……いいえ、ミュラさん、ここでの私たちは貴き族ぞく令嬢だと思いなさいな。淑しゆく女じよたるもの、足音を立てて歩いてはなりませんよ？」

「あなた、歩く以前に飛び跳ねて移動するしかできないじゃない」

「スカートのプリーツは乱さないように、タイが乱れてお頭かしらつきになっていましてよ？　おーっほっほっほ！　行きますよ、ミュラさん！　この星を消し炭にしてあげましょう！」

　また意味不明な言動をしつつ、オル子はミュラを連れて階段を上がっていった。

　あの娘の奇き天て烈れつな行動は今に始まったことでもないので、適当に聞き流しておくことにする。

　オル子の高笑いが遠ざかるのを耳にしながら、私は帽子を脱ぎ口元を緩ゆるめる。

「……オル子、か」

　手元でくるくると白黒帽子を回しながら、私は面白おかしな相棒の名を呟いた。

　出会ってまだ数日程度しか経っていないのに、まるで数年来の友人のようにすら思えてしまう。

　オル子と一緒にいる日常を、当り前のものとして受け入れてしまっていて、それを好ましいと思う自分がいる。

　クユルの森で出会った不思議な魔物、オル子。彼女は本当に常識外れの存在だった。

　ステージ１でありながら、魔物を次々と倒す能力には驚きを通り越して笑うしかなかった。

　生まれたばかりでその戦闘力ならば、これから先はどれほどの怪物として開花するというのか。

　そんな末恐ろしい力を持つオル子だが、その中身には別の意味で恐ろしさを感じずにはいられない。

　オル子はとんでもなくおバカだ。

　喜き怒ど哀あい楽らくをこれでもかと表に出し、出会ったばかりの私に警戒心すら抱いだかずニコニコ笑って距離を詰めていく。そこに裏なんてなにもない、というより裏を抱くほどの頭がない。

　高ランクの化け物の中身が『これ』だなんて、いったいどんな冗談なのだろう。

　だけど、そんなオル子に私は自分でも笑えるくらい心惹ひかれている。

　楽しければ笑い、悲しければ泣き、嬉しければ大いに騒ぎ、苦しければ必死に慌あわてふためく。

　そして、私に対する好意を惜しげもなく真っ直ぐに伝えてくれる。それがとてもくすぐったくて、悔しいくらいに嬉しい。

　こんなにも真っ直ぐに私を見てくれる誰かに出会ったのは、初めてだから。

　こんなにも裏表なく接してくれる存在なんて、今までなかったから。

　自分でも簡単な理由だなって思ってしまうけれど、そんなオル子をどうしても好ましく思ってしまう。どうも危なっかしいオル子の力になってあげたいと感じてしまう。

「我ながら単純な女だこと。ま……仕方ないわよね。放っておけないなって思っちゃったんだから。それに、私的な打算もあるしね」

　そう口にしながら、私は手に握る杖へ視線を送る。

　それは、オル子の不思議な力によって手にすることができた、私だけの特別な力。

　オル子の所有する『オルカ・ポッド』というスキルによって、私はハイ・ウィッチではなくオルカ・ウィッチという特殊な進化を果たした。

　オルカ・ウィッチへの進化によって、私は通常のウィッチでは得られないほどの能力を手に入れることに成功した。

　このことに私は興奮を、喜びを抑えきれない。だってそれは、幼い頃から求め続けていた私だけの特別な力だから。

　ただのウィッチでは終わりたくない。何も残せないまま、ただの一匹の魔物として生しよう涯がいを終えるなんて絶対に嫌。

　だからこそ、私は里を飛び出して師匠のもとに押しかけたわ。

　力でもいい、智ち慧けいでもいい。何かを手にして、この世にエルザという魔物が特別であったという証明を残したかったから。

「……オル子には感謝してもしきれないわね。これから先も、オル子と一緒にいれば、私はもっともっと特別な何かになれる。過去のウィッチが誰も見たことのない風景を、オル子と一緒ならきっと見ることができるはずだから」

　一方的にオル子から与えられるだけじゃなくて、オル子のために力になる。その上で、自分の目指す夢を叶えてみせる。それが私の歩む道。

　これからのことを思いながら、私は館の階段をあがっていった。

　明日からのことをオル子と話し合うために、館で一番大きな部屋の扉を開くと──何故かオル子が床に伏せてめそめそと号泣していた。それも背中にミュラを乗せたままで。

「……ウキウキで部屋に向かったと思ったら、なにを号泣してるのよ、あなたは」

「うぼああああ！　聞いてよエルザ！　久しぶりにベッドで眠れると思ったの、思ったのにいいいい！」

　泣き喚わめくオル子の横に視線を向けると、見事に圧潰したキングサイズのベッドが置かれていた。

　ああ、なるほど。つまるところ、ベッドを見て興奮したと。

　いてもたってもいられず、その上に飛び乗ったと。寝転がったと。そうしたらものの見事に壊れたと。

「馬ば鹿かね。あなたの体重でベッドなんて使える訳ないじゃない。巨大ワニすら余裕で圧殺できる重さなのに」

「うわああああん！　私はデブじゃないもん！　ベッドで寝たかっただけなのに、ふかふかお布団ふとんで寝たかっただけなのにいいいい！」

　どうしようもない理由で大泣きするオル子。そんなオル子の頭を撫なでて慰めるミュラ。あんなに小さい娘の前で本気で号泣して、それを慰められるってどうなのかしら。

　私は大きく溜ため息いきをついて、圧潰したベッドからシーツを引っ張り出す。そして、それを床に広げてオル子に提案した。

「ほら、今夜はこの上で寝なさい。かなりいい毛皮みたいだから、気持ちよく寝れると思うわよ」

「わあああああん！　こんな飼い犬用みたいな寝ね床どこは嫌ああああ！　床で毛布に包くるまって寝る令嬢ヒロインなんて前代未聞過ぎるうううう！」

　ワンワンと泣き叫ぶオル子に、思わず笑ってしまう。

　どうやら、今夜もまだまだこの娘のおバカっぷりに振り回されて、退屈せずに済みそうね。本当、オル子って娘は。
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　小鳥のさえずりから私、オルコット令れい嬢じようの一日が始まるの。

　簡単な支し度たくを済ませ、私は愛する家族とともに朝食を迎むかえる。

　公こう爵しやく貴族であるお父様は忙いそがしいので不在。公爵夫人であるお母様もとりあえず忙しいので不在。多分いるであろう血のつながっていない義弟もそこはかとなく忙しいので不在。

　そんな愛する家族に囲まれて、私は少し遅おそめの朝食を楽しむ。

「まあおいしいわ。エルザさん、この果実はシュルーテ地方のアプールかしら？」

「ただのリンゴでしょ」

「素材の味を生かしきった素す晴ばらしい料理だわ。シェフ・ミュラはいつも見事ね」

「果実をあなたの口元に投げ入れるミュラの行動を、はたして料理と呼んでいいものかしら」

「シェフ、紅茶が欲しいわ。カップはお気に入りのものじゃなきゃ嫌いやよ」

「あなたのヒレではカップ持てないじゃない」

「んもー！　何よ何よ、エルザの意地悪！　ちょっとくらい令嬢気分に浸ひたらせてくれてもいいじゃない！」

　ベンベンと床ゆかを叩たたいて抗こう議ぎするけど、エルザはどこ吹ふく風で朝食続行。ぐぬう、いけず！

　エルザの容よう赦しやない突っ込みのおかげで、私のヒロインごっこが数分で終わってしまったじゃない。

　こんなにも素晴らしい豪ごう邸ていが私たちの家になったのよ？　だったらちょっとくらい浸って楽しんでもいいと思うの。

　三階建てで部屋もいっぱい、シャチが住んでも狭せまくない、何十人でも人が住めそうなセレブハウス！

　リナってば、そこまで大きくないとか謙けん遜そんして言っていたけれど、どこが小さいんだって話ですよ！　むしろ広過ぎて使用人とか欲しいくらいだわ！

「エルザ、あなたには雅みやびを理解する心が足りないわ。女の子は常にヒロインでありたいもの、綺き麗れいに輝かがやきたいものなのよ。そうよね、ミュラ？」

　私の頭の上に乗っているミュラに問いかけると、ミュラはシャリシャリと食べていたリンゴを私の口にグイグイと押し付ける。

　いや、違ちがうから！　リンゴを催さい促そくした訳じゃないから！　でも食べるけど！　ミュラありがとう！

　出会ってまだ一日しか経たってないけれど、ミュラはずっと私にベッタリね。まるでコアラみたい。まあ、私は前世で妹いてお姉ちゃんだったから、慣れたものなんだけどね。

　昔はウチの妹もミュラみたいに懐なついてくれていた気がするんだけどなあ……成長したら『お姉ちゃん気持ち悪い』なんて平然と言うようになっちゃったけど。き、キモくないわ！

　とりあえず、昨日からミュラには好きなようにさせているわ。

　リナから預かってる訳だし、保護者代わり親代わりとして責任は持たないと。言葉は喋しやべれないけど、凄すごくいい子だし、可か愛わいいし！　大好きよ、ミュラ！

「今日も南へ向かいましょう。二人乗せて移動することになるから、オル子こに負担をかけてしまうけれど」

「大だい丈じよう夫ぶよ。エルザやミュラを乗せてぴょこぴょこしても、全然重さを感じないのよね」

　二人を乗せても、体感的には缶かんジュースを背に乗せてる程度なのよ。こういうところは本当にチートスペックなのよね、シャチボディ。

　ここまでチートなら空飛ぶ能力もおまけで付属してもよかったんじゃないかしら、むしろしておくべきだったと思うの。

　この世界の魚はどいつもこいつも空飛んでるのに、どうして私だけ空を飛べないのかしら、不思議ね。

「蒼そう海かいの洞どう窟くつにアクア・ラトゥルネとかいう魔ま物ものがいるんだよね？　エルザはその洞窟の詳くわしい場所とか分かる？」

「海よ。海が見えたら、海岸沿いに西。そうすれば、洞窟が見えてくるはずよ」

「海かあ……南国の海、いいわねえ」

　差し込む真っ赤な太陽の光、海岸のビーチで賑にぎわう人々。

　そこに颯さつ爽そうと現れる謎なぞの美少女三人組。夏の浜はま辺べの視線を釘くぎ付づけにする私たち。

『すみませーん！　もしよかったら俺たちと遊びません？　俺たち、ここら地元なんで色々案内しますよ！』

『おほほ、ごめんなさいね。今日は遊びに来たのではなく、人探しに来ましたの。いきましょう、エルザさん、ミュラさん』

『うわあ……ぱねえ、マジあの娘こぱねえわ……水着の上からでも分かるあのミサイルみたいな流線形の体、たまんねえわ……マジリスペクトフォー魚ぎよ雷らいだわ……』

『白黒はっきり分かれた体、嫉しつ妬とを通り越こして憧あこがれちゃう……私もあんなメリハリのついた体色になってみたいわ……』

『ママー！　僕もあのシャチフロート欲しい！　あれに乗って海で遊ぶんだー！』

『おほほほほほ！　皆みなさん、海でお楽しみのところお騒さわがせしてごめんなさいね！　私は遊びに来たのではなく、あくまで人探しに来ておりますのよー！』

「こうしてはいられないわ！　エルザ、今すぐ水着の準備をしましょう！　浜辺の視線を釘付けにしないと！　夏は恋の季節よ！」

「水着って、あなたの何を隠かくすのよ。常に全ぜん裸ら状態なのに」

「うわああああん！　全裸じゃないもん！　これがシャチのフォーマルなんだもん！」

　傷ついた！　非常に傷ついた！

　確かに私は全裸だけど仕方ないじゃない、シャチサイズの服なんてないんだもん！

「心配しなくても、戦せん闘とうになれば前衛に立つあなたに敵の目は集中するわ。魔物の視線を独り占じめよ、よかったじゃない」

「そんな視線は求めてないわよ！　冷静になって考えれば、異世界の海に海水浴場なんてあるわけなかったわ……ああ、私のひと夏の恋の夢が終わっていく」

「妄もう想そうで満足し終えたら話を聞いて頂ちよう戴だい。蒼海の洞窟では、少し強めの魔物で溢あふれているそうなのよ。ランク的には[image: －Ｄ]以上ってところかしら」

　[image: －Ｄ]、たしかヴァルガン洞どうで最初に戦ったヤドカリがそんなランクだったかしら。

　一匹ぴきなら全然問題ないけど、そいつらが三匹も四匹もまとめてくると思ったらちょっと面めん倒どうかも。

　ふむふむと納なつ得とくしている私に、エルザは指を立てて話を続ける。本当、こういう仕草が似合うわよね、エルザって。先生というか、家庭教師のお姉さんって感じ。

「そこで、蒼海の洞窟に着く前に、この辺りで何度か魔物と戦っておきたいの。私とオル子の調整と、ミュラの能力確かく認にんが目的ね」

「調整とミュラの能力確認？」

「そうよ。私たち、進化してまだ一度も敵と戦っていないでしょう？　能力上じよう昇しようがどんな影えい響きようを与あたえているかを確認したり、新スキルの試ためし打ちもしておかないと。いきなり強い魔物相手に本番なんてリスクが高すぎるわ」

　確かにエルザの言うとおりね。

　その蒼海の洞窟ってところの魔物が強いなら、その前に弱い魔物でステージ２の力を慣らしておいたほうがいいもんね。さっすがエルザ、冴さえてるう！

「ミュラの能力確認は言うまでもないわね。戦いの経験のないミュラに何ができるのか、それを私たちが知っておかなければ話にならないでしょ。戦うにしても、守るにしても」

　そうなのよね。ミュラってどんなスキルがあるのかとか、全然分からないのよね。

　私の『識眼ホッピング』でミュラのステータスは見られるんだけど、スキルまでは分からない。リナもミュラの所有スキルは分からないって言ってたし。

　ちなみにミュラのステータスはこんな感じだったわ。






　　名前：ミュラ

　レベル：１

　　種族：キッズ・デモン

ステージ：１

　体量値：Ｇ　魔ま量りよう値ち：Ａ　力：Ｇ　速度：Ｇ

　　魔力：Ｇ　守備：Ｇ　魔ま抵てい：Ｅ　技量：Ａ　運：Ｃ






　　総合ランク：[image: －Ｄ]






　うむ、微み塵じんも分かりませぬ。

　魔量値が高いことは、魔法タイプなのかなとは思うけれど、魔力がＧだからエルザみたいな火力キャラとは思えない。

　技量も抜ぬきんでているけど、これがどこに作用するステータスなのかよく分からないのよね。

　とにかく、体量値も守備も著いちじるしく低いので、エルザと一いつ緒しよに後衛なのは間ま違ちがいないと思うの。

「まあ、たとえミュラに戦闘能力が無くても問題ないけどね！　この娘こは言うなれば我が家の愛あい玩がんキャラと言っても過言ではないわ！　可愛いは絶対正義、ミュラはウチのマスコットキャラ！　そうでしょう、エルザ！」

　そう言ったらエルザから物もの凄すごく生温かい目で見られてしまった。解げせぬ。




　私たちは早さつ速そくとばかりに適当な魔物を見み繕つくろってミュラの戦闘能力を探さぐることにした。

「ほむほむ、名前はサウス・アネモネイア。ランクは[image: －Ｆ]、能力もＧばかりで良い実験台ね」

　宿しゆく泊はく地点から少し歩くと、丁度いい雑ざ魚こ魔物を発見。五十センチくらいのイソギンチャクかしら。クマノミさんはいるかしら？

　まだ結構距きよ離りがあるから、この辺りでミュラと作戦タイムね。私は頭上のミュラに訊たずねてみる。

「ミュラ、これからあなたにあのイソギンチャクと戦ってもらおうと思うんだけど……あなた、あれに勝てそう？　あれを倒たおせそうなスキルは持ってる？」

　エルザの問いかけに、ミュラはぴょんと私から飛び降り、こくんと頷うなずいて応こたえる。

　おお、何か自信ありげじゃない！　いったいどんな戦いを見せてくれるのか、ワクワクしていると、ミュラは両手を胸の前に翳かざして意識を集中しだした。

　そして、次の瞬しゆん間かん、ぽひゅんと間ま抜ぬけな音とともにミュラの手の中に小さな黒い球体が現れた。まあ綺麗。

「これがミュラの武器……なわけないわよね。何の変へん哲てつもない玉にしか見えないけれど」

「黒くろ真しん珠じゆみたいで綺麗ねえ。ミュラ、これは何？　これで戦うの？」

　私が質問すると、突とつ然ぜんその黒ボールが光に包まれた。

　黒い輝きを放ったのち、ミュラの手の中にあった黒ボールはその姿を変化させていた。

　白黒の見慣れたボディ、ぷりんとした尻しつ尾ぽ、愛らしいキュートな瞳ひとみ……って。

「これ、私？」

　私の声に、ミュラはブンブンと強く縦に首を振ふる。

　彼女の掌てのひらの中に生み出されたのは、私をそのまんま小さくしたような人形だった。

　エルザの杖じよう銃じゆうについているミニチュアシャチ人形みたいな感じ。あまりの出来の良さにちょっと感動しちゃった。これはちびオル子と名付けましょう。

　つまり、これはミュラの能力によって生み出された人形ってことで。

「わ、分かったわ！　ミュラの能力はお人形を量産する力なのよ！　これはもうミュラに私の大好きなラリアットクマの人形を作ってもらうしか！」

「これがミュラの攻こう撃げきスキルなのかしら。人形を作るだけで終わりとは思えないけれど」

「エルザ、何を言っているのよ。こんなにぷりちーで可愛らしいちびオル子の用よう途とは愛めでる以外にありえないわ！　そうだ！　これを量産して売りさばきましょうよ！　ちびオル子のあまりの愛らしさに老ろう若にやく男なん女によ問わず大ヒット間違いなし！　異世界商売チートよ！」

　ちびオル子人形の可愛さならば、きっと全世界の王族貴族平民関係なく大人気になるはずだわ。抱だきしめてよし、撫なでてよし、モフモフしてよし！

「ミュラ、それであの敵を攻撃してみて頂戴」

　エルザの指示に、ミュラがこくんと頷いた次の瞬間──ぱくんとちびオル子を食べた。

　それはもう見事に、一口で、ぱくんと。ボリボリと。

「ぬ、ぬわああああ!?　小さな私が咀そ嚼しやくされてるううう!?　だ、駄だ目めよミュラ、ぺっ、しなさい、ぺっ！　そんなものを食べて頭がバカになったらどうするの!?」

「オル子、時々あなたの精神力のタフさを思わず尊敬しそうになる時があるわ」

　必死に背中をトントンしても、ミュラは吐はき出そうとしない。

　こくんと思いっきり吞のみ込み、満足そうに胸を張っている。あわわわ、ど、どうしよう！　小さな幼児が変なものを口に含ふくんだ時の対処法は、えとえと……

　おろおろしていると、ミュラがトコトコとなぜかイソギンチャクの方へ歩き出し始めた。

「だ、駄目よミュラ！　そんな魔物は放ほうっておいていいから、ご飯を嚙かまずに一気に吞み込みましょう！　ちびオル子の小骨が喉のどに刺ささってたりするかもしれないわ！」

　慌あわててミュラを追いかけようとした刹せつ那な、ミュラの体が黒い炎ほのおに包まれた。ひゅお!?

　その黒こく炎えんに身を包んだミュラは、むくむくと膨ふくれ上がってゆき全身の形状を大きく変化させてしまった。

　炎から解き放たれたミュラの体。それは全身を真っ黒に染め上げた、巨きよ大だいな体たい軀くとヒレや尾おびれ……って、うおおおい！　どう見ても２Ｐカラーの私じゃないのよ!?

「エルザ、どうしよう!?　ミュラが私になっちゃった!?　真っ黒な私だからダークオル子と呼べばいいの!?　それともワル子!?」

「……もしかして、あれがミュラのスキルなの？　オル子、今のミュラのステータスを確認して」

「わ、分かった！　むむむうーん！　サイキック・ホッピング！」

　エルザの声に、私は慌てて『識眼ホッピング』で、ミュラのステータスをチェックする。






　　名前：ミュラ

　レベル：１

　　種族：キッズ・デモン

ステージ：１

　体量値：Ｂ　魔量値：Ｅ　力：Ａ　速度：Ｃ

　　魔力：Ｄ　守備：Ｂ　魔抵：Ｄ　技量：Ｆ　運：Ｆ






　　総合ランク：[image: －Ｄ]






　す、ステータスが全部変わってる！　これ、もしかしなくても私のステータス？

　全すべての能力が一段階低下しているけれど、間違いなくこれ私のステータスの並びよね。あ、総合ランクだけは本来のミュラのままみたいだけど。それをエルザに伝えてみる。

「他者の能力をコピーできるってこと？　つまり、あの娘こはその気になればオルカ・ウィッチとして戦うこともできるの？　なんて出で鱈たら目めな……」

「わ、『ブリーチング・クラッシュ』。イソギンチャクがあっけなく圧殺されちゃった」

　ワル子となったミュラは、私のスキルである『ブリーチング・クラッシュ』を発動させて敵を一いつ蹴しゆうしてしまった。わお、また発動。なんという残ざん虐ぎやくファイト、死体蹴りの精神。

　容よう赦しやなく敵を轢れき殺さつするミュラの姿を眺ながめながら、私は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。私と化したミュラの戦う姿を見て、まざまざと痛感させられてしまったある事実が一つ。

「私の戦い方って、デカい魚がとんだり跳はねたりしてるだけじゃない……？」

「何を今さら。その通り以外の何物でもないでしょ」

　むう……ちょっとこれはいけないわ。私の可か愛わいらしく、おしとやか、華はなやかなイメージにこの戦い方は合わないもの。

　こんな落ち着きのない騒さわがしいばかりの戦い方なんて私のキャラに似合わないわね。そう思うでしょう、エルザ？　……あ、スルーですか、そうですか。ふーん！

　あれから色々試してみたんだけど、ミュラの能力について分かったことをまとめるとこんな感じかしら。





・変身能力を使用すると、ミュラのステータスは変身対象者の全能力からワンランクダウンの値に変へん更こう

・変身後は変身対象者のスキルを使用可

・変身対象者の総合ランクによって変身可能時間が変動（[image: ＋Ｂ]の私に変身すると一分持たないくらい、[image: ＋Ｃ]のエルザなら三分くらい、[image: －Ｆ]のイソギンチャクならいつまでも変身し続けられるみたい）

・同じ対象者に変身できるのは一日一度まで






　かなり強力な能力だけど、制約も大きく使い方が難しい感じなのよね。

　エルザ曰いわく、これから色んな魔ま物ものと戦い、ミュラの変身対象を増やしていけば場面に応じて戦い方を変えられるようになり、頼たのもしい力になるとのこと。

　ミュラの反応を見る限り、一度目にした相手が変身対象となるようなので、これからバンバンレベル上げをしていけば、ミュラも色んな魔物になれるってことなのね。

　むふー、なんだかラーニングっぽくてワクワクする能力ね！　任せておいて、ミュラ、私があなたを一流のブルーマジシャンにしてあげる！　ランダムルーレットによる即そく死し魔法は勘かん弁べんよ！

　しかもミュラはまだステージ１、エルザのようにオルカ進化したりしたら、この能力も成長するかもしれないのよね。

　本当のチートってこの娘みたいなのを言うんじゃないかしら。




　エルザとミュラを背に乗せて、ぴょこぴょこ跳ねる巨大シャチ。本気で動けば自動車にだって負けない速度とテクを身に付けたオル子でございます。慣れって怖こわいわあ。

　旅を続けること三日。とうとう私たちは目的地である蒼海の洞窟とやらに辿たどり着いたわ。

　海沿いだけあって、潮の香かおりと波を打つ音がノスタルジック。いや、私はシャチとはいえ海で生まれたわけじゃないけどね！

「これが蒼海の洞窟ね！　いかにも魔物が住み処かにしてそうな場所じゃない！」

　私たちの目の前には、大きな岩をくり貫ぬいて生まれたような洞ほら穴あながある。

　けど、奥行きは全然なくて、いきなり下り坂になってるのよね。地下トンネルみたいな洞窟なのかしら。

「さて、情報通りならここにアクア・ラトゥルネがいるはずなんだけど」

「待ってエルザ！　今思ったんだけど、より海に近いこの場所なら、美味おいしそうな魚がうじゃうじゃいたりするんじゃないかしら！　マグロとかサケとか！」

　てぃーんときてしまったわ。我ながら何というナイスアイディアなのかしら。

　この世界に来てからというもの、サメだのヤドカリだのイソギンチャクだのばっかで、食べられそうな水生生物に出会えておりませぬ。

　異世界きてすぐの場所では蟹かにやらイワシやら見つけたのに、ヴァルガン洞からここまでは美味しそうな魔物が皆かい無むだったし。

　だけど、海により近いこの場所ならどうかしら？　これまでと違ちがい、もっと食材に適した美味しそうな奴やつらがいたりするんじゃないかしら！

「アクア・ラトゥルネが住み処としている以上、食べられる美味しそうな魔物がいっぱいいるに違いありませんぞ！　美味しい海かい鮮せん料理に舌した鼓つづみを打ちつつ人探し！　なんて素す晴ばらしい企き画かくなの！　あとは温泉があれば言うことなしね！」

「オル子、涎よだれで口周りが凄すごいことになってるけど」

　むふー、むふー！　乙おと女めにとって食の欲よつ求きゆうは何事にも代え難がたい誘ゆう惑わくなのよ！　乙女心と夏の空！　カロリー？　知らぬ、存じぬ、覚えておらぬ。

　私の頭の上でミュラもペチペチと手を叩たたいて楽しそう。ふふ、幼くても立派なレディね、美味しいモノが食べられると知って興奮しておるわ！

「さあエルザ、ミュラ、たんまりと海の幸を堪たん能のうするといたしましょう。ポン酢ずの準備はよろしくて？」

　二人と一いつ緒しよに、蒼海の洞窟へと突とつ入にゆう！

　マグロ？　タイ？　サーモン？　カルパッチョ？　ナポリタン？　カルボナーラ？　何が来ても美味しく頂いちゃうわよー！

[image: ]




「ほら、活いきのいい倒したてよ。好きなだけ食べなさい」

「うわあああん！　うわああああん！　こんなの違うううう！　私の求めてたものとは違うのおおおお！」

　魔物の死し骸がいをエルザに指さされ、私はビタンビタンと右に左に跳ねまわる。

　私の目の前にあるのは、エルザのサンダー・ブラスターでこんがり焼きあがった魔物──ウミイロガエルの死体だった。か、か、カエルなんぞ誰だれが食べるかー！

　海鮮ダンジョンである蒼海の洞窟に潜もぐること三時間。

　洞窟内に出てきたのは、どいつもこいつも食用としてアウトなものばかり。

　カエル、ザリガニ、イモリ。アンタら水でも陸でもどっちもいける生き物じゃない！　なんで海辺の洞窟に来てんのよ！　陸にいた魔物の方が海に近いじゃないのよ！

　ザリガニなんて、最初に見たときロブスターかとウキウキしたのに、『識眼ホッピング』でアオノザリガニって名前出ちゃってるし！　くそう、くそう！

「我が儘ままね。なんでもバリボリ食べそうな見た目してるのに」

「食べられるかー！　リアルシャチだって魚を美味しく食べてるのに、なんで私がカエルやザリガニなのよ！　そんなの絶対認めぬう！」

『げこっ、げこっ』

「ひいい、ダーク・ガエル!?　……って、ミュラじゃない、びっくりした！」

　変身能力でウミイロガエルになって遊んでいるミュラ。カエルのスキル、バブルビームが気に入ったみたい。小さい子ってこういうの好きよね。

　しかし、魔法使いとシャチとカエルっていったいどんな色物パーティなのよ!?　なんだか悪魔的過ぎてちょっと自分でも怖いんですけど！

「とりあえず少し休きゆう憩けいしましょうか。ここに来てミュラのレベルもぐんぐん上がってるし、良い感じだわ」

「ぐぬう、魚食べたかったのに……私の海かい鮮せん丼どん……」

「ミュラ、おいで」

『げこっ』

　ダンジョン内ではミュラはエルザと常に一緒に行動してるわ。私は敵に体当たりしたり跳ねたりするから、ミュラを背に乗せ続けるわけにもいかないしね。

　危険だと分かってるのか、ミュラは戦いの前にはきちんと降りてくれるし。物わかりの良い、とてもできた子なのですよ！

　岩がん壁ぺきに背中を預けて座るエルザ。私も休憩とばかりに横になる。

　カエルから元の姿に戻もどったミュラも、定位置とばかりに私の頭の上にライドオン。ふう、一休み一休み。

「それにしても、なかなかアクア・ラトゥルネたちに会えませんにゃ。奥に行けども奥に行けども、出てくるのはカエルやザリガニばかりなり。もしかして、アクア・ラトゥルネは会話できるカエルの可能性が……？」

「そんな訳ないでしょ。アクア・ラトゥルネは人型の魔物だと師し匠しようも言っていたじゃない。ただ、珍めずらしいタイプの魔物ではあるけれど」

「そなの？」

「ええ。聞いた話では、アクア・ラトゥルネは陸でも水中でも生活することができるらしいの。水中を俊しゆん敏びんに泳いで獲え物ものを狩かっているから、海辺を生活拠きよ点てんにしているのでしょう」

　ほむほむ。人型で水中をスイスイ泳ぐ……マーメイドみたいな種族なのかな。

　勝手なアクア・ラトゥルネ像を想像していると、エルザが眉まゆを寄せて意見を述べる。

「もしかしたら、アクア・ラトゥルネたちは海中にいるのかもしれないわね。陸地がこうも獰猛な魔物で溢あふれている以上、得意の海中を拠点にした方が安全に狩りを行えるものね。でも、そうなると厄やつ介かいね。私たちは水中で活動できないから、探しようもないわ」

　そんなことを言うエルザさん。ちょっと、エルザさん？　私シャチですけど。

　ツンツンとヒレでエルザの太ふと腿ももを突つつき、こちらを見たエルザにムンと胸を張ってアピールしてみる。そんな私に、エルザは溜ため息いきをついて言葉を紡つむいだ。

「リンゴならさっき食べたでしょう。食べ過ぎよ、我が慢まんしなさい」

「違うわよ！　いや、リンゴは食べたいけども！　そうじゃなくて、私シャチ！　シャチといえば海の王者！　私が泳いで探してきてあげますぞ！」

「オル子が？　あなた、泳げるの？　魚なのに？」

「私は哺ほ乳にゆう類るいじゃあああ！　そこだけは絶対に譲ゆずれぬうううう！」

　そうだったわ、この魔物の世界では魚イコール空を泳ぐ生き物なんだった。

　私はエルザに改めて地球ではシャチは海を泳ぐ生物だと力説。私がシャチになっている以上、海を泳ぐなんて陸をスキップするが如ごとしよ！　泳げないシャチなんて聞いたことないもんね！

　私の話を聞いても、未いまだ半信半疑のエルザさん。物もの凄すごいジト目で、何度も何度も私に確かく認にんを取ってくる。

「本当に泳げるのね？　信じていいのね？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、オル子さんを信じなさい！　もし泳げなかったら今度リナにあったとき、口に含ふくんだ水を顔面にぶっかける悪戯いたずらすると誓ちかっても構わないよ！」

「言ったわね？　もし泳げなかったら絶対にやりなさいよ？」

「いいよ！　そのかわり、もし泳げたらリンゴもらうからね！　絶対だかんね！」

　余よ裕ゆう余裕、だってシャチが泳げない訳ないもん！

　そもそも、あんな化け物のリナに喧けん嘩か売るなんて絶対嫌いやでござる！　そんな悪戯したら絶対ぶっ殺されるでござる！

　むぷぷ、エルザってば分の悪い賭かけをしちゃったわね。ぱぱっと泳いでリンゴ一個ゲットでございます！

　休憩を終え、私たちは来た道をぴょんこぴょんこと逆ぎやく戻もどり。

　細くなった通路を通って少し開けた部屋に。そこには、海の水が入り込んでいる湖状の部分があった。多分、外の海とつながってるんでしょうね。

「それじゃ、オル子さんが華か麗れいな泳ぎを見せてあげるから、リンゴの準備をしておくように！　ミュラはエルザの傍そばでいい子にしててね？」

　頭から下りたミュラを確認し、私は大きく息を吸い込み、海の中にロケットダイブ。

　海の中でも視界はクリア、感度良好。海水も全然目に染しみないわ。

　さーて、そろそろ華麗な泳ぎをみせてあげるわ！　ヒレをバタバタ、尻しつ尾ぽをパタパタ……あれ、ちっとも進みませんぞ？　なじぇ？

　私がどれだけバタバタさせても、マイボディはどんどん海の底に沈しずむばかり。な、なんでええ!?

　もしかしてこれ、溺おぼれてる!?　溺れちゃってるの!?　シャチなのに溺れるってどういうことなのよ!?

　そ、そういえば私、シャチの泳ぎ方なんてちっとも知らないわ！　人間ならクロールなりバタ足なりすればいいけど、シャチってどうやって泳いでるの!?

　ぬわああああ、拙まずい拙い拙い拙い！　このままじゃ本当に溺でき死ししちゃう！　シャチなのに、シャチに転生したのに溺れ死ぬってギャグにもならないわよ！　も、もががが。

（も、もう駄だ目め……ああ、人化の方法を知りながら、こんなところでゲームオーバーだなんて……あの世にいったら、今度こそ天使にもう一度直じか談だん判ぱんしてやるう……ああ、私を迎むかえに来たのか、美少女天使ならぬ美少女人魚たちの幻まぼろしが……）

　窒ちつ息そくのあまり、意識を失う瞬しゆん間かん、私が最後に見た光景は、私の方へと近づいてくる上半身が人間、下半身が魚の美少女たちだった。




「ごめんね、マイシスター……あなたが楽しみにしていたシュークリーム、お姉ちゃんが全部食べちゃったの……悪気はなかったの、わざとじゃないのよう……うう……」

　顔をペチペチと叩かれる感覚に、私はゆっくりと瞳ひとみを開いていく。

　すると、そこには私にビンタを繰くり返すミュラの姿が。あれ、何事？

　私が目を覚ましたことに気づいたミュラは、そのペチペチする速度を更さらに上じよう昇しようさせる。

　ひいいい！　な、何やらミュラが荒ぶっておられる！　怒おこってるの!?　ミュラ、怒ってるの!?　というかここ、陸？　あれ、私、海でおぼれたんじゃ……

「やっと目を覚ましたわね、このお馬ば鹿か。何が私は泳げます、よ」

「気が付いたようで何よりです。ご気分はいかがですか？」

　そして、頭の上から注がれるエルザと、知らない女の子の声。え、誰？

　顔をミュラから周囲に向けると、エルザとその横には温和そうな青あお髪がみの美少女さんが。

　その二人だけではなく、横たわる私をぐるりと取り囲むように並ぶ美女美少女の皆みな様さま。総勢で三十人ほど。おおおお!?　ど、どちらの団体ご一行!?

　私を物もの珍めずらしそうに見下ろす女の子たち。みんな耳の形が人とは異なっている……ウンディーネ耳とでもいうのかしら。

　下半身も人と同じだったり、魚の尻尾だったりバラバラだけど……もしかして、この娘こたちが、私の探していたアクア・ラトゥルネ？
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　困こん惑わくする私に、エルザが状じよう況きようを説明してくれた。

「察しがついてるとは思うけれど、彼女たちがアクア・ラトゥルネだそうよ。海で狩りをしていると、どこぞの誰かさんが溺れていたのを見つけて助けてくれたんですって。危あやうく死ぬところだったんだから、礼を言っておきなさいよ」

「にゃんと！　それは大変ご迷めい惑わくをおかけしまして……すみませぬ、すみませぬ」

「大事に至らず、本当に良かったです。私はルリカ、このアクア・ラトゥルネの群れを率いております。あなた様は？」

「あ、これはご丁てい寧ねいに。私はオル子と申しまふ」

　ヒレをついて、頭を下げてご挨あい拶さつ。ミュラが私から落ちそうになったのはご愛あい敬きよう。

　そんな私に、ルリカと名乗った少女は、優やさしそうな笑えみを湛たたえつつ、じっとこちらを見つめたまま。

　ぬぬ？　どしたの？　周りのアクア・ラトゥルネたちもそうだけど、そんなにシャチが物珍しいのかしら。あと、ルリカは足が人間と同じなのね。

　首をこてんと傾かしげる私に、ルリカは一礼して言葉を紡ぐ。

「すみません、じっと見つめてしまって。オル子様のお姿が、伝え聞かされていた始祖様にとても酷こく似じしておりますので、少しばかり目を奪うばわれてしまいました」

「始祖様？」

「ええ、私たちアクア・ラトゥルネの始まりと伝えられる女め神がみです。女神オルカナティア──魚の魔ま物ものであった女神は、魔族と恋こいにおち、『翡ひ翠すいの涙るい結けつ晶しよう』の力で人化して結ばれたそうです。その子孫が我らなのだとか」

「オルカナティア？」

「ええ、それが我らアクア・ラトゥルネの始まりの女神の名前です」

　笑顔でそう告げるルリカさん。対する私とエルザは、視線を合わせて無言で作戦タイム。

　オルカナティアという名前。恋のため『翡翠の涙結晶』で人化、そして私のような見た目……全く以もつて他人ひと事ごとのように思えないんだけど。

　もしかしたら、この世界には私より先にシャチに転生した人がいて、その人も人化を求めて旅をしていたのかもしれないわ。むふー、そうだとちょっぴり親近感！

　私はぴょこぴょこと飛び跳はねて、ルリカに話しかける。

「実は私もその始祖様と全く同じ目的なのよ！　人化するために、『翡翠の涙結晶』の情報を求めて、あなたたちアクア・ラトゥルネをずっと探していたの！」

「まあ、そうなのですか？　詳くわしい事情をお聞きしても？」

　興味を示してくれたルリカに、私はこれまでの事情を説明する。

　この体に転生したことから、エルザやミュラ、リナとの出会い。旅の目的である人化、そのために『翡翠の涙結晶』の力を必要としていること。その場所をアクア・ラトゥルネなら知っているのではないかということ。

　全すべてを聞き終えたルリカは、なるほどと頷うなずいて納なつ得とくする。

「なるほど、そういう事情でしたか。恋の為ために人化を夢見て、『翡翠の涙結晶』の力を用いる……実に素す晴ばらしいです。我らが祖、オルカナティア様が辿たどった歩みを再び行こうとするオル子様を、我らアクア・ラトゥルネ一同、心より嬉うれしく思います」

　私の事情を聴きいて、ルリカも他ほかのアクア・ラトゥルネのみんなもすこぶる上じよう機き嫌げん。

　この子たち、相当始祖様ってのを崇すう拝はいしているみたいだもんね。似たようなことやろうとしてる私に好印象持ってくれたみたい。よかった、『神と同じ行動なんて不ふ遜そんな！』なんて怒られたらどうしようかと思っちゃった。

　でも、この感じなら『翡翠の涙結晶』を快く使わせてくれるかも！　期待しつつ、私はルリカにすり寄っておねだり。良い女はおねだりも上手なものよ！

「ルリカさん、ルリカさん、どうか私に『翡翠の涙結晶』を使わせて下さいな！　もし無事に人化できた暁あかつきには、アクア・ラトゥルネの皆みなさんを友人として私とまだ見ぬダーリンの結けつ婚こん式にお呼びする所存ですよ！」

「まあ、それはとても楽しみです。ですが、ごめんなさい、オル子様。実は、『翡翠の涙結晶』は私たちの手元にないのです」

「ほえ？　そうなの？」

「はい。『翡翠の涙結晶』は海の至宝として、『海かい王おう城じよう』と呼ばれる城の地下宝物庫に保管されているのです。数年前までそこは父の城で、当時なら父にお願いすれば快く使わせてくれたと思うのですが、父が病死した今は城の主あるじが変わってますので」

「そっかあ……あえ？　お父さんが城の持ち主だったって、え、つまりルリカって、もしかしてアクア・ラトゥルネのお姫ひめ様なの？」

「元、ですね。それに父亡なき後、父の次に強かった方が王となりましたので、今の私はただのアクア・ラトゥルネですよ」

　そうなんだ。王様が死んだら、その子どもが引き継つぐ訳じゃないのね。

　魔王もそうみたいだけど、魔物の世界って本当に強さが全てなのねえ。獣けものの掟おきてって感じだわ。

「ですので、オル子様が『翡翠の涙結晶』を使うとなりますと、私ではなく現在の海王城の王から許可を得る必要があるのです」

「なるほどなるほど……エルザ、聞いたわね！　私たちの次の目的地は海王城よ！　早さつ速そく向かうとしましょう！　ほほほ！　参りますよ！　ミュラさん、エルザさん！」

「待ちなさい」

「あひゅん！」

　ぴょこぴょこ跳ねて駆かけだそうとする私の横腹をエルザは杖つえで突つく。そこは止やめて！　くすぐったくてよ！　おひょひょひょひょひょ！

　笑い転げる私を放置して、エルザはルリカに質問を投げかける。

「その海王城の王となった魔物はどんな魔物なの？　初対面の私たちに、至宝とされている『翡翠の涙結晶』を使わせてくれるほど、頭がお花畑な相手なの？　オル子が乗り込んで要求なんてしたら、間ま違ちがいなく殺し合いになると思うのだけれど」

　マジで!?　そんな物ぶつ騒そうな展開になるの!?　いや、でも確かに一理あるわ。お城の宝をどこのシャチの骨とも知らぬ奴やつに使わせるなんて、絶対ないと思うのよ。

　ぬう、どうしよう。土下座しても駄目かしら。プライド捨てて人化できるならいくらでも捨ててあげるんだけど。こうなったら城にこっそり忍しのび込んで盗ぬすみ出すとか？

　悩なやむ私に、ルリカが少し考えた後、ある提案をしてくれた。

「あの、よろしければ私が海王城への案内と仲ちゆう介かい役を引き受けましょうか？　現在、城の主は父の片かた腕うでだったプランネルという武人ですが、幼い頃ころから随ずい分ぶんとあの方には父ともどもお世話になりましたので。私からお願いすれば、そう無下にされることもなくなるかと」

「い、いいの!?　私としては凄すごく助かるんだけど！」

「ええ、もちろんです。ただ、今は食料備び蓄ちくのための狩かりを集中して行っておりますので、あと二、三日ほどお待ちいただくことになってしまいますが」

「待つ待つ待つ！　全然待っちゃう！」

「初対面であるオル子に随分と良くしてくれるのね。こっちが申し訳なく感じるくらいに」

「ふふっ、実は少しだけオル子様の人化が私たちも楽しみだったりしますから。まるでオルカナティア様が現代によみがえり、私たちが見ている中で、かつての道を再現して下さっているみたいではありませんか」

　そう言ってルリカは小さく舌を出して茶目っ気たっぷりに微ほほ笑えむ。

　なるほど、ルリカにしてみれば映画というか時代劇というか、そういうのを見ている気分なのかもしれないわね。

　うむうむ、私が人化することでアクア・ラトゥルネのみんなが喜んでくれるなら、こっちも願ったり叶かなったりだわ。みんなの期待を一身に背負って、しっかり人化に成功することにしましょう！　このオル子さんにお任せあれ！

　ルリカや他のアクア・ラトゥルネの協力もとりつけ、人化はまさに目前ね！

　人になって、恋をして、ハッピーエンドで日常物語を過ごす未来が我が手に！　ああ、目を瞑つぶれば見える、私の人化を持つ素す敵てきな殿との方がたたちが……

『オル子、またお前は宿題忘れたのかよ。本物のアホだなお前は！』

『オル子ちゃん、髪の毛を食べちゃってるよ。本当にオル子ちゃんはアホだね』

『ふふ、オル子さん。さきほどから口が半開きですよ。分かってはいましたが、オル子さんは掛かけ値なしのアホなんですね』

「俺様系のカイン！　穏おだやか系のレドナス！　計算高い系のアレク！　みんながヒロインである私の登場を待ってくれているわ！　私が登場して、そこから恋のエチュードが奏かなでられるのね！　待ってて私の王子様たち！　恋する乙おと女め、オル子が間もなくあなたたちのもとへ参ります！　おほほほほ！」

「あの、エルザ様？　オル子様が地面に転がって何やら声を……」

「気にしないで、いつもの病気だから。放置しておけばそのうち治まるわ」

　地面に転がってヒレをバタバタさせて大興奮。私の真ま似ねをして、ミュラも地面に転がってジタバタ。むふー！　期待が抑おさえられないよう！　愛され乙女に私はなるう！

　私たちの侵しん入にゆうに気づいたらしく、フロア内の巨きよ大だいザリガニたちが一いつ斉せいに動き出す。

　巨大っていっても、私より全然小さいんだけどね。

「ザリガニさんが四匹ひき……ふふっ、随分と私の命も安くみられたものね！　美しく咲さき誇ほこる花の価値というものをあなたたちに死をもって教えてあげるわ！　たんぽぽオルカ、いきます！」

「一匹貰もらうわね。あとの三匹は適当に押し潰つぶして」

　銃じゆうを構え、エルザはザリガニに発はつ砲ぽう。わお、ヘッドショットカッコいい。見事なスナイプ。

　おっと、私も負けてられないわ。オル子ちゃんの、ちょっといいとこ見てみたい！　そーれ圧殺、圧殺！

「オル子が通りまーす！　ちょっとここを読者モデルに選ばれそうな美少女シャチが通りまーす！　道の舗ほ装そう工事のため、近きん隣りんの住人の皆みな様さまには大変ご迷めい惑わくをおかけしておりまーす！」

『グギュギャッ!?』

　体育館を転々と転がるバスケットボールのごとく、私はダムダムと飛び跳ねてザリガニ三匹を丁てい寧ねいにペチャンコにしてあげたわ。殲せん滅めつ完かん了りよう！

　ザリガニだけあって、守備Ｄは立派だけど、その程度では力Ｓの私は止められなくてよ？

　いい？　あくまで力がＳだからワンパンで倒たおせたわけであって、決して私がおデブちゃんだからというわけではないのよ。そこを勘かん違ちがいしないよーに！

　周囲を見回して、安全確かく認にん、よし！

　私が後方の二人にぴょんぴょんと飛んで安全を知らせると、ミュラが全力ダッシュで私に近づきライドオン。ミュラに遅おくれてゆっくり近づいてきたエルザに話しかける。

「やっぱりステージ２になるとレベルが上がりにくくなるのね。Ｄランクを四匹もまとめて倒したのに上がりませぬ」

「想定内だから気にしてないわ。むしろ四つも上がってるんだから頑がん張ばってる方よ」

　この蒼海の洞窟にきて三日、ルリカのお仕事が終わるのを待つ時間を私たちはレベル上げ作業に当てております。バリバリ敵を無む双そうしてるけど、ちょっぴり寂さびしい上がり幅はば。

　私とエルザのレベルは共に５。まあ、レベル５というより実質25なんだから当たり前と言えば当たり前よね。ＲＰＧならそろそろスチール・ブレードを卒業して良い武器に買い替かえるレベルだわ。

「私たちは気長にレベルを上げつつ、今の自分に馴な染じむ戦い方を探さぐっていくくらいに考えておきましょう。それよりも大事なのはミュラのレベルよ。ミュラはレベル上がった？」

　エルザの問いかけに、ミュラはこくこくと頷く。おお！　レベルアップきたー！

　ミュラがレベルアップすると、まるで我がことのように嬉しいわ。これが母性というものなのかしら。

　よし、私がミュラをどこに出しても恥はずかしくない女の子に育ててみせるわ。そう、この私のように！　この私のように！　大事だから二回言ったわ！　おほほ！

「これでミュラのレベルは15まできたわね。あと５なら二日くらいでいけるかしら」

「うんうん！　ミュラ、あなたが進化できるまでお母さんが頑張ってパワーレベリングするからね！　娘むすめのために戦う母の背中をしっかりと見ていなさいな！」

「いつからミュラの母親になったのかしら」

「これだけ懐なつかれて常に一いつ緒しよにいると、もう私の娘としか思えなくなりました。ミュラはお母さんのこと好きよね？」

　私の問いかけに、ミュラはペチペチと私の頭を叩たたいて肯こう定てい。むふー！　愛されて百周年！　愛され過ぎて申し訳にゃんこでございます！

　翡翠の涙結晶を手に入れて人間に戻もどった暁には、ミュラと一緒にショッピングにいきましょう。美少女二人、可か愛わいい服をたくさん買ってランチと洒落しやれ込こむの。

「そうそう、フォークの使い方はそれでいいのよミュラ。パスタの正しい食べ方ができて一人前のレディというもの。エルザパパ、デジカメで私たちの娘の成長をしっかり撮とって頂ちよう戴だい！　運動会とお遊ゆう戯ぎ会かいでは特に気合いを入れてもらわないと困るわ！　まずは場所取りからよ！」

「さ、奥に進みましょう。この通路の先はまだ行っていないものね」

「ああん、待ってえ！　仕事で疲つかれてるんだよって冷たく放置された気分！　シャチは寂しいと死んじゃうのよ！」

　先に進むエルザを慌あわてて追っかける。

　でもオル子知ってるよ。ご飯のとき、エルザがミュラにこっそり食べてるものをあげては穏やかに笑っているのオル子知ってるよ。

　エルザも大たい概がい親おや馬ば鹿かね！　私にはツンデレだけど！　もっと私にも愛を注いでくれて構わなくてよ！

　ミュラをあやしながら通路を進んでいると、エルザがぴたりと足を止める。ぬ？

「どしたの、エルザ。何かいた？　潰し殺しますか？　転がり殺しますか？　撃うち殺しますか？　ただいまキャンペーン中につきポテトをセットで頼たのむとお得ですよ？」

「しっ、静かに……この先から悲鳴が聞こえるわ」

「ほむほむ、悲鳴とな……え、何それは」

　私には全然聞こえなかったんだけど……通路の先に何かいるってこと？　悲鳴ってことは、それも襲おそう側と襲われる側がいるってことよね？

「女型の魔ま物ものの悲鳴ね。もしかしたら、アクア・ラトゥルネが何者かに襲われているのかもしれない」

「ぬわああんですって!?　彼女たちを誰だれかが襲っているですって!?」

　あの美女美少女の皆様が悲鳴をあげている……美女たちの集まりを強きよう襲しゆうする存在。

　ま、まさか俺様系の美形男の襲しゆう来らい!?　偉えらぶった俺様貴族!?　美少女たちが悲鳴を上げるなんてそれくらいしか思いつかないわ！

　美人魚集団のもとに訪おとずれ『気に入ったぞ。女ども、今日からお前たちは俺様のものだ』なんて言っちゃうの!?　ぬううう、なんてこと！

「エルザ、こうしてはいられないわ！　ミュラをお願い、私が先行するから援えん護ごよろしく！」

　頭に乗っかっているミュラをエルザに預け、私はヒレをバタバタさせてビタンビタンとすっ飛んでいく。

　不覚だったわ。考えてみれば、ルリカはおっとり系美少女、それも清せい廉れん清せい楚そという言葉がよく似合う上に元お姫ひめ様という、まさにパーフェクトにヒロイン要素満まん載さいじゃない！

　ああいう娘こを巡めぐって恋れん愛あいファンタジー物語はドロドロの愛あい憎ぞう劇げきを繰くり広げるのがお約束というもの！　つまり、あの娘の傍そばにいれば確実にイケメンに巡り合えるが道理！

「今からでも遅おそくはないわ！　ルリカの親友役として俺様貴族に嚙かみつき、ルリカと俺様貴族の恋こいを応おう援えんするポジションに滑すべり込むのよ！　そして、物語のエピローグ、ルリカの結けつ婚こん式のシーンで二人を祝福しつつ、私は俺様貴族の親友である優やさし気な男の子とちゃっかり婚約──見えた！　見えたわ！　私の愛のフローチャートおおお！」

　興奮し過ぎて、私のホッピングは乱高下。

　ぼよんぼよんと通路を飛び跳はねながら、私は悲鳴の聞こえるフロアへと飛び込んだ。

　むふー！　ルリカ、親友のオル子がただ今まいりまーす！　びたんびたんびたん、ドリブル、ドリブル、ベジタブルー！

「──待ちなさいっ！　それ以上の狼ろう藉ぜきはこのオル子が許さないわよ！　嫌いやがる女の子を無理矢理だなんてこの私が……許さな……」

「お……オル子、様……？」

『グオオオオオオッ！』

　一段と広いフロアに飛び込むと、そこには超ちよう巨きよ大だいなイカさんがこんにちは。そんな化け物に追い詰つめられているルリカたち。

　え、何このとれたて新しん鮮せん巨大イカ。前に戦ったワニなんて比べものにならないくらいビッグサイズじゃないの。俺様貴族は？　私の旦だん那な様との出会いへの流れは？　イカの親友って人間だったりするの？

　って、このままじゃルリカたちが食べられちゃう！　こんなアホなことを考えてる場合じゃないいい！　人命救助第一！　うおおお、タゲ取りスキルうう！

「『レプン・カムイ』発動！　こいやー！　かかってこいやー！　しゃーんなろー！」

『ゴアアアアア！』

　お尻しりをふりふり、尻しつ尾ぽをふりふり。馬ば鹿かにするようなアクションを見せつつタゲ取り挑ちよう発はつスキル発動！　よし、食いついた！

　足を鎌かま首くびのようにもたげさせ、矢のように放って襲い掛かってきた一いち撃げきをジャンプして回かい避ひ、その勢いのまま敵の純白ボディに体当たりドーン！

　よし、ちゃんと押し返せる、パワーは明らかにこっちが上よ！　力Ｓは伊達だてじゃない！

　私の攻こう撃げき後、間かん髪はつを容いれずに後方からエルザの『サンダー・ブラスター』が飛んできてイカを直撃。さっすがエルザ、タイミングばっちり！

「どうやらこの洞窟の主みたいね。丁度いいわ、強敵相手に進化した私たちがどの程度通用するか試ためしてみたかったところだもの。オル子、やるわよ」

「当然よ。ルリカ、アクア・ラトゥルネのみんな！　戦いが終わるまで避難して待っててね！　今すぐオル子さんがこいつをイカ焼きにしてあげるからね！　だっしゃおらー！」

　私はアクア・ラトゥルネたちを守るように前に出て、巨大イカをゴリゴリと押し返す。

　どっせーい！　はっけよーい、のこったのこったー！　どすこいどすこい！　目指せ昇しよう進しん！

　彼女たちから強ごう引いんにイカちゃんを引き離はなし、私はチラリと視線を後方へ向ける。彼女たち、逃にげてくれたかしら……って、うおおおい!?　なんで逃げてくれないの!?

　なんかみんな揃そろって熱っぽい視線でボーッと私を見つめてるんですけど！　熱いまなざし感じるんですけど！　なんでよ!?

　シャチの戦せん闘とうが物もの珍めずらしいのは分かるけれど、お願いだから早く避難してえええ！　私は水族館で芸を披ひ露ろうするシャチじゃなくてよ！

　で、でも素す敵てきな男の子を紹しよう介かいしてくれたら芸でも土下座でもなんでもしちゃうかも……自分の欲よく望ぼうにちょっとだけ正直な女の子、オル子です！

　イカ大王を壁かべ際ぎわに押し付けてからのー、『識眼ホッピング』！　開幕直後のステータスチェックは戦局を左右する重要な一手だわ！
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　むむ、これまた極きよく端たんな奴やつね。

　体量値が突つき抜ぬけて高いけれど、速度も守備も魔抵もかなり低い。つまり、体力の多さで打たれ弱さをカバーするタイプなのね。

　だけど、この程度なら怖こわくないわよ！　まだヴァルガン洞で戦ったワニのほうが厄やつ介かいね。

　足による攻撃をかわしながら、水族館のイルカのように大きく跳ちよう躍やくし、私はイカの頭にがぶりんちょ！　そして全力で嚙み千切る！

　骨もないから、簡単に頭の一部が食い破れちゃった。むふー！　私ちょっと強くない？

　これは調子に乗らざるを得ないわ！

　ペッとイカ肉を吐はき出し、私は自じ慢まんげに言ってのける。

「ふふん、イカの分際でシャチに喧けん嘩かを売ったことを後こう悔かいするといいわ。たとえダイオウイカであろうと、イカがシャチやクジラに勝利しようだなんて甘……」

『ブッヒュー！』

　ウキウキで高説垂れてたら敵から墨すみ攻撃が飛んできました。

　回避？　調子に乗ってた最中だったのでできませんよ？　全身真っ黒なダークシャチ完成ですよ？　ぶ、ぶ、ぶっころ！　イカなんか怖くねえ！

「『サンダー・ブラスター』！」

　怒いかりの炎ほのおに身を委ゆだねていると、後方から電でん撃げきの援えん護ご射撃が二発飛んできた。ぬ、二発？

　うしろを振ふり返ると、エルザと真っ黒なシャドウ・エルザのダブル美少女が電撃魔法を連発していらっしゃる。

　あ、ミュラがエルザに変身してるんだ。ダブル吊つり目美少女の夢の競演ね！

　そのチャンスを逃のがしてはならぬう！　足の一本に食いつき、全力で嚙み千切る！　シャチの顎あごは流氷をも砕くだく！　足が一本減ってしまい、イカさん大だい絶ぜつ叫きよう。

「凄すごい……これが、オル子様の、お力……」

　ぬ、ルリカたちったらまだ避難できていないのね。

　私たちの戦いにそんなに興きよう味み津しん々しんなのかしら。いや、確かにダイオウイカとシャチの死し闘とうなんてアトラクション、私がルリカの立場でも魅み入いるわ。

　期待されると応こたえたくなるのがオル子さんってもんですよ。仕方ないわね、観客を満足させるためにもこのボス戦、派手にやろうじゃないの！

　私を叩き潰つぶすため、残る足を必死に伸のばしてきたけれど、それらを次々にアクロバット回避する。右にぴょこぴょこ、左にぴょこぴょこ！

　甘い、甘すぎるわ！　その程度で被ひ弾だんしてあげるわけにはいかないわねえ！

　むふー！　私が飛び回るたびにルリカたちから歓かん声せいが上がって気持ちいい！　もっと褒ほめて、もっと褒めて！　オル子さんは褒められるとぐんぐん伸びちゃうタイプなの！

　……って、イカの奴、私に攻撃が当たらないからって、またルリカたちを狙ねらおうとしてるじゃないの。強制ターゲット変へん更こう！　『レプン・カムイ』！

『ガアアアアア！』

　スキルの効果で私を攻撃せざるを得ないダイオウイカさん本当にいと哀あわれナリよ。

　しかも私は体量値Ａ、守備Ａ、速度Ｂのシャチートボディ。ワニの攻撃力ならまだしも、イカさんごときじゃ私の守りは崩くずせないわ。

　私はひたすらイカに体当たりしたりして、ルリカやエルザたちから敵を引き離すだけでいいもんね。思い出したように嚙みついたりしてダメージも与あたえる感じ。

　そうすれば、エルザとミュラが遠えん距きよ離りからチクチクとダメージを稼かせいでくれるわ。

　ふふ、体量値がＳであっても、日本ゲームに古くから伝わる『ハメ』と『ケズリ』の前では無力！　お前はもう、詰んでいる！　おっと、『レプン・カムイ』発動っと。

　わはー！　タゲ取りって楽しーい！　このスキル最高だわ！　テンションアゲアゲよおお！

「ねえ、どんな気分？　襲おうとしたアクア・ラトゥルネたちを前にしながら、何もできずにひたすら蹂じゆう躙りんされるってどんな気分？　ぷーくすくす！」

　やばい、今の私って凄く輝かがやいてる。私ってば凄く悪女だわ！

　今ならメインヒロインが登場しても悪役令れい嬢じようとして任務を完かん遂すいできる気がする！　学園内に突とつ如じよ現れた天然ヒロインに、私は颯さつ爽そうと嫌がらせを行うの！

『まあヒロインさん！　課題の提出は明日までだというのに、まだ終わっていませんのね？　ふふん、これだからあなたは駄だ目めなんですわ！』

『ごめんなさい、オル子さん。私、これからアリエス第一王子とデートの約束がありまして……私の分の課題をお願いできますか？』

『おーっほっほっほ！　仕方がありませんわね！　この優ゆう秀しゆうな私ですから？　不出来なあなたの代わりにやってあげてもよろしくてよ！』

『流石さすがオル子様です！　私たちの課題もよろしくお願いします！　私たちも婚約者とデートがありますので！』

『お──────っほっほっほっほっほ！　よろしくてよ、よろしくてよ、よろしくてよ！　優秀過ぎるこの私が！　取り巻きの皆みなさんの分も終わらせてあげますわ！』

『オル子さん、とても優しいんですね！　オル子さんは婚約者とデートにはいかないんですか？』

『ほほほ、私に婚約者なんていませんもの！　課題が終わったらペットのポチ丸まるの散歩くらいしかやることありませんのよ！　大絶賛彼氏募ぼ集しゆう中ちゆうですわー！　おーっほっほっほっほっほ！』

『流石オル子様！　一生ついていきます！』

　やばい、いける。私、人化しても悪役令嬢として全然やっていける！　待っててポチ丸（ポメラニアン３歳オス）！

　私の未来の幸せの為ためにも、アクア・ラトゥルネたちを食べようとしたこのイカは万ばん死しに値あたいするわ！　私の人化のためにも、この娘こたちは絶対に死なせはせんぞー！

　私とエルザ、そしてミュラの激しい猛もう攻こうによってイカちゃんはだいぶ衰すい弱じやくしてきたみたい。体量値Ｓと言っても、力Ｓや魔力Ａにここまで集中攻撃されてはね。

　よし、そろそろ頃ころ合あいかしら。ここでビシッと格好良くトドメを決めなくちゃ！

「さあ、終わりにしてあげる！　悠ゆう久きゆうなる時を遥はるかなる原初の理ことわりにうんちゃらかんちゃらなんとかかんとか！」

　格好いい決め台詞ぜりふを言おうとしたけれど、全然思いつかなかったので最後は適当に誤ご魔ま化かしました。気にするな！

　私はイカ大王の懐ふところ深ふかくまで潜もぐり込み、その巨きよ体たいを持ち上げるように体当たり。

　イカちゃんの体がくの字にへし曲がったのを確かく認にんして、必殺技わざ解放。くらえ、これが私の最強の一撃！　凶きよう悪あくなワニをもねじ伏ふせた究極奥義『ブリーチング・クラッシュ』よ！

『ギャアアアアア！』

　殺人的な加速で巨体を持ち上げ、そのまま洞どう窟くつの天てん井じように激げき突とつ。

　ジャンプしてその速度を利用して踏ふみつける技なんだけど、最近は洞窟戦せん闘とうばかりなので、本来の用法とは異なる使い方ばかり。でもまあ、ダメージは入ってるし問題なし！

　私の一いち撃げきで、イカちゃんは完全に戦闘不能。天井からゆっくりと地面に落下し、ぴくりとも動かなくなった。むふー！　あーいむ、ウィナー！

[image: ]

『レベルが５から７に上がりました』

　わはー！　レベルアップだー！　レベルアップは嬉うれしいにゃあ。

　私が上がったってことは、エルザはもちろんのこと、ミュラのレベルもグッと上がったんじゃないかしら。進化が楽しみ楽しみ。

　私がイカの死し骸がいの前で勝利の余よ韻いんに浸ひたっていると、頭の上に軽い衝しよう撃げき。ミュラが飛び乗ってきたのね。エルザも杖つえを下ろして近づいてきてくれる。

　むふー！　ミュラ、お母さん頑がん張ばったわよ！　私の悪役令嬢としての頑張り、見てくれたかしら！

「随ずい分ぶんとあっさり倒たおせたわね。敵のランクはどれくらいだったの？」

「[image: －Ｃ]だったわ。ステータスが大したことなかったから怖い相手じゃなかったかも。これならワニさんの方が厄介だったわね」

「私たちがステージ２に進化済みだったというのもあるでしょうね」

　エルザは杖を一ひと振ふりして私にクリーンの魔法をかけてくれた。あ、そっか、墨すみ塗まみれだったの忘れてたわ。イカめ、乙おと女めのオシャレを何だと思ってるのかしら。ぷんぷん。

　魔法で綺き麗れいになった私に、エルザは一息ついて言葉を紡つむぐ。

「綺麗になったなら、彼女たちに声をかけてあげなさいな」

「彼女たち？」

　私はエルザの視線の先、背後へと振り向く。

　すると、そこにはルリカをはじめとしたアクア・ラトゥルネの女の子たちが全員そろって頭を下げていた。

　両ひざを地面につき、深々と頭を地につける……なんという見事な土下座。まるで大名にでもなったような……って、違ちがう！　何してるのこの娘たち!?

　土下座は私の得意分野であって、あなたたちのような可か憐れんな美少女がすることではなくてよ!?

「る、ルリカ、どしたの!?　他ほかのみんなもそんな深々と頭を下げなくてもいいのよ！」

「アクア・ラトゥルネの命を救って頂いたこと、心より感謝申し上げます、オル子様」

　ゆっくりと顔を上げたルリカの表情は、熱に浮うかされたような……たとえるなら恋こいする乙女そのもの。いえ、ルリカだけじゃなくてアクア・ラトゥルネの女の子たち全員がそんな状態。

　な、何この変なプレッシャー。馬ば鹿かな、この[image: ＋Ｂ]ランクのオル子さんが美少女に気け圧おされて……ひいい！　なんか背中がゾクゾクする！　めちゃくちゃ怖いんですけど！

　よく分からないけど、なんだかとんでもない地じ雷らい踏ふみ抜いた気がする！　エルザさん、へるーぷ、へるうううぷ！

　ぴょこぴょこ飛び跳はねて、エルザの後ろに隠かくれる私。チキンな乙女ですまぬ、すまぬ……でも、ルリカたちのこの反応はちょっと異常よ。

　はっ、まさかこれが吊つり橋効果なるものなの!?　ダイオウイカに襲おそわれて、命の危機から脱だつ出しゆつしたドキドキを私への恋心と勘かん違ちがいしたみたいな!?　オル子さんは身も心も至ってノーマルですぞ！

　顔をヒレで隠してぷるぷる震ふるえることしかできない私に、エルザは溜ため息いきをついて代わりにルリカたちに声をかける。

「いい加減頭を上げて立ちなさい。あなたたちがそんな反応をするから、オル子が困こん惑わくしちゃってるじゃない。この子、見た目は怪かい物ぶつだけど中身は小魚なんだから怖がらせないで」

「それは失礼しました。先ほど、我らを救うために戦うオル子様の姿が、まるでオルカナティア様が再びこの世界に舞まい降りたように思えてしまって……」

　あー、うん、そういうこと。申し訳ないけど、私、その魚とは違うシャチなのよ！

「んもう、そういうことなら早く言ってよね！　ルリカたちの私を見る目が怖こわくて、ついついいけない想像をしてしまったじゃないの！　確かに私も女め神がみみたいなところがあるけれども！　女神と見み紛まごうほど可か愛わいさ全ぜん振ふりみたいな容姿をしているけれども！」

「ふふっ、そうですね。オル子様はとても愛らしいお姿をされておりますから」

「おほー！　褒められました、この世界にきて初めて容姿を褒められましたよ！　エルザさん、ちゃんと聞きましたか！　これがオル子さんへの正しい飴あめのあげ方なんですよ！　私は褒められて伸びる子なんだから、しっかり勉強しておくように！」

「それで、魔ま物ものに襲われていたようだけど、食料集めは終わったの？　もし終わったようなら、海王城とやらに向かいたいのだけれど」

　ヒレをビシッと突つき出した私の要求をエルザはいつも通り完全スルー。知ってた。

　エルザの問いかけに、ルリカは困ったように眉まゆをハの字にして、力なく首を横に振る。

「私たちの集めていた食料なのですが、どうやら先ほどの魔物に荒あらされてしまったらしく、住居含ふくめてめちゃくちゃにされていました」

「つまり、アクア・ラトゥルネの居住区にこいつは先に現れ、もぬけの殻からだったからこっちに移動してきたって訳ね。人の被ひ害がいは？」

「怪け我が人は数名いますが、命に別状はありません。軽い怪我であれば、私の治ち癒ゆスキルで癒いやせますので問題ないかと。死者が出なかったのは、ひとえに皆みな様さまのおかげです」

　なるほど、ダイオウイカの犠ぎ牲せい者しやが出なくて何よりだわ。ルリカは治ち療りようスキルなる便利技を持ってるみたいだし、すぐに怪我人の治療もしちゃったのね。

　安あん堵どする私に、ルリカは申し訳なさそうに頭を下げる。

「申し訳ありません、オル子様……このような状じよう況きようになってしまった今、皆様を海王城へと案内することはできなくなってしまいました」

「うえええ!?　そ、そんにゃあ！」

「今回はオル子様のお力で助けて頂きましたが、あの魔物が一匹ぴきで終わりとは限りませんから。もしかしたら群れの中の一匹という可能性を排はい除じよできない以上、群れの長おさとして私は皆を率いて別の安全な住み処かを探さなければなりません」

　ううう、そうよね……今の場所、むちゃくちゃにされて住めなくなっちゃってるみたいだもんね。さっきのイカの子どもとか兄弟とかが出ないとも限らないし。

「移住するのはいいけれど、良い場所に心当たりなんてあるの？　見たところ、あなたたちは戦せん闘とうを得意とする種族ではないのでしょう？　何も考えずに住み処を探し回っても、また似たような魔ま獣じゆうに襲われて終わりでしょう？」

「そうですね……ですが、それでも何とかしなくてはなりません。父が死しても、私についてくることを選んでくれた二十八名の同どう胞ほうを守ること、それが私の為なすべき使命なのですから」

　必死に笑えみを浮かべようとするルリカだけど、心から笑えていないのが丸わかりだわ。

　この世界はあちこちに化け物がいるみたいだから、戦いを得意としないルリカたちのような種族には生きにくいんでしょうね。弱肉強食が掟おきてとはいえ、なんだかにゃあ……

　アクア・ラトゥルネのみんなが戦いと無む縁えんに生きていければいいんだけど。

　折せつ角かくの美人さんなんだし、こう、貴族の館やかたか何かでメイド服に身を包んで、そういうお仕事にでも従事しつつ、のんびり余よ暇かを……館で給きゆう仕じ？

　う、うおお！　ピーンと来た！　そうよ、この娘たちみんなまとめてオル子ハウスで働いてもらえばいいんじゃないの！

　広い館だけど、住人は私たち三人しかいないから部屋は全然使わないし、手入れもされないしで勿もつ体たいないと思っていたのよ！　この娘たちを雇やとえば、全部解決じゃない！

　アクア・ラトゥルネの美人さんたちが働いてくれたら、私の夢である令れい嬢じよう生活も捗はかどるってもんだわ！　朝起こしてもらって、料理も用意してもらって、ドレスも着付けしてもらって、むふー！　気合い入ってきたー！

　私はツンツンとエルザをヒレで突つついて小声で相談開始。

「エルザ、エルザ。この子たちに是ぜ非ひともマイハウスで働いてもらいたいんだけど。館のお掃そう除じとかお料理とかをしてもらう代わりに、私たちは住むお家うちと安全を提供してあげるの。どうかな、こういう話を魔物にするのって失礼に当たったりしない？」

「アクア・ラトゥルネは戦闘種族じゃないようだから、問題ないでしょう。恐おそらくルリカ以外の面々は、もともと海王城でその手の仕事に従事していたでしょうから」

　そうよね。ルリカはお姫ひめ様で、彼女についてきたってことは、この子たちはみんなルリカの身の回りの世話とかをしてた可能性が高いのよね。だったら私の求める人材にジャストフィットしてるってことじゃない！　よし、これはもう勧かん誘ゆうするしか！

「ねえねえ、ルリカ。オル子さんから一つ提案があるんだけど、いい？」

「提案、ですか？」

　首を傾かしげるルリカに、私はウチで働かないかと勧誘の話を始めたわ。

　衣食住の保証！　一人一部屋とはいかないけれど、二人一部屋は必ず用意！　休きゆう憩けい時間は当然、休日もきっちり割り振ふります！　みんなで力を合わせて、シャチのお世話を担当するクルーになってオル子水族館で働きませんか？

　私の話を聞いて、目を丸くして驚おどろくルリカ。さあ、返答やいかに！

「本当にその条件でよろしいのですか？　命を守ってもらえるうえに、部屋まで用意して下さり、たったそれだけの労働だなんて」

「いいのよ！　というか、エルザの師し匠しようにもらったお家は広過ぎて、正直持て余しちゃってるの！　掃除も何もする暇ひまがないから、ルリカたちが来てくれると本当に助かっちゃう！　だからお願いします！　どうかウチのメイドになって！」

「オル子に遠えん慮りよするのではなく、しっかり打算を働かせて結論を出しなさい。私が高みを目指すためにこの子を利用しているように、あなたも仲間を守るためにオル子の力を利用すればいい。オル子も『翡翠の涙結晶』を手に入れるため、快適に暮らすために、あなたたちを利用しようとしているのだから」

　それってつまり、言い方を変えると持ちつ持たれつで支え合おうってことですよね。

　むふー！　変に悪ぶろうとしても、エルザってば相変わらずの良い娘こなんだから。本人にそれを言うと間ま違ちがいなく怒おこられるから言わないんだけども！

　数十秒ほど悩なやんだのち、やがて決心したのか、ルリカは深々と私たちに『お世話になります』と頭を下げてくれたわ。やったー！　仮契けい約やく成立よー！




　ミュラを頭に乗せ、私はぴょこぴょこと上じよう機き嫌げんで飛び跳ねて洞どう窟くつの外へと向かった。もちろん、ルリカたちをマイハウスにご招待するためよ！

　まずは職場見学！　館をぐるっと回って、この娘たちがＯＫを出してくれれば晴れて本契約！　とうとう我が家にも夢の給仕さんが！

　部屋なんていくらでも余ってるし、好きなように使ってもらって、備品も好きなの適当に移動してもらって……うおおお！　やることいっぱいできちゃった！

　この調子ならそろそろ領地経営令嬢にクラスチェンジできるかもかーも！　特産品の美味おいしい美味しいシャチクッキーはいかが？

　私を先頭に一通り家の中を回った後は自由行動。ルリカたちは現在、好きなように館内を回ってる最中。これから住む部屋を決めたりしてもらってるわ。

　その間、私は休憩タイム。ボス戦頑がん張ばったからね！　マイルームで寝ね転ころがってリラックスタイムを満まん喫きつ中よ。ごろごろーん。ごろごろごーん。ついでにストレッチもしておこうかしら。背筋も伸のばしー。

「オル子の仰あお向むけってなんだかとてもシュールな光景よね」

「スレンダー美少女を目指す私としては、毎日の軽い筋トレとストレッチは欠かせないのよ。明日あしたのくびれのためにも足上げならぬ尾おびれ上げ腹筋よ！　むふー！　ミュラ、お腹なかがくすぐったいわ！」

　仰向けになっている私のお腹にミュラが満足そうに乗っかっている。いつもの日常ね。私のお腹を手でぷにぷに押す姿はなんだか猫ねこの赤ちゃんみたい。

　ミュラの頭を撫なでてあげようとするも、ヒレが届かないでござる。私のお腹のでっぱりよりも腕うでが短いのは悲しいわ。ふ、太ってるわけじゃないんだけどね？

「でも、ルリカたちがウチで働くことにＯＫしてくれて助かったわ。誘さそったはいいものの、賃金ゼロボーナスゼロの職場だから拒きよ否ひされるかもと思ったもん」

「するわけがないでしょう。あなたに命を救われ、他ほかの魔物に怯おびえて暮らす必要のない住み処まで与あたえられているというのに。あなたはアクア・ラトゥルネの主となったのよ」

「エルザってば大おお袈げ裟さね。何はともあれ、ウチがにぎやかになるのはいいことだわ。ルリカたちって料理とかできるかしら？　そろそろリンゴ丸かじり生活から卒業したいんですけど！」

「さあ、どうかしらね」

　私もエルザも料理できない系女子だから、ルリカたちの女子力に期待するしかない。

　いや、できない訳じゃないのよ？　前世の私だったら、それはそれは大したものよ？　でも、ほら、シャチだと包丁持つ時点でアウトなわけで。

　魚料理とかできてくれたらいいなあ。最低限文化的な生活に戻もどるためにも、ルリカたちに頑張ってもらいましょう。うん。

「それよりもオル子、これから何をすべきなのか分かってるわよね？」

「ごはん！　おねむ！」

　真面目まじめに即そく答とうしたのに、エルザに杖つえで横腹を突かれた。ひどい。家庭内暴力反対。

　すべきことなんてあったかしら。今日の冒ぼう険けんは終わりだし、ご飯食べてゆっくりするだけだと思ってたんだけど……

　そんなことを考えていると、エルザさん超ちよう呆あきれ顔。そ、そんなに駄だ目めな回答だったの!?　面と向かって溜ため息いきつかれると凹へこむから止やめて！

「オル子、あなたは翡翠の涙結晶を手に入れて人化したいのではなかったの？　そのためには海王城に向かわなければならないでしょう？　ルリカに明日、海王城へ案内してもらうようにお願いしておかないと駄目でしょ」

「……おおう!?　そうでした！」

「全くもう……聞いての通り、こういう娘よ。これから沢たく山さん苦労することになるから覚かく悟ごしておきなさいな」

　エルザの視線が私の後ろへと向けられる。ほむ？

　私はゴロンと転がって後ろの扉とびらを向くと、そこにはルリカが。あれま、聞いてたの？　はずかち！

　クスクス笑ってるルリカに、私はヒレをふりふりと振って声をかける。

「おかえりりーん。もう他のアクア・ラトゥルネの部屋は決まった？」

「はい。皆みな、緊きん張ちようの糸が切れたようで、体を休めています。命を助けて頂いた上に、このような素す晴ばらしい居場所まで私たちに与えて下さり、オル子様には……」

「硬い、硬いわよルリカ！　もっとりらーっくす！　そしてフレンドリーに接してくれてもいいのよ！　今日から私たちは一つ屋根の下で暮らす家族なのだから！　お礼を言う時はありがとう、それだけでいいの！」

　ぴょこんぴょこんと跳はねてルリカの緊張をほぐしてあげる。うんうん、良い感じに力が抜ぬけてきたかな？　よきかなよきかな！

「今度は私が約束をしっかり果たす番ですね。明日、海王城への案内はお任せください。海王城はこの地より西へ海岸沿いに向かった先に存在します」

「海沿いに西ね！　移動はオル子さんにお任せよ！　自動車ならぬ自動シャチで爆ばく走そうしてあげる！　今流行はやりの自動運転機能付きよ！」

「ミュラが今レベル19だから、海王城につく前に進化できるかもしれないわね。向こうで何が起こるか分からないもの、可能ならば進化させておきたいところだわ」

　そうでした。ミュラもステージ２が目前なのよね。いったいどんな進化をするのかしら。

　ミュラをお腹の上でモフモフしていると、ルリカが私たちにお願いをしてきた。

「オル子様、エルザ様。もし許して頂けるなら、私も戦列に加えて頂けませんか？　アクア・ラトゥルネの代表として、ご恩をお返しさせて頂きたいのです」

「あなた、戦えるの？」

「ステージ２、ランクは[image: ＋Ｄ]です。肉にく弾だん戦に自信はありませんが、癒いやしと補助スキルを所有しております。敵を打ち倒たおすことは不得手ですが、オル子様やエルザ様、ミュラ様を支し援えんするのに役立てるかと思います」

　え、マジで？　ルリカって戦える系お姫様だったの？　攫さらわれてヒゲおじさんの助けを待つポジションかと思ってた。

　ええと、ちょっと失礼、『識眼ホッピング』発動！　そいや、そいや、そいやっさ！






　　名前：ルリカ

　レベル：４

　　種族：アメジスト・ラトゥルネ

ステージ：２

　体量値：Ｄ　魔ま量りよう値ち：Ｃ　力：Ｆ　速度：Ｄ

　　魔力：Ｃ　守備：Ｅ　魔ま抵てい：Ｄ　技量：Ｄ　運：Ｄ






　　総合ランク：[image: ＋Ｄ]






　わあお、平均的ではあるけれど、確かに[image: ＋Ｄ]の能力持ち！

　しかも回復魔法と補助特化って、まさに今の私たちが求めてやまないタイプじゃない。強いボスと戦ったり迷めい宮きゆうに潜もぐったりするのに回復役は必ひつ須すだもの。

　ルリカがいれば、この世界の雑ざ魚こ敵を正面からガンガン叩たたき潰つぶせそう！　ダメージなんて怖こわくない、怖くないったら怖くない！

「ルリカ、あなたの使用できるスキル全すべての詳しよう細さいを教えて頂ちよう戴だい」

　ぬう、興きよう味み津しん々しんのエルザにルリカが取られちゃった。

　桃もも色いろ髪がみと青あお髪がみのコントラスト、綺き麗れいだわあ。吊つり目とおっとり目なところも対照的。

　やっぱり、美少女って絵になるわね……むむ、つまり私も二人のなかに入れば美少女ということ？　人化できた暁あかつきには二人に負けない美少女になること間違いなし？

　よし、私も二人の輪に入って美少女パワーを分けてもらおうっと。いくわよミュラ！　せーの、よいせっ、よいせっ、エルザとルリカの間にお邪じや魔ましまーす。

　ぐいぐい、ぐいぐい……ふー、二人の間に割り込み完かん了りよう。二人で内ない緒しよ話ばなしでイチャイチャするなんてズルいじゃない。シャチも仲間に入れて頂戴よー。

「オル子、邪魔。今、大事な話をしているの。退たい屈くつならその辺で遊んでなさい」

　にべもなく部屋からポイッと追い出されました。

　あれ、ここ私の部屋なのに……おかしいね。最近、エルザの私に対する扱あつかいが雑になってきている気がするの。

　これは許せないわ！　デモよ！　ストライキよ！　離り婚こん調停よ！　もっと私を愛して！　部屋の扉をヒレでべしべしと叩きながら猛もう抗こう議ぎ。

「うおおー！　エルザの馬ば鹿かー！　もっと私を大切に扱いなさいよー！　シャチを虐いじめちゃ法律で罰ばつせられるのよ！　エルザを鳥ちよう獣じゆう保護法違い反はんの疑いで逮たい捕ほするう！　『オル子ちゃんは世界で一番可か愛わいいお姫ひめ様！』って叫さけびながら部屋から出てきなさーい！」

　必死に訴うつたえてもエルザは相手してくれませんでした。さみちい。






　　名前：ルリカ

　レベル：４

　　種族：アメジスト・ラトゥルネ（進化条件　レベル20）

ステージ：２

　スキル：アクア・アロー（遠くの敵を水の矢で魔法攻こう撃げき）

　　　　　癒しの海風（離はなれた味方みんなの傷を少しだけ癒す治ち癒ゆ魔法）

　　　　　癒しの撫ぶ手しゆ（触ふれた味方一人の傷をとても癒す治癒魔法）

　　　　　水のヴェール（味方全体の守備を少しだけ上げるヴェールを展開）

　体量値：Ｄ　魔量値：Ｃ　力：Ｆ　速度：Ｄ

　　魔力：Ｃ　守備：Ｅ　魔抵：Ｄ　技量：Ｄ　運：Ｄ






　　総合ランク：[image: ＋Ｄ]






「ぬぬ！　そろそろきたんじゃないかしら！」

　翌朝、海王城へ向かう道中。本日二十二匹ひき目めのカエルを轢れき殺さつ完かん了りよう。ふ、またつまらぬカエルを倒してしまったわ。

　私は後方に下がっているミュラに視線を向ける。するとミュラは、私にこくんと力強く頷うなずき返してくれた。おおお！　ミュラ、とうとうレベルが20になったのね！

　ぼよんぼよんと跳ねながら、私はミュラに近づいて頰ほおずり頰ずり。

「レベル20おめでとうミュラ！　とうとうミュラが進化の時を迎むかえるなんて、お母さん嬉うれしいわ！　ここまでよく頑がん張ばったわね！」

「頑張ったのはカエルを潰しまくっていたあなただと思うんだけど。それよりもミュラ、あなたの進化先に『オルカ』と名の付いた進化先はあるかしら？」

　エルザの質問に、ミュラはこくんと再び首を縦に動かした。

　おおー！　オルカ進化がミュラにも存在してるのね！　シャチの呪のろい、恐るべし！

「ミュラが喋しやべれないから他の進化先を知ることができないけれど、まず間ま違ちがいなくエクストラ・クラスの方が強くなれるでしょう。ミュラ、進化先はオルカと名のつく方を選んで。そっちがオル子に関係する進化先だから」

「オル子様の名を冠かんする進化先、ミュラ様が凄すごく羨うらやましいです……私もステージ３に上がればエクストラ・クラスに進化できるのでしょうか」

　羨ましそうな顔でミュラを見つめるのはルリカ。

　心配しなくても間違いなくなれると思うわ。シャチの呪いは仲間になった人に対して見境なしっぽいし。本当に性質たちの悪いウイルスみたい。

　私たちから少し離れて、ミュラは瞳ひとみを閉じて意識を集中。おお、し、進化しちゃうのね！　エルザ、デジカメの準備しましょう！　娘むすめの一世一代の晴れ舞ぶ台たいを記録するのよ！

　眩まばゆい光に包まれ、ゆっくりと収束した中から再びミュラが姿を見せた。エルザの進化したときと同じで、ミュラの服装が大きく変わっちゃってるわね。

　これまでのドレスのような格好から、彼女の全身をすっぽりと覆おおうようなフード付きのシャチパジャマに。

　白黒の色調、そしてコミカルな表情を浮うかべた顔のシャチが特とく徴ちよう的なもこもこパジャマ、うむ！　かわいいいい！

「ミュラ、とても可愛いわよ！　シャチのパジャマなんて、そんなにあなたはお母さんが好きなのね！　私も大好きよ、世界で一番愛してるわ！」

　これでもかと褒ほめると、ミュラは満足げに私の顔に抱だき付く。

　むふ！　親子の愛を確かめ合う瞬しゆん間かん、これぞ絆きずなだわ！　シャチとシャチぐるみ娘の感動シーン！　そんな私たちに、エルザは肩かたを竦すくめつつ確かく認にん。

「オル子、『識眼ホッピング』よ。ミュラのステータスがどう変化したのか教えて頂戴」

「おっと、そうでした。むむむむーん！　電波受信、『識眼ホッピング』ー！」

　ミュラのステータスをチェックするべく、スキル発動！　どれどれ、ミュラの能力はどう変わったかなあ。






　　名前：ミュラ

　レベル：１

　　種族：オルカナ・デモン

ステージ：２

　体量値：Ｆ（Ｇ→Ｆ）　魔量値：Ｓ（Ａ→Ｓ）　力：Ｆ（Ｇ→Ｆ）　速度：Ｆ（Ｇ→Ｆ）

　　魔力：Ｅ（Ｇ→Ｅ）　守備：Ｅ（Ｇ→Ｅ）　魔抵：Ｄ（Ｅ→Ｄ）　技量：Ｓ（Ａ→Ｓ）

　　　運：Ｃ






　　総合ランク：[image: －Ｂ]（[image: －Ｄ]→[image: －Ｂ]）






　おかしいでしょこれ。

　何がおかしいとかじゃなくて、いや、えーと、えええ？　能力上じよう昇しよう凄すご過すぎない？

　能力が二段階あがってるものもあるし、魔量値と技量なんてＳよ。Ｓ二つって、私でもないわよ？　リナクラスじゃない。ステージ２でこれって、ステージ上がっていったらどうなるの？

　総合ランクも[image: －Ｂ]まであがってるってことは、えっと……六段階昇進？　エルザと同じ上がり幅はばとはいえ、ランクが[image: －Ｂ]まで上昇って……

「エルザ、ルリカ」

「何？」

「どうしました？」

「私の娘が未来の魔王かもしれない件について。本物のチート能力者っているものなのね」

「つまらないこと言ってないでどうしたのかちゃんと説明しなさい」

　半信半疑状態ながら、私はミュラの進化について二人に説明する。

　説明後、ルリカは私のように啞あ然ぜんとして、エルザは考え込む様子を見せている。そりゃ驚おどろきもするし考えもするわよね。

　こてんと首を傾かしげるミュラ。やだ、凄く可愛い。ミュラの天使っぷりをみていると、なんだかどうでもよくなってきたわ。

　ん？　何、ミュラ？　何か伝えたいことがあるの？　ほむ。

「自分の時も実感したことだけど、オルカ進化、とんでもない力ね。配下の魔物を簡単に強くすることができる、すなわち強力無比な軍団を容易に生み出すことができるということ。それはまるで……」

「エルザ、エルザ！　ミュラが何か見せてくれるみたいよ！　新スキルかも！」

「っと、ごめんなさい、ボーッとしてたわ。ミュラ、あなたの新しい力を見せてくれる？」

　両手を翳かざし、ミュラは意識を集中させ始めた。これはミュラのいつも使っている変身能力と同じ流れね。

　そして、掌てのひらに生み出したのは黒い球。けど、これまでと違ちがうのはそのサイズ。今までのが野球ボールだとしたら、今回のは大きい。バランスボールくらいあるかしら。

　大きな黒球にミュラは力を込め続け、その形を大きく変形させていく。ミュラの力によって生み出された黒球は、みるみるうちに形状を見慣れたシャチボディに変えた……って、またこれ私じゃないの!?

「小さなオル子様ですね。色は真っ黒なうえに、大きさはかなり縮小されてますが」

「以前生み出されたチビオル子はミュラに食べられちゃったわけだけど……まさかミュラ、このチビオル子二号も食べちゃうの？」

　ミュラの方を見ると、ブンブンと首を振ふって否定。食用ではないんだ。

　じゃあこれ、いったいどうやって使うのかしら。抱き枕まくらとしてはなかなか便利そうな感じだけど。首を傾げていると、ミュラが生み出したチビオル子に飛び乗った。

　その瞬間、チビオル子の目が光り輝かがやき、バタバタとヒレを羽ばたかせて空を飛び始めちゃった。な、なんと！　こいつ、動くの!?

　数メートルほど空を飛び、その場でグルグルと旋せん回かいしだすチビオル子とミュラ。おおお！　まさかの乗り物を生み出すスキルだったのね！　ごいすー！

　感動していると、真っ黒なチビオル子の口がパクパクと動き、そこから機械的な音声が発される。

『カレシホシーヨー！　カレシホシーヨー！』

「ちょ」

『オウジサマボシュー！　オウジサマダイボシュー！』

「驚いたわね。オル子そのものじゃない。どっちが本物か分からなくなっちゃうわ」

「そうですね、よく見ないとどちらがオル子様か間違えてしまいそうです」

「ちょ、二人とも酷ひど過すぎない!?　私あんな直球なこと言わないでしょ！　もっとオブラートに包んで慎つつしみ深く言うもん！　ほほほ、大和やまと撫なでし子こオル子さん、はんなりはんなり、殿との方がた募ぼ集しゆう中どすえ？」

「あ、目から攻こう撃げきを放ってる。移動と攻撃を兼かねるなんて凄いわね」

　チビオル子が目からビームを放ちながら名めい誉よ毀き損そんも甚はなはだしい台詞せりふを吐はきまくってる！

　や、野や郎ろう！　ぶっ壊こわしてやるう！　そんなことするとミュラが悲しむから口だけなんだけど！　くそうくそう！

「何はともあれ、素す晴ばらしい進化だわ。変身能力に加え、ステータスの上昇、そして変身せずとも戦うことのできる新スキル獲かく得とく、申し分ない強さを得たわね」

「むあああ！　ミュラ、その全然似てない偽にせオル子は戦せん闘とう時以外乗っちゃいけません！　ほら、そんなのポイしてお母さんの背中においでまし！」

　私の声に反応して、ミュラは地面すれすれまで急降下。

　ぽひゅんと間ま抜ぬけな音を発して偽オル子は霧む散さんし、ミュラは再び私の上にライドオン。うむ！　ぽっと出のパチモンにミュラは渡わたさないわ！　やっぱりオル子がナンバーワン！　やっぱり本物がナンバーワン！

「ミュラも無事に進化したことだし、さっさと海王城とやらに向かうとしましょうか。ルリカ、道案内をお願いするわ」

「任せて下さい、エルザ」

　あれ？　ルリカ、今エルザのこと呼び捨てにした？　仲よさげ？

　ぬぬ、いつの間に距きよ離りを縮めたのよ。あ！　昨日私を追い出して二人っきりになったときに仲良くなったのね！　ずるいわ、ずるいわ、ずるいわ！

　ルリカのスカートをヒレでグイグイと引っ張って、シャチの必死の主張。

「ルリカ、ルリカ。私のこともオル子って呼んでいいのよ？　エルザみたいにフランクに！」

「それはできません。オル子様は私たちのご主人様ですから……ああ、落ち込まれているオル子様のご尊顔もとても魅み力りよく的で私、参ってしまいます。こんな夢のような世界を今まで独り占じめしていたなんて、エルザはずるいわ」

「ずるいと言われてもね」

　ルリカに拒きよ否ひられトボトボと敗走。いいえ、これは逃にげではない、明日への前進よ。

　主従関係とかじゃなくて、もっとこう、柔やわらかい関係に寄せていけないかしら。ご主人様よりもお友達、そういうものにシャチはなりたい。




　三人を背に乗せて海岸沿いに西にぴょこぴょこ跳はねること数時間。

　見えてきました海王城。海岸に面するように建てられた、なんだか超ちよう巨きよ大だいな巻き貝を思わせる水色建造物。ううん異世界アート。

「あちこちひび割れたり穴が空いたりしてるのは、前衛的な芸術か何か？」

「私たちが城から出て行ったときは、綺き麗れいな状態だったのですが……おかしいですね」

　お城を見ながら、ルリカは困こん惑わく気味の表情を浮かべるばかり。

　城がボロボロになってるってことは、もしかしなくても何やらあそこで物ぶつ騒そうなことが起きてるってこと？　ドンパチやってるかもしれないってこと？

「戦いが行われているのか、もしくはそれが終わった後なのか……判断に困るわね」

「近づいてみる？　お城の扉とびらをノックすれば、誰だれか出てくるかもしれませぬ。とりあえず、私だけで行ってみるから、みんなはここで待機をお願いね」

　みんなから離はなれて、私はぴょこぴょことお城の入り口付近へ近づいてみる。

　入り口付近には、少し大きめのサメが空を泳いでたわ。クユルの森で会ったタイプとはまた違うタイプね。結構大きめ、オオメジロザメかな？

　私の姿に気づいたサメたちは、空から滑かつ空くうするように私へと襲おそい掛かかる。や、やっぱり襲い掛かってくるのね。もう慣れたわー。

「サメごときがシャチを喰くおうなど片腹痛いわ！　『ブリーチング・クラッシュ』どーん！」

「グギギ！」

　上空へ舞まい上がり、一気に叩たたき潰つぶす必殺スキルでペチャンコです。あーいむ、ウィナー！

　残る一匹ぴきも近づいてきたところを尻しつ尾ぽビンタで返り討うち。うむ、サメだけどそこまで強いとは感じないわね。

　お城の扉をこっそりあけて、中を覗のぞくと、あちこちがサメだらけ。うわあ、ホラー映画もびっくりね。ここに人間を投げ入れたらあっという間に惨さん劇げきだわ。

　死体を咥くわえ、私は飛び跳ねてみんなのもとへ。サメの死体をぽいっと吐き出して、お城の中の状じよう況きようをエルザたちに説明。

「このような魔ま物ものは海王城にはいませんでした。プランネルの配下でもないと思います」

「となると、何者かが城を襲い、海王城にいた魔物を一いつ掃そうして自分の城として使っているのかもしれないわね。もしそうなら、随ずい分ぶんと好戦的な魔物のようだけど……どうするの、オル子」

　むむむ、どうしよう……。

　迷う私に、エルザは溜ため息いきをついて強い口調で語り掛ける。

「何を悩なやむ必要があるの。あなたは人化するためにここまできたんでしょう？　『翡翠の涙結晶』は目前なのよ、悩むことなんてないじゃない」

「でも、中には強い魔物がいるかもしれないんでしょ？　それと戦うようなことになったら、みんなを危険な目にあわせちゃうかもしれないし……はうっ！」

　もじもじしていると、エルザのでこピンが私の額にクラッシュ。そして、追つい撃げきとばかりに荒あらぶるミュラのぺちぺちアタックが頭に降り注ぐ。ひいい！　みんなお怒いかりモード!?

　ジト目で私を睨にらみながら、エルザはきっぱりと言い放つ。

「そんなつまらないことで悩まないで。あなたが人化を願ってここまでやってきたように、私たちは私たちの目的があってあなたに同行しているの。危険な目にあわせるかもなんて考える暇ひまがあったら、何も考えずに前向きに突とつ撃げきしなさい。それがオル子でしょう？」

「エルザ……」

「言い方は乱暴ですが、その通りかと。オル子様は自分の望むまま、思うままに行動してください。それが私たちの望みなのですから。それに、オル子様の人化した姿、私とても楽しみにしているのですよ。いったいどれほどの美しい姿になるのかと」

「ルリカ……」

　そうだそうだと同意するように、ミュラも優やさしく私の頭を撫なでてくれる。ううう、あなたたちって人は！　うおおん、うおおおん！

　溢あふれる涙なみだをエルザのスカートで拭ぬぐって、『止やめなさい』と蹴けられて、私はムンと胸を張って宣言する。

「分かりました！　オル子さん、もう二度と迷ったりしません！　私の欲よく望ぼうを叶かなえるために、夢を叶えるために、どうかみんなの力を貸して頂ちよう戴だい！　私はこの戦いで『翡翠の涙結晶』を手に入れ、人化して薔薇ばら色いろ恋れん愛あいライフを送るために！」

　そう言って、私はヒレをすっと差し出した。どうやらノリが分かるらしく、エルザも溜息交じりで笑って行動を合わせてくれる。エルザが続けば当然ルリカも。

「私はありふれた一匹の魔物で終わるのではなく、特別な何かとなることを目指すために」

「私はオル子様に尽つくすために、頂いた恩を少しでもお返しするために」

　そして、最後に私の頭の上から手を伸のばしたミュラの手が重なる。

　うむ！　ミュラもやる気満々ね！　ミュラの願い、目的は分からないけれど、みんな一いつ緒しよならば、絶対に叶えられるはず！

　ヒレと掌を重ねあい、私たちは互たがいに笑えみを浮うかべて、声を大にする。

「それぞれの夢を、目的を叶えるために、気合い入れてきましょう！　ふぁいおー！」




　巨きよ大だいな扉をヘッドバッドで御ご開かい帳ちよう！

　おおう、いるわねいるわね、中に魔物がゾロゾロと。スマートボディに鋭するどい牙きば、どうみてもサメです、本当にありがとうございました。

「グワオオオ！」

　私たちの姿に気づいたのか、サメたちが威い嚇かくしてくる。相変わらず獰どう猛もうな顔ね！　だけど怖こわくなんてないわよ！　誰がビビるもんですか！

「という訳で先手必勝！　先んずれば水族館を制す！」

「グゥギュゥ」

　勢いをつけて真ん中のサメにタックルドーン！　はい上手に死にましたー！

　お城の壁かべごとぶっ壊しちゃったけど、別にいいわよね。もうこのお城は敵のお城だし、壊してもルリカに怒おこられたりしないわよね！

「キュイッ！」

　私に襲い掛かろうとしたサメたちだけど、次々に頭が吹ふっ飛んじゃった。私じゃないよ！　エルザのヘッドショットだよ！

　というか、エルザのシャチ銃じゆうって動物の頭ず蓋がい骨こつ程度なら吹き飛ばすくらい威い力りよくあるの？　魔力Ａってやばいわねえ……

「ガアアアア！」

　エルザに見み惚ほれてたら、私の背中にサメの牙がブスリんちょ！　なんてね、ちっとも刺ささりませぬ。牙が根元からぽきりとへし折れました。

　啞あ然ぜんとするサメに、私はゆっくりと振ふり向く。慄おののくサメさんに、優しいオル子さんは丁てい寧ねいに説明をしてあげるのですわ。

「その程度じゃ乙おと女めの柔やわ肌はだは貫つらぬけないのよね。残念でした。だけど、乙女の肌に傷をつけようとしたのは許せません！　制裁！」

「ぎぎいっ!?」

　必殺、サマーソルトシャチ尻尾！

　説明しましょう！　サマーソルトシャチ尻尾とは、その場で宙返りをしつつ、ぷりちーなお尻しりを力強く振って尾おびれを敵に叩き付ける必殺技わざである！　顔面に叩き込むと相手の首から上は消失する！

　最後の一匹はミュラが偽オル子の目からビームで焼き殺してた。まあ真っ黒焦こげ。

　通路から魔物の増ぞう援えんが現れてくるけど、なんのその！

「それでは、皆みな様さまにご加護を──『水のヴェール』！」

　ルリカのスキルが発動し、私たちの全身を薄うす水みず色いろのヴェールが包みこむ。

　確かこれ、守備を上昇してくれるスキルだっけ。守備Ａの私がさらにガチガチに！　むふー！　これぞオル子タンク！　姫ひめ騎き士しオル子ちゃんです！

　くっ、私は格好良くて素す敵てきな男の人以外には屈さないわよ！　だから素敵な男性は会いに来てください！

　敵の増援として出てきたサメが一いつ斉せいに襲い掛かってくる。

　むう、群がられて悪い気はしないけど、どの人もちょっとワイルド過ぎるっていうか、顔面サメ過ぎるっていうか。サメそのものっていうか。

　やっぱり人外の容姿してる相手はちょっとね。見た目じゃないとは言うけれど、流石さすがに魚は問題外よね。見た目が魚はねえ……本当にもうね……

「ぬわあああ！　なによなによ、シャチの姿で悪かったわね！　好きでこんな姿になったんじゃないわよ天使のバカ！　くわっ、全員そこに並べ！　オル子さん怒りのヒレビンタ・カーニバル！」

　先頭を走っていたサメを捕つかまえて頰ほおに全力ビンタ。頭部からゴキリなんて鈍にぶい音したけど、まあいいや。次！

　近づいてきたやつを片っ端ぱしからヒレビンタ、ヒレビンタ！

　討うち漏もらしをエルザとミュラが銃とビームで掃そう討とう。うおおお！　シャチをバカにするやつは全員ビンタの刑けいに処す！

「そこのサメＡ！　今『シャチのくせに恋れん愛あい相手に高望みし過ぎだろ』って思ったわね!?　ギルティ！　ヒレビンタ！」

「ギィィ！」

「そこのサメＢ！　今『シャチの分際でドレス着き飾かざりたいなんて頭おかしいんじゃねえの？』って思ったわね!?　断罪！　ヒレビンタ！」

「ギュウウ！」

「そこのサメＣ！　特に理由はないけど、とりま処刑執しつ行こう！　ヒレビンタ！」

「ピギイィ！」

　私は怒りの炎ほのおを心に灯ともして敵を次々と倒たおしていく。

　これは生き残るための激げき闘とうなの！　襲われたから撃げき退たいしているだけなのよ！　決してオル子さんの理り不ふ尽じんな八つ当たりではないの、あくまで仲間の為ために悪を討つのよ！

　ビンタ一発で泡あわを吹いて死にきれない相手も、エルザが容よう赦しやなく追撃の銃じゆう弾だんで射殺。

　無む慈じ悲ひに思えるけれど、経験値って大事だからね。死にかけの魔物を放置しても意味ないからね。エルザさんシビア過ぎて痺しびれるう。

　よし、増援の敵も一掃したわね。私のレベルもいつの間にやら９まで上がっちゃった。

　私が上がったということは、エルザも間ま違ちがいなく９になってるわよね。それじゃ、ボスの宝物庫へと向かいましょうかね！

　ええと、上への階段と下への階段があるんだけど、どっちだろ。ふむう。

「上への階段ね！　王様は高いところで敵を待ち受けているのが古くからの仕し来きたりよ！　きっと上に玉座があって、そこにお宝とボスがいるに違いないわ！　オル子さん名推理！　伊達だてに探たん偵てい漫まん画がを読み耽ふけってなかったわ！」

「ルリカ、玉座と宝物庫ってどっち？」

「どちらも地下ですね。地下に下りて左に向かえば宝物庫、右に向かえば玉座です」

「ほらみなさい！　やっぱり私の予想通り敵は地下にいるようね！　ボスは地下深くで主人公を待ち受けているのがゲームの王道よ！　オル子さん名推理！　伊達にＲＰＧをやりまくってた訳ではないのよ！」

　エルザの視線がブリザードのごとく凄すごく冷たいけど気にしない。気にしないったら気にしない。

「とにかく宝物庫に向かって目的のブツをゲットしましょう。そして、可能ならばそのまま敵のボスと会わないまま逃にげませう！　私たちの目的は戦いではなく、あくまでも『翡翠の涙結晶』を手に入れることですからね！」

　そう、目的はあくまでもアイテムゲットなのですぞ。危ない橋は極力渡わたらない、避さけられる戦いはとことん避けるのがオル子流なのです！




　通路で遭そう遇ぐうしたサメを圧縮。階段を上がってくるサメも圧殺。

　潰つぶして潰してつぶつぶみかん。ルリカによる水のヴェールと回復スキルでノーダメージプレイ続行中。

「あれよね。ブロック叩たたいてタイム切れの無いチートなお星様をゲットして、そのままダッシュでゴールまで向かってる気分だわ。マンマミーア！」

「無む駄だな力を消費しなくて済むのはいいことだわ」

　エルザ、ずっと魔ま量りよう値ちを消費しない銃で戦ってたもんね。

『サンダー・ブラスター』はボスにきっちり温存、きっとラストダンジョンでも貴重な全回復薬を使えないタイプね。ちなみに私は思い立ったら無計画にどんどん使う駄だ目め子こちゃんだからね！

　でも、私たちかなりの数の雑ざ魚こを倒したんじゃないかしら。来た道を辿たどれば、あちこちにサメだった成れの果てが転がってるし。暴力が全てを支配する世紀末異世界へようこそ！　野生の掟おきては厳しいのです！

「オル子様、こちらが宝物庫です」

　辿り着いた室内には、眩まばゆいほどの金銀宝石や装そう飾しよく品がずらりと置かれていた。わあお！　ごいすー！　売ったら幾いくらになるのかしら！

　でも、私の目的はそんな財貨ではなくてよ！　私の夢を叶えてくれる『翡翠の涙結晶』はどこかしら！

「これは凄い量ね。私のアイテムボックスに入れて、家に持ち帰りましょうか。今は使い道がないけれど、何かに使えるかもしれないし」

「そうですね。『翡翠の涙結晶』以外にも魔力を秘ひめた宝がありますので、オル子様の為に存分に活用して頂ければよろしいかと。まあ、ミュラ様、お似合いですよ」

　私から飛び降りたミュラが宝の山から宝石のついたティアラを取り出して頭に載のせる。あら可か愛わいい。ふふ、こういうのに興味を示すなんて、やっぱりミュラも女の子ね！

「私も人化した後で自分に似合うアクセを探さないとね！　さあルリカ、『翡翠の涙結晶』はどこかしら!?」

「あちらです。あの台座の上に置かれているものが、アクア・ラトゥルネに伝わる秘宝、『翡翠の涙結晶』です」

　ルリカが手で示した先には、豪ごう華かな台座の上に置かれた宝石が。

　うおおお！　あれが夢にまで見た『翡翠の涙結晶』！　これで私、とうとう人に戻もどれるのね！　ううう、涙なみだが出そう。駄目よ、オル子、まだ泣いちゃ駄目。エンディングまで泣くんじゃない！　泣くのは人に戻ってから！

　人化するために、私はミュラを二人に預けて、ヒレで最敬礼をして告げる。

「それでは人になってきます。今日で私はアイドルシャチを卒業し、普ふ通つうの恋こいする女の子になります！　今こそ分かれめ、いざさらば！」

　みんなに背を向け、びたんびたんと飛び跳はねながら『翡翠の涙結晶』へ！

　ふ、思えばこのシャチボディとも長い付き合いだったわね……冥めい府ふの魔物と謳うたわれる海の王者になるだなんて、前世では想像すらしてなかった。良い経験をさせてもらったわ。

　名残なごり惜おしさは尽つきないけれど、今は過去を惜しむより輝かがやく未来へ踏ふみ込む時！　さようなら！　シャチの私！

「うおおおー！　『翡翠の涙結晶』、ゲットおおおお！」

　勢いよく飛び込み、『翡翠の涙結晶』の置かれた台座の前までスライディング！　氷上のペンギンをも拿だ捕ほするオル子最後のシャチダッシュを見よ！

　目的地まで辿り着き、宝石を両ヒレで摑つかみ、魂たましいの咆ほう哮こう！

「うおおおお！　『翡翠の涙結晶』よおお！　私の人化の願いを叶かなえておくれー！」

　宝石を天に翳かざし、待つこと十秒。シーンと静まり返るだけで、何一つ反応なし。あれ？　人化しませんよ？　使い方を間違えたかな。

　宝石を振り振りしてみたり、口に咥くわえてみたり、キスをしてみたり。思いつく限りの方法を試ためしてみたものの、『翡翠の涙結晶』はぴくりとも反応しませぬ。なぜえ!?

　困り果てる私から宝石を受け取り、エルザやルリカがじっと見つめて分ぶん析せきタイム。お願いよ、二人とも！　あなたたちが頼たよりよ！

　ヒレをバチバチあわせて応おう援えんしていると、エルザが難しそうな表情で言葉を紡つむぐ。

「力を感じないわね。願いを叶えるのか、はたまた魔物を人化させるほどの力を持つ宝石にしては、魔力というか、何かしらの力を感じると思ったのだけど」

「そうですね……言われてみれば、輝きが失われているようにも感じられます。幼い頃ころはそう感じなかったのですが、改めて見直してみると」

「ほむほむ、つまりどういうこと？」

「『翡翠の涙結晶』というのは、願望を叶えるための魔道具で、発動するためには何らかの力が必要となる。けれど、今の宝石にはその力が不足しているのかもしれないということ」

　な、なんですとおお！　つまり電池切れで動作不良ってこと!?

　ぬおおお！　なぜちゃんと充じゆう電でんしていないのよ！　一度使ったら次の人のために充電しておくのがマナーってもんでしょうが！　ふしゃー！

　エルザから宝石を渡され、私はヒレでコロコロと弄いじってみるも、全然動く気配なし。

　うわあああん！　動け、動け、動いてよう！　今動かないと私は人化できないのよ！　恋が、夢が、王子様が、素敵な出会いが私を待っているの！　お願いだから、動いてよおお！

　アシカがビーチボールで戯たわむれるがごとく、右に左にコロコロ。そんな私に、エルザは帽ぼう子しを触さわりながらアドバイス。

「発動するための力が不足しているなら、それを注ぎ直してやるのがこういう時の定石なんだけど、全ては私たちの推測だもの。この『翡翠の涙結晶』の詳くわしい使い方を知っている者や、解かい析せきのできる存在がいればいいのだけど……解析？」

「うう、リナのところに持っていったら、解析してもらえないかな。リナならきっと解析スキルの一つや二つ……解析スキル？」

　そこまで言って、私とエルザは互たがいに顔を見合わせる。

　解析スキル、あるじゃない。私がいつも敵のステータスを看破するために使ってる便利解析スキルが。

　互いに頷うなずきあい、宝石に向けて私はそのスキルを発動させる。ぬぬぬー！　『識眼ホッピング』ううう！　どうかアイテムにも効果出てえええ！

　私の祈いのりが通じたのか、頭の中に説明メッセージがもわもわと思い浮うかんできた。成功！





名前：翡翠の涙結晶

効果：使用者の願いを一つだけ叶える効果を持つ。強者（総合ランクＡ以上）の魂を代だい償しようとして、願いを具現化させる願望機。一度使用すると、次は百年経過するまで使用不可。現在は魂のみが不足しているため使用不能。魂をストックするためには、宝玉の近くで強者が死を迎むかえる必要あり。






「エルザ、リナに魂くれって言ったらくれるかしら？」

「そんな真しん剣けんな顔して自殺願望を口にされても、私にはどうしようもないわよ」

　ですよねー。知ってた。でも、私の知る総合Ａランクオーバーなんて化け物、リナくらいしかいないんだもん！　言ってみただけよ！

『識眼ホッピング』によって調べ上げた効果を、私はエルザとルリカに説明。総合Ａランクの魂が必要という話を聞くなり、エルザはぽんぽんと私の頭を軽く叩いてそっと口を開く。

「残念だったわね。夢も断たたれたことだし、これからは強き魔物として前向きに生きていく道を探しましょう？」

「いやいやいやいや！　諦あきらめないよ！　オル子さんは人化の夢を諦めませんよ！　何優やさしく諭さとして諦めさせようとしているの！」

「仕方ないでしょう。Ａランクなんて、相当の魔物よ。上級の魔族にいるかどうかくらいのランクだもの。諦めるのは冗じよう談だんとしても、今すぐというのは無理よ。そのランクの魔物を探して、しかも倒たおさなきゃいけないんだから。当分は諦めることね」

「うぐう……」

「まあまあ、オル子様。方法だけは確保できたのですから、あとは時間の問題です。慌あわてずゆっくり夢を叶えていきましょう」

　ルリカと頭の上のミュラにナデナデされ、私は渋しぶ々しぶだけど今回の人化を諦めることに。

　くそうくそう、折せつ角かくあと一歩まで辿り着いたのに、エネルギー切れだなんて酷ひど過すぎるわよ。夢が叶いそうだっただけに、最後の最後で落とし穴に落ちた気分だわ。悔くやしいいい。

「目的の物を手に入れたことだし、さっさと城から離はなれましょう。だらだらして敵に襲おそわれるのも馬ば鹿からしいもの」

「そだね……うう、私の人化……」

　落ち込みながら、トボトボと宝物庫の入り口へと向かおうとした私たちだけど、その足は自然と止まることになる。

「──なんだよ、もう帰っちまうのか？　折角遊びに来てくれたんだ。もっとゆっくりしていったらいいじゃねえか」

　宝物庫の入り口を塞ふさぐように、一人の男が笑えみを浮かべて私たちを待っていたから。

　水色の肌はだ、オレンジ色の短たん髪ぱつ。裂さけた口と鋭するどい牙きば、そして吊つり上がった瞳ひとみ。長身かつ筋骨隆りゆう々りゆうの体、上半身丸出しのスタイル。

　獰どう猛もうな狩かりゆう人ど──サメをそのまま人にしたような魔物が私たちを愉ゆ悦えつ交じりの表情で睨にらんだまま見つめていたわ。

　突とつ然ぜん現れた魔物に、私たちは慌てて臨戦態勢を取る。な、何こいつ！　めちゃくちゃ強そうなオーラ出てるんだけど！　超ちよう大物感漂ただよってるんだけど！　と、とりあえずみんなを守るために前に出なきゃ！　とう！

　ぴょこんと前に一歩出て、私はヒレを振ふり振りして謎なぞの男に問いかける。

「突然私たちの前に現れて、いったい何者よ！　名を名乗りなさい！　この不ふ審しん者！」

「そりゃ俺の台詞せりふだろうが。人様の城に侵しん入にゆうし、配下の魔物をぶっ殺し、挙げ句の果てに宝物庫漁あさりときた。どっからどうみてもテメエの方が不審者だろうよ」

「そうでした！　どうしよう、エルザ、ぐうの音も出ないほど正論で論破されました！」

「まあ、一応名乗ってはやるがよ。俺の名はグラファン。つい最近、プランネルの野や郎ろうをぶっ殺してこの城の主になった魔物だ。テメエらも俺と同じで、城の主を殺して『魔選』に参加しようってクチか？　まさかコソ泥どろ目的のために死地に飛び込むような馬鹿じゃねえだろ」

　すみません、馬鹿です。お宝目的の為ためだけに大暴れした大馬鹿野郎でございます。

　でも、仕方ないね。本当のことだからね。隠かくしても為にならないし、オル子さんは正直に話すよ！　ヒレをむいむいと振って、私はグラファンという魔ま物ものに事情を説明。

[image: ]

「いや、実はその通りなんですよ。魔王なんて興味ゼロだもん。この『翡翠の涙結晶』が欲しくて、それだけの為にお城に侵入しました。部下を殺したのは正当防衛とはいえ、深く反省しております。ですので、できれば穏おん便びんに済ませて頂けるとうれぴこ！」

「カハハッ！　済ませる訳ねえだろうが！　部下を殺されたことはどうでもいいがよ、テメエ随ずい分ぶんと強そうな魔物じゃねえか。テメエを食えば、俺は更さらに強くなれるに違ちがいねえ。ここまできて戦わないなんざ、そんなつれねえこと言うんじゃねえよ」

　ひいいい！　こいつ、バトルジャンキーだわ！　『魔選』なんてアホイベントに参加するだけあって、頭のネジがぶっ飛んでるううう！

　どうしようどうしようどうしよう。奴やつが、奴が近づいてくるう！　怖こわいいい！

「や、止やめましょう！　戦いはよくないわ！　まずは対話、対話をしましょう！　話し合いで平和的解決を……」

　あ、駄だ目めだこれ。あいつ、止まる気ゼロだもん。と、とにかく、敵のステータスを確かく認にんしないと……うう、『識眼ホッピング』うう！　ああああ、戦いたくないよおおお！　怖いよおおお！　逃にげ出したいよおおお！






　　名前：グラファン

　レベル：７

　　種族：ブラッド・シャクルリカ

ステージ：５

　体量値：Ａ　魔量値：Ｄ　力：Ａ　速度：Ａ

　　魔力：Ｄ　守備：Ａ　魔ま抵てい：Ｃ　技量：Ａ　運：Ｂ
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「死ねええええええ！」

　オル子さん、非情の開幕先制ロケットダイブ！　グラファンのボディに突とつ貫かん！

　私の体当たりをモロにうけ、グラファンは宝物庫にあった石像をぶち破り、遥はるか後方の壁かべまで吹ふっ飛んで行っちゃった。

「オル子、どうしたの？　いきなりやる気に満ち溢あふれてるけれど」

「何を言ってるのエルザ！　魔物として喧けん嘩かを売られた以上、背中を見せるわけにはいかないでしょう！　あいつを倒さなきゃみんな殺されちゃうんだもの、オル子さんは勇気を振り絞しぼって戦うよ！」

　人化、人化、人化！　こいつを倒せば、このＡランクの魔物を宝石の贄にえにすれば、私の美少女ライフの夢がっ！

　グラファン君！　私に出会った不幸を呪のろい、どうか気持ちよく私のために死んでほしい！

「私たちを守るために、闘とう志しを燃え上がらせるオル子様……ああ、なんて素す敵てきなんでしょう……その姿はまさしく女め神がみオルカナティア様ではありませんか」

「ないから。絶対にないから。おそらくあの敵のランクがＡで、倒せば人化ができるから上じよう機き嫌げんなんでしょ。まあ、オル子がやる気なら、それに越こしたことはないわ」

　エルザやルリカがなにやら話してるけれど、私の頭にはグラファン狩がりしかありませぬ！

「戦場でボーッとしているなんてとんだおマヌケさんね！　そんなに休んでいたいならあの世で好きなだけ寝ねるといいわ！　アホな天使が喜んで相手してくれるわよ！」

　壁にめり込んでるグラファンを挑ちよう発はつ。

　むふ、こうすることで奴のヘイトを私に集中させるって寸法よ。

　エルザにもミュラにもルリカにも指一本触ふれさせぬわ！　オル子さんは情に厚い良い女なのよ、はい復唱！

　私の挑発が効いたのか、グラファンは鋭い瞳をギンと光らせ、私を見つめる。おお、怖い怖い。そして、ニヤッと口を吊つり上げて壁から抜ぬけ出してきた。

　ぬう、ダメージあんまりない？　割と本気でぶちかましたんだけどにゃあ。

「良い一いち撃げきだったぜ。テメエ、なんて名だ？」

「オル子よ。いずれこの異世界で最高モテカワちょっぴり天然愛され系ヒロインとして、その名を轟とどろかせることになる乙おと女めよ。私の名と美貌を魂たましいに刻み、死んでゆきなさい！」

　すっと立ち上がり、グラファンは首を一度二度鳴らしてる。うぬぬ、随分と余よ裕ゆうそうじゃない。流石さすがに他ほかの雑ざ魚こ連中とは違うわね。

「いいだろう。オル子、テメエを俺の敵と認識してやる。他の魔物ともども、その血肉を喰くらい、俺の力としてやるよ」

「だったら私はお前の魂を頂くわ！　私の人化の夢のため、シャチから普ふ通つうの女の子に戻もどる夢を叶かなえるために！」

　そうよ、恋こいはいつだって戦争なの！

　人化も、素敵な彼氏も、指をくわえて待っているだけじゃ手に入らないわ！　欲しい物は力ずくでも奪うばい取る、それが現代乙女の生き様よ！

　肉食系女子オル子さん、いざ参る！　グラファン！　あなたの魂と『俺、お前のこと好きだよ』って照れ顔で言ってくれる彼氏を私に寄よ越こせえ！

　……グラファンが青い光を全身に纏まとっていて、嫌いやな予感ビンビンするんですけど！

　ここは一度引いて様子見……否いな！　私が前に出なきゃエルザたちが距きよ離りを取れない！　ええい突つっ込めー！　女は度胸！　殴なぐられたっていいからまずは時間を稼かせぐのよ！

　私が盾たてになって有利な布ふ陣じんを敷しく、そしてグラファンを全員でタコ殴りにするんじゃあ！

「ここで躊ちゆう躇ちよなく前に出るかよ！　惚ほれ惚れするくらいのクソ度胸だが、俺相手にそれは無む謀ぼう過ぎるぜ！　『シャクル・パイレツァ』！」

　うわあああなんかグラファンの拳こぶしに光が集まってるううう！　嫌あああ！　明らかに必殺技わざ待機状態に入ってるううう！

　でも今さら突とつ進しんを止められるかあ！　こちとら守備Ａのタフガールよ！　殴るなら殴るが……いや！　やっぱり顔は止めてボディにしてボディに！　乙女の顔は勘かん弁べん！　ぎゃあ！　発動したあ！

「一つ、二つ、三つ四つ五つ六つ七つ！」

「あがっ！」

　グラファンの鋭いパンチが私のテンプルに直ちよく撃げき。ひぎい、痛い！

　よろめいたところに、容よう赦しやのないパンチの雨が私の顔面に次々飛び込んでくる。

　痛い痛い痛い！　おま、顔は止めろって言ってんでしょ!?　おふざけでないわよ!?　ちょ、カメラ止めなさい！　くぬあろー！

　怒ど涛とうの七連撃で、私の突進は止められてしまう。ぐう、顔変形してないわよね……美少女の顔になんてことを……だけど、完全に止められた訳じゃなくてよ。

　グラファンの拳の届く距離、それは私の攻こう撃げきの届く距離でもあるの。つーまーりー！　嚙かみ付けるってことよ！　喰らえい！　いや、喰らわせろい！

　私の全力嚙み付き攻撃を、グラファンは思いっきり上半身を仰のけ反らせて回かい避ひ。ふっ──体勢を崩くずして避よけたわね？　あなたって本当にお馬ば鹿かさん！

「あれをくらってまだ動くのかよ！　獰どう猛もうな魔ま獣じゆうそのものだな、テメエ──がっ！」

　体勢を戻し、私を殴ろうとしたグラファンの頭が魔ま弾だんによって大きく後ろに弾はじけ飛ぶ。完全に隙すき状態、それを見み逃のがす手はないわ！

「ナイスアシストよエルザ！　吹っ飛びなさい！」

　その場で体を大きく旋せん回かいさせ、全力で尻しつ尾ぽビンタをグラファンの胸に叩たたき込む！

　エルザの魔弾と私の尻尾ビンタの連撃！　これで沈しずまなかった魔物は存在しないわ！　そのまま倒たおれなさ……ぬうおおお！　倒れるどころか反はん撃げきしてきた！

　尻尾ビンタを喰らっても、グラファンは左足一本で踏ふん張り、その反動で鋭するどい回し蹴げりを放ってきた。回避？　無理無理、オル子さん巨きよ体たいだもん。ぐへえ！

　横っ腹に鞭むちのような蹴りをぶち込まれ、私は床ゆかに二回、三回とバウンド。ぐぬう、私をサッカーボールか何かと勘かん違ちがいしおって、許せん！

　即そく座ざに起き上がり、怒いかりのダイナミック突進を敢かん行こうするも、右拳を突き出されて止められる。頭は止められても、私にはヒレがあるわ！　日々のシャドーボクシングで鍛きたえたシャチ式ヒレビンタを喰らえい！

　あ、駄目だ、ヒレが短すぎて敵まで届かないじゃん！　なんて策士なのコイツ！　恐おそろしいわ！

「『サンダー・ブラスター』！」

「甘えよ！　二度も不意打ちを喰らうかよ！　もっとも、こんなもの何百発喰らったところで倒れるつもりはねえがな！」

　後方から飛んできたエルザの魔法を、グラファンは青光に包まれた裏拳でいなして流れを強ごう引いんに変えちゃった。何そのチート拳けん法ぽう！　魔法無力化なんてずるい！

　だったら私の猛もう攻こうで手いっぱいにして無効化できないようにしてくれるわ！　名付けて『買い物に付き合わされて荷物がいっぱいでケータイにでられねえよ作戦』よ！

　拳一本で私を抑おさえたつもりのようだけど、甘くてよ？　私のフルパワーはこんなものじゃないわ！　ふぬううう！　火事場の女子力うううう！

「っ、とんでもねえ馬ば鹿か力ぢからだなテメエは！」

「くふっ、声に余裕がなくなってきているわよ？　あなたも元はサメの魔物みたいだけど、サメがシャチに勝とうなどおおおお！」

「悪くねえ、悪くねえぜ！　クカカッ、これだけ歯ごたえのある獲物は久々だ！」

　ぬ？　グラファンの奴やつ、後方に跳とんで距離を取ってきたわね。

　私を抑え込みつつ、エルザの魔法を凌しのぐのは難しいと判断したのかしら。でもこいつ、ずっと拳でボコボコ殴る戦法しかとってなかったのに、急に距離を取るなんて……

　ぬうう！　嫌な予感ビンビン！　男が女の子から距離を取ろうとするときは何かやましいことを隠かくそうとしているときに違ちがいないわ！

　少女漫まん画がで鍛えた乙女の第六感を信じろおおおお！　タゲ取りスキル『レプン・カムイ』発動よ！

「『レプン・カムイ』！」

「喰らいつけ！　『グレタ・ホワル・シャクル』！」

　グラファンの掌てのひらから生み出された魚型の魔弾が、次々と私の背後のエルザたちに向かい……かけて、思いっきりＵターンで私に全部直撃。

　あだだだだだ！　一発一発がグラファンに本気でぶん殴られてるみたいに痛い！　十発はやばい、本気で死んじゃうって！

「ミュラ、合わせて！　『サンダー・ブラスター』！」

「ちいっ！」

　私がタゲ取りという名の魔弾被ひ害がいにあっている間に、エルザとエルザに変化したミュラがグラファンに向けて雷かみなりの嵐あらしを放射。

　私の『ブリーチング・クラッシュ』もそうだけど、大技スキルには硬こう直ちよく時間があるもの。それを狙ねらいすましたエルザの攻撃に、流石のグラファンも回避はできなかったみたい。

　雷が直撃して吹き飛ばされている間に、ルリカが駆かけ寄ってきて私にヒーリングをかけてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、オル子様！」

「ううう……回復ありがとう、ルリカ。助かるううう」

　ルリカの癒いやしパワーでピットイン完かん了りよう。

　しかし、本気で強いわねアイツ……流石はＡランク、格上なだけのことはあるわ。

　これまでのワニやイカとは段違いの強さね。正直シャチートスペックやエルザたちの進化パワーで勝てるかなって舐なめてた。

　だ、け、ど！　負けるわけにはいかないのよ！　私の人化が、恋の行方ゆくえがかかってるのだから！

　私はギンと鋭い視線をグラファンへと向けなおす。もちろん、ルリカを庇かばうように前に出て。そんな私に、グラファンは獰猛な笑えみを浮うかべたまま軽く話しかけてくる。

「あのタイミングで防がれるとは思わなかったぜ。後ろの邪じや魔まな連中を消そうと思ったんだがな……俺のとっておきの技を見切るとは、テメエ、本気で化け物かよ」

「ふふん、他のみんなを狙っても攻撃は当たらないわよ。私が全すべて止めるもの」

　噓うそです。ハッタリです。『レプン・カムイ』は待ち時間なしで連発なんてできません。

　しかもあんな強力なスキルの盾に二度となりとうないです。だからお願い、騙だまされて！

　私たちを一いち瞥べつしながら、グラファンは肩かたを一回し。こいつ、あれだけ攻撃を喰らって本当に効いてないの？　私はちょー効いてるんだけど……心折れるう、これだから鬼おに耐たい久きゆうは。

「オル子、これから本気で殺し合う前に、テメエに一つだけ問いたい。テメエはこれだけの連中を揃そろえて、どこへ行くつもりだ？」

　……うん？　いきなりこいつ、何言い出してるのかしら。

　戦いの最中にいきなり質問タイムって、え、もしかして回復狙い？

　でも、どう見てもグラファンは回復スキルなんて持ってるように思えないし、これチャンス？　不意打ちしてもいいの？　突っ込む？

「テメエもそうだが、そこのウィッチもチビも明らかに普通じゃねえ。そのアクア・ラトゥルネも見覚えがある、確かジーギグラエの爺じじいの娘むすめだろ。それだけの勢力を揃え、俺を殺したとして、テメエは何処どこを目指してやがる？　ただの一いつ介かいの魔物として終わる訳がねえ。魔王を目指してないのであれば、テメエの見ている場所はいったい何処だ？」

　目指す先。そんなものは決まってるじゃない。

　私はヒレを強く握にぎりしめ、ブンブンと振ふり上げて力説。さあ、耳をしっかり傾かたむけて我が壮そう大だいな夢を聞きなさい！

「私の目指す場所なんてただ一つ──さっさと人化して！　恋をして！　愛するダーリンと結ばれて！　子宝に恵めぐまれて！　可か愛わいい白い犬を飼って！　幸せな日々を過ごす！　そんな素す晴ばらしき世界、家庭を作ることよ！　それが我が夢、我が野望！　そこに令れい嬢じよう設定があればなおよし！」

　私の目指す場所なんて、それ以外に存在しないわ！　どうよ！

　ウキウキで周囲を見回すと、時の止まったグラファン。頭を押さえて空を見上げるエルザ。いつも以上にニコニコのルリカ。無表情のコピーエルザことミュラ。あれ、何この反応。拍はく手しゆとかしてもいいのよ！

　やがて、我が慢まんできないとばかりにグラファンは盛大に大笑いして語り掛かけてくる。

「カハハハハっ！　正気で言ってるのかよ！　魔王ではなく、人化して恋れん愛あいごっこするのがテメエの夢だと言うのかよ！」

「わ、笑うなああ！　私にとっては何より大事な夢なのよ！　この夢に比べたら、魔王なんて小さい夢だもんね！　ばーかばーか！」

　魔王プレイは私の求めるジャンルではござらぬ！　王女様プレイなら考えるけども！

　私の夢は魔王よりももっともっと価値あるサムシング！　女の子としてキラキラ輝かがやけるような恋がしたい！　輝く瞬間に捕とらわれていたい！　デートの待ち合わせとかしたい！

　そんなことを考えていると、グラファンの奴、床を蹴って私に疾しつ走そうしてきた。

　ちょ、話しかけておいて不意打ちとか！　私はヘッドバッドで反撃。ついでにシャチビンタもくらえい！

　グラファンが私をタコ殴なぐりにしつつ、狂くるったように笑いながら声を上げる。

「テメエ、本当に最高だな！　ああ、最高だ！　魔王よりも人化して恋愛したいなどと抜ぬかす、そんな狂った魔物なんざ世界広しと言えどテメエくらいだろうよ！」

　うぐううう、とんでもない乱打戦に持ち込まれちゃった！　近過ぎて、エルザたちもなかなか援えん護ごができないじゃない！　こいつ、本当に戦い慣れ過ぎ！

　むがあああ！　イライラするううう！　ボスキャラなら複数対一で戦いなさいよ！　集団にボコボコにされるのがボスキャラのお約束でしょうが！

「さあ、心行くまで盛大に殺し合おうぜ、オル子！　テメエの狂った夢と、俺の覇は道どう、どっちの欲が強いか雌し雄ゆうを決しようじゃねえか！」

「うおおお！　さっきから人の夢を、私のドリームを馬鹿にするなああ！　もう怒おこった！　アンタをぶっ倒して、その魂たましいを利用して夢を叶かなえて見せるんだから！」

「カハハッ、いいぜ！　テメエが勝ったなら魂でも肉体でも好きにしやがれ！　だが、俺はテメエに微み塵じんも負けるつもりはねえがな！」

　グラファンと私、超ちよう近接戦せん闘とうで大絶賛殴り合いタイム。

　すみません、噓つきました。殴り合いじゃないです。一方的に私が押されてます。

　グラファンが殴る蹴るのハイパーボーナスタイム突とつ入にゆう中に対し、私の攻こう撃げき回数はどんどん少なくなっちゃってる。こんなの絶対おかしいわよ。

　さっきの会話タイムから敵の攻撃が激しくなり過ぎて、防ぼう御ぎよに手いっぱいで全然反撃に移れない。ふんぬー！

「ぬうう！　ちょこまかと！　とっとと倒れなさいよ！　このこのこのっ！」

「ハッ！　テメエの馬鹿力、そう何発も喰くらってたまるかよ！　そら、捕らえたぜ！」

　大おお振ぶりした私のテイルアタックを読み切って、グラファンは片手で私の尻尾を摑つかむ。んげ！　嫌いやな予感！

　うおおお！　ボタン連打で敵の拘こう束そくから逃にげるんじゃあ！　じたばたじたばた！　あ、スキル発動ですかそうですか。ふーん、容よう赦しやないね。

「『ラウンド・ラブト・シャクル』！　踊おどり狂いな！」

「ふぬわああああ！」

　シャチボディを振り回すように持ち上げ、その勢いのままグラファンは私を床へと叩き付ける。

　それも一発では終わらない。私を床に叩き付けた後、すぐに方向転てん換かんして後方の床へと再度クラッシュ。

　うぐー！　死ぬ！　本気で死んじゃうこれ！　な、何とか抵てい抗こうを、脱だつ出しゆつしないと、いくら頑がん丈じようなシャチボディでも耐たえられない！

　というか、私の体を片手で振り回すって、どういう怪かい力りきしてんのよ！

「オル子様！　今回復を！」

「させねえよ！　テメエはそこに張り付いてやがれ！　『アイス・ブラッド・ランス』！」

　回復スキルの射程内に入ろうとしたルリカを牽けん制せいするように、グラファンは空いてる片手で空を薙なぎ払はらう。

　次の瞬しゆん間かん、グラファンから放たれた氷の刃やいばがルリカを襲おそう。ぬわあ！　ルリカ避よけてええ！

「『サンダー・ブラスター』！」

　グラファンの遠距離攻撃をエルザが何とか魔法で迎げい撃げき。

　ナイスエルザ！　ついでに私も助けてくれていいのよ！　エルザが杖つえを構えて再度スキルを行使する姿を見て、グラファンは私を前に突つき出した。

「いいのかよ？　俺を撃うてばこいつを巻き込むことになるぜ？」

　オル子さん、魚屋に売られる魚の如ごとく宙ぶらりんで盾たて状態。

　な、なんて卑ひ劣れつなの！　私を盾代わりに使われたら、エルザは魔法が撃てないじゃない！

　エルザは私のことが大好きで大好きで仕方がないから、私を巻き込む可能性がある以上、魔法なんて絶対撃てないわ。

　ね、ね、そうよね！　エルザ、絶対撃たないわよね!?　私が盾にされてるのに、『サンダー・ブラスター』を撃ったりなんて絶対しないでよ！　絶対だからね!?　押さないでよ、絶対押さないでよ!?

「『サンダー・ブラスター』！」

「はっ、マジかよおい！」

　はい、躊ちゆう躇ちよなく攻撃はいりまーす。だよねー。知ってた。グラファン君、エルザの魔法で一いつ緒しよに死のう！

　エルザの放った電撃は私たちの横を通り抜ける。あれ、エルザが狙いを外すなんて珍めずらしい……いや、違うわね！　これはエルザのお得意のＨＡＮＳＨＡ攻撃！

　背後に展開していた『リフレクタ・プリーズム』に当たり、反射してきた電撃がグラファンの背中を直撃……してるはずなのに、倒たおれないい！　離はなしてくれないい！　なんでよ！

「ウィッチやチビの攻撃なんぞ何発喰らっても倒れねえっつっただろうが。俺を喰らう可能性があるのはオル子だけだ。だからこそテメエは逃がさねえ！」

　いやいやいや！　普ふ通つうは回復役を狙ねらうのがセオリーじゃないの!?

　くっ、こんなの計算外よ。ルリカの回復を厄やつ介かいとみて、集中的に潰つぶすために動くと思ってた。でも、こいつ、ルリカを牽制して封ふう殺さつしたまま私を先に仕留めようとしてる。

　他ほかの人がターゲットになっている状態で動くのと、自分がターゲットになっている状態で動くのでは立ち回りの難しさが全然違ちがう。

　ルリカにグラファンの意識が集中されてるなら、それを逆手にとって私もたくさん反はん撃げきだってできる。

　でも、今はこいつの攻撃を防ぐのに精せい一いつ杯ぱいで、私が攻撃に移り切れない。

　そして私が反撃できないと、当然ダメージソースがエルザとミュラ頼だのみになってしまい、それだけじゃこいつは押し切れない。

　さらに、ルリカが抑おさえられている以上、私のダメージはどんどん溜たまるわけで……あかん、これ、本当にやばいかもしれない……こいつ、本気で強い……これが、Ａランク。

「まずいわね。オル子が完全に押され始めてるわ」

「エルザ、私が行きます！　オル子様に近づいて回復スキルを……」

「止やめておきなさい。あいつ、戦いの最中にあなたから意識だけは外していないわ。こちらを牽制しつつオル子を集中的に狙っているのは、焦じれてルリカが無む謀ぼうに飛び出すのを狙っているのでしょう」

「でも……」

「我慢しなさい。オル子はこれくらいじゃ倒れないわ。反撃の前にあなたが死ねば、オル子を回復する手段がなくなってしまうのだから。見てみなさい、オル子の眼めを。あの娘こ、全然諦あきらめちゃいないわよ」

　いやあ無理かなあ！　だってこいつ強すぎ！　私じゃ勝てません！　てへぺろー！

　もうね、ひたすらタコ殴りにされてるだけの状態だもん。段々痛いって感覚すら薄うすれてきはじめて笑いごとじゃなくなってるんですよ！　意識飛びかけてるんですよ！

「どうしたよ！　だいぶ元気がなくなってきてんじゃねえか！　さっきまでの威い勢せいはどうした!?」

　ぐぬう、調子に乗りおって！　こいつ、すごろくゲームとかやってる時に場の空気を最悪にするタイプだわ！　借金地じ獄ごくは止めろお！　友情破は壊かいゲームは止めろお！

　とにかく、このままじゃホントに死んじゃう。なんとかしないと、でもなんとかってどうすればいいのよ。

　落ち着け、冷静に考えろ、考えろ、考えろ……考えるってなんだろう？

　ふむ、シャチは考える葦あしである。足ありませんけども。ヒレと尻しつ尾ぽならあるんだけどにゃあ……ぐわあ、ボディブロー超痛い！

　駄だ目めだ！　私に考えるなんて絶対無理！　何も思いつきませぬう！

「だんまりかよ。いいぜ、テメエが心折れるまで殴り続けてやるよ。大したタフさだと賞賛するが、この先いつまでも耐えられると思うなよ！」

　思ってねえでごぜえますよ！　思ってねえから必死に考えてやがるんでごぜえますよ！

　でも、こいつを何とかする方法なんて出てこない。エルザも援護してくれてるけど、グラファンの嵐あらしを止められない。ルリカも回復届きそうもないし……詰つんだかな、これ。

　そんなことを考えていると、グラファンの良い一発が私の顎あごに直撃。あ、終わったこれ。

　ぐらりと大きく揺ゆらいだ私の体に、トドメの一いち撃げきを繰くり出そうとした、その時だった。

　大きく拳こぶしを振ふりかぶったグラファンの体に、巨きよ大だいな黒い塊かたまりが衝しよう突とつし、大きく後方にはじけ飛んだ。

　体当たりをして私とグラファンの間に割り込んだ魔ま物もの。それが誰だれかなんてアホな私でも考えるまでもない。

　空飛ぶ漆しつ黒こくのシャチ──それは、私に変身したミュラ。

「ミュラ……あなた」

　よろける私を見て、ミュラはその場で一度二度と勢いよく飛び跳はねる。ええと……もしかして、凄すごく怒ってる？

　彼女の睨にらみつける先には、体当たりを喰らってなお悠ゆう然ぜんと笑うグラファン。

「驚おどろいたな。チビ、テメエはオル子にも化けられんのかよ。だが、『足りねえ』な。その変身能力は性能まで本物と同じにはできねえようだな。そらよ！」

「ミュラ！　危ないわ！　逃げて！」

　グラファンが牙きばを剝むいてミュラに襲い掛かかる。

　だけど、ミュラは退ひくどころか前に出てグラファンと打ち合う選せん択たく肢しを選んだ。

　ぐぬう！　駄目よ、ミュラのダークオル子への変身時間は少ないの！　もしグラファンと殴り合っているときにタイム切れを起こしたら……ひいい！　考えたくない！

　慌あわてて立ち上がろうとする私だけど、それを制止するようにルリカが駆かけ寄ってくる。

「動かないで下さい、オル子様！　ヒーリングを行います！」

「そんなの要いらない！　ミュラが、このままだと私のミュラが！」

「落ち着いて下さい！　ミュラ様も、エルザも、オル子様を回復するための時間を稼かせいでくれているのです！」

　ルリカの言葉に、私はハッとなる。

　よく見ればミュラだけじゃない。エルザもミュラと連係して、魔法と銃じゆうでかなり踏ふみ込んだ戦いをしている。

　私という盾を使わない、無防備に身を曝さらけ出している、まるでグラファンを誘さそい出すかのようならしくないエルザの戦い方。

「ちっ、うぜえ援えん護ごをしてきやがる！　ウィッチ、テメエ、真っ先に殺されてえか！」

「私狙いに切り替かえてくれたら、ルリカがオル子を回復する時間がさらに稼げるわね……さて、そこまでうまくいってくれるかしら」

「くそがっ！　ウィッチもガキも死を覚かく悟ごの上かよ！　これだけのクラスの魔物が揃そろいも揃って、主あるじのために迷いなく死戦に踏み込むなんざ！」

「主なんてそんなに格好いいものじゃないけれど──殺させないわよ、私の『友達』は」

　そう言って、エルザはグラファンの正面から銃じゆう撃げきを放ち続けている。ミュラもそう。

　あんなにたくさん殴なぐられてるのに、ミュラは一歩も引かずにグラファンに立ち向かい続けてる。

　その光景に、私は視界がぼやけて滲にじむのを止められない。ばか、ばかばかばか。みんなバカよ。

　私が絶対勝つと信じて、私を守るためにあんなにも危険な戦いをして。それでいて、少しも迷いがなくて。

　私、諦めてたのに。もう勝てないなって内心では泣き言だらけだったのに。こんなの、こんなの卑ひ怯きようよ。

「オル子様、エルザもミュラ様も諦めていません。もちろん私もです。オル子様なら、どんな状じよう況きようでも立ち上がってくれると信じていますから。だって、オル子様の夢の人化はもう目前なんですからね。素す敵てきな恋こいが、オル子様を待っていますよ」

「……本当に、ずるいわ。エルザも、ミュラも、ルリカも、みんなずるっこよ。こんなの見せられたら、そんな風に元気づけられたら……私、諦められないじゃない。無理ですなんて、言えないじゃない」

　ぴょこんと起き上がり、私はヒレや尻尾を動かす。よし、なんともない。エルザやミュラが時間を稼いでくれたおかげで、ダメージは完全に消えた。

　……うん。やれる。いいえ、やらなくちゃ。やるんだもん。あんな光景を見せられて、黙だまっていられるほどオル子さん大人じゃないもん。

　エルザが、ミュラが、ルリカが私のために命を捨てる覚悟なら、私だって覚悟を決める。

「それじゃ、行ってくるわ。ルリカ、悪いけれど、あなたの仕事はここで終わりよ。私がビシッとグラファンを倒す姿、しっかりと見届けて頂ちよう戴だい！　ヒロインオル子、女の意地を通してみせるわ！」

「──はい、オル子様のお心のままに」

　ルリカに告げて、私は全力でグラファンに向けて加速した。

　完全に勢いを取り戻もどしたグラファンは、ミュラを暴力の嵐に包み込んでいる。

　グラファンの遠えん距きよ離り攻こう撃げきを受けて、エルザも傷が深い。血を流しながら膝ひざをついて、それでもまだ銃を構えている。

　ばか。本当にばか。みんなみんな、私の為ためなんかに無茶ばかりして。戦いが終わったら、いつもとは逆に私がみんなを『アホ』呼ばわりしてやるうう！

「私のエルザに、ミュラに手を出してんじゃないわよおおおっ！　ぬわああああん！」

「きやがったか、オル子！　だが、少々遅おそかったな！　援護の二匹ひきは潰した以上、テメエに勝利の芽はねえ！」

　殴り続けていたミュラを大きく蹴けり飛ばし、グラファンは私の襲しゆう撃げきに身構える。

　床ゆかに転がり、そこでミュラの変身は切れた。気を失い、ボロボロになっているミュラの姿に心が熱くなる。私のミュラを──こいつ、絶対許さないわ！　ぎたんぎたんにしてやる！

　私の突とつ進しんに対応し、カウンターの要領で拳を突つき出してくるグラファン。

　戦い慣れしていない私の動きなんて、もう読み切ってるという状態ね。だけど──あまり舐なめないで頂戴。

　私の本気は、こんなもんじゃないもん。

　みんなが絶対に勝つと信じてくれたこの私は、こんなものじゃ絶対に終わらない！　終わらせない！

　天使にもらったこのシャチートボディはっ、恋に恋する乙おと女めのパワーは無限大よっ！

　私は更さらに一段階速度を上げ、全力でグラファンの拳に自分からぶつかった。

「な……にぃ？」

　ゴキリ。鈍にぶい音が室内に響ひびき渡わたる。

　音の正体なんて確かめるまでもない。私の衝突、そのあまりの力に耐たえられず、グラファンの腕うでがあらぬ方向へへし折れた音だ。

　殴られた私も半はん端ぱじゃない痛みだけど、こんなの痛くない。痛くないったら痛くない。こんなのより、エルザやミュラやルリカを傷つけられる方が百万倍痛い。痛くないなら耐えられるのよ！

　表情を顰しかめるグラファンに、私は一度その場に着地し、再び激しい突進を繰り出して、グラファンの体ごと壁かべに突き刺ささった。

「ぐおおお！　こ、この野や郎ろう──ぐあ！」

　私から逃のがれようと、壁かべ際ぎわでもがこうとするグラファン。

　だけど、それより早く、私は押す力を強めた。ミシミシと、敵の体から骨の軋きしむ音が響いてくる。

　本当、私って馬ば鹿かだった。どうしてこんな簡単なことに気づかなかったんだろう。

　戦せん闘とう経験豊富で、戦闘技術が自分よりも遥はるかに卓たく越えつしている相手に、どうして真正面から挑いどんでいたんだろう。

　馬鹿で頭足らずの私が出来ることなんて、たった一つしかないのに。器用に立ち回ろうと考えずに、愚ぐ直ちよくにただ一つだけを貫つらぬけばよかったんだ。

　壁にめり込んだグラファンを確かく認にんし、私は少しグラファンから距きよ離りをとり、そして再び加速をつけて突とつ撃げきした。

「がはっ！　テ、テメエッ……ぐおっ！　こんなむちゃくちゃ、ありかよっ！　ぐああ！」

　ひたすら単調に。丁てい寧ねいに。距離を取って全力で突進をグラファンの腹部に繰り返す。

　骨の折れる音が聞こえなくなっても、口から血を吐はこうとも、止やめない。

　敵が動かなくなっても、繰り返せ。愚直に。愚直に。愚直に。愚直に。

　どこまでも愚直に──圧あつ倒とう的な力で、全すべてを強ごう引いんにねじ伏ふせて蹂じゆう躙りんする。

　戦闘技術もスキルも能力も、その全てを踏み躙にじる。小細工なんて必要ない。残ざん酷こくなまでの暴力で、相手を無む慈じ悲ひに叩たたき潰つぶす。それが私にできる唯ゆい一いつにして絶対。

　やがて、完全に抵てい抗こうを停止したグラファンを確認し、私は攻こう撃げきを止める。

　腹部を完全に消失させたグラファンは、参ったとばかりに清すが々すがしく笑い、口を開く。

「クハハッ……なんつーむちゃくちゃな奴やつだよ、おい……戦略も技術もクソもねえ……馬ば鹿か力ぢからだけで戦せん況きようを一いつ瞬しゆんで覆くつがえしやがって……マジで魔ま王おうみてえな奴だな、テメエは……俺の鍛きたえ抜ぬいた技わざも何もかも、剛ごう腕わんでねじ伏せてくれやがった……」

「ふんだ……この娘こたちが望むなら、私は神にも魔王にもなってみせるもん。終わりよ、グラファン。私の愛する娘たちを傷つけたこと──それがお前の敗因よっ」

「そうかい……チビやウィッチどもに手を出したのが俺の運の尽つきってか……ああ、くそったれ、マジで最高だな、テメエは……」

　そう言い残し、グラファンは完全にこと切れた。

　最後まで苦戦させてくれたグラファン。彼の死に様を見届け、私は後ろを振り返った。

　そこには、ボロボロになったエルザと、気を失ったミュラを抱だきかかえたルリカの姿があった。あ、もう駄目、もう無理。もういいよね。我が慢まん限界。

　私はびたんびたんと床を飛び跳ねながら、みんなへと駆け寄って絶ぜつ叫きよう。

「うぼああああ！　みんな、勝ったよおおおおお！　うわあああん！　生きてる、私生きてるうううう！　みんな大好き、大好きだからあああああ！　うおおん！　うおおおん！」

「ちょっとオル子、返り血と涙なみだと鼻水を人の服で拭ぬぐうの止めなさい」

　エルザがべちべちと杖つえで頭を叩いて文句を言ってるけど、知ったことか！　涙も鼻水も微み塵じんも止まらないのよ！　乙おと女めの可か憐れんな泣き顔よ、むしろ喜びなさいよ！

　オル子さん、今回凄すごく頑がん張ばったもん！　だから褒ほめて！　優やさしくして！　私を愛して！　食後のスイーツの量を三倍に増やして！　あなたたちの知りうる限りの知人友人の男の子にオル子さんの素敵なところを沢たく山さん広めておいてえええええ！　びええええん！













『レベルが９から12に上がりました』







[image: エピローグ　さようなら、シャチの私。こんにちは、美少女の私。]







『レベルが９から12に上がりました』

「わはー！　勝った！　勝った！　オル子さんウィナー！　勝者はオル子！　勝者はオル子！　生きているって素す晴ばらしこ！　生きているって素晴らしこ！」

　やばい、嬉うれしくて嬉しくて喜びが抑おさえられませぬ。

　苦戦も苦戦、大苦戦の強敵を倒たおせたことが嬉しいのか、みんなと一いつ緒しよに生き延びることができたことが嬉しいのか、もう自分でも訳わかんない。

「エルザ、エルザ！　私頑張ったわよね!?　凄く頑張ってたわよね!?　勝ったよ、私Ａランクのボスをぶっ倒したのよ！」

「そうね、正直驚おどろいているわ。力を解放したオル子があそこまで強いだなんて……本当、いつもながら常識外れな存在ね、あなたって子は」

「むっふー！　普ふ段だんはツンツンなエルザがデレデレ状態！　ルリカ、ルリカ、私格好良かったわよね!?　ちゃんと見ていてくれた!?　瞬まばたきして見逃したなんて許さないわよ！」

「はい。グラファンを圧倒するオル子様のお姿、この瞳ひとみにしかと焼き付けさせて頂きました。この光景を私は死しても忘れることはないでしょう」

「いやああん！　そんな、世界で一番格好良くて可か愛わいくて美人で素敵な女の子だなんて、ちょっと褒め足りないわよルリカ！　もっと言ってもっと言って！」

　ばったんばったんと床を飛び跳はね、ごろんごろんと転がりまわって大だい歓かん喜き。

　やばい、ちやほやされてる。私凄くちやほやされてる！　前世で誰だれかにもてはやされた経験なんて微塵もなかった私にとって、これは甘い毒だわ！

　今なら悪役令れい嬢じようが取り巻きを従える気持ちが分かるわ！　こんな風にいつも持ち上げられたら、気持ち良すぎて人生が駄だ目めになっちゃいそう！

　駄目よ、これ以上は駄目よ、オル子！　でも我慢できない！　もっと私を褒めて！　私を愛して！　オル子さんはやればできる子なんですよおおお！　むっふー！

「いい加減落ち着きなさい。ちょっと鬱うつ陶とうしくなってきたから」

「酷ひどい！　私を面めん倒どうな女と申したか！　そんなことはありませぬ、こう見えて私は家庭的で尽くすタイプなのよ？　スーパーの袋ふくろを三角形に折り畳たたむ能力なら誰にも……」

「それよりほら、ミュラが目を覚ましそうよ」

「ミュラあああああ！」

　転がるのを止め、私はルリカが抱きかかえているミュラへとダッシュで駆かけ寄った。

　エルザの言う通り、ミュラはゆっくりと目を開いた。そして、私を視界に入れるや否いなや、ルリカから飛び降りて、私の顔にひしっと抱だき付いた。

「ミュラ、大だい丈じよう夫ぶ!?　グラファンの奴に沢たく山さん殴なぐられてたけど、痛いところとかはない!?」

　私の問いかけにミュラは答えず、私に顔を摺すり寄せ続ける。

　だ、大丈夫なのかしら？　あんなにグラファンに殴られてたから、後こう遺い症しようとか……ぬわああ！　ルリカ、私の愛まな娘むすめにヒーリングをこれでもかとやって頂ちよう戴だい！　山盛りで！

「ご安心ください、オル子様。ミュラ様のヒーリングは既すでに終えていますよ」

「そっか、よかったあ……ミュラ、お母さん頑張ったからね！　ミュラを虐いじめる奴はお母さんが怒おこってやったからね！」

　怒って何度も体当たりをぶちかまして腹部破は裂れつさせてしまいました。怒ったからね、仕方ないね。

　何度も頰ほおずりして満足したのか、ミュラはいつものように私の上に飛び乗りご満まん悦えつ。うむ！　これでよし！

　頭の上のミュラをきゃっきゃとあやしていると、エルザが視線をグラファンの屍しかばねへと向けていた。満足そうに笑って死を迎むかえた彼の姿に、エルザはぽつりと呟つぶやく。

「強かったわね、グラファンは」

「そうね……正直、もう駄目だって何度も思ったもん。Ａランクの魔ま物ものってこんなに強いのね。もう二度とこいつとは戦いたくないですぞ！」

　サメの長おさに相応ふさわしい、恐おそろしく獰どう猛もうな狩かりゆう人どの戦いを見せてもらったわ。

　ぶっちゃけ、勝敗を分けたのはシャチとサメのスペックの差でしかないと思う。もし私がサメで、グラファンがシャチだったらと思うと……

　私はぴょんこぴょんことグラファンに近づき、黙もく禱とうを捧ささげる。気持ちいいくらいの戦せん闘とう狂きようだったけれど、決して悪い奴ではなかったわね。

　出会い方が違ちがえば、友人になれたかも……いや、やっぱり戦闘狂なフレンドはノーサンキューだわ。

『オル子ー！　野球しようぜー！』ってノリでモンスター狩がりとか連れていかれそうだし。こんな命を賭かけた戦いは今日限りで終わりですよ！

「オル子様、『翡翠の涙結晶』に輝かがやきが」

「にゃんですって!?」

　ルリカの言葉に、私は慌あわててそちらを振ふり向く。

　すると、ルリカが掌てのひらに載のせた宝石──『翡翠の涙結晶』が眩まばゆく紅くれないの輝きを放っているではありませんか。ほわああ！　こ、これもしかしてチャージ完かん了りよう!?

　ぴょこぴょこと飛び跳ねて宝石の輝きに魅み入いっていると、エルザがなるほどと頷うなずきながら言葉を紡つむぐ。

「グラファンを倒したことで、条件を満たしたのね。『Ａランク以上の強者の魂たましい』を宝石が充じゆう塡てんしたから、使用可能になったのでしょう」

「おお、おおおお！　つまり、これを使えばオル子さんの夢である人化が！　美少女になってキャッキャウフフな日々が！」

「キャッキャウフフかどうかは知らないけれど、人化は可能でしょうね。過去にオルカナティアという魔物がそれを実際に行っているのだから」

「オル子様、どうぞ」

　ルリカに宝石を渡わたされ、私はドキドキが止まりませぬ。興奮が抑えられませぬう！

「ど、どうしよう！　私、とうとう人になるのよね!?　エルザたちみたいな美少女になれるのよね!?　わはあああ！　嬉ちい！　嬉ちい！」

「よかったわね。おめでとう」

「おめでとうございます、オル子様」

「ありがとう二人とも！　ありがとうミュラ！　人になっても、みんなとの絆きずなは永遠だから！　今後とも美少女オル子をよろしくね！」

　宝石を口に咥くわえて、二人の手とヒレで握あく手しゆ！　喜びをかみしめるように握手！　握にぎれないけど気持ちが大事！

　うう、シャチになって異世界に放ほうり込まれて幾いく星せい霜そう。長かった、本当に長くつらい道のりだったわ。

　美少女になって恋こいがしたいだけだったのに、なぜかシャチにされて、恐ろしいモンスターとガチの殺し合いしたりして……涙なみだ涙の物語も今日で終わりを迎えるのね。

　ヒレで宝石を持ち直し、一度大きく深呼吸。よし！　いくわよ！　『翡翠の涙結晶』を使いまふ！

「……で、これってどうやって使うの？　願い事を念じればいいの？　それとも口にしたほうが良い？」

「最初に念じてみて、駄目だったら言葉にしてみればいいんじゃないかしら」

　ほむ、確かに。それではまずは念じてみませう！　うおおお！　『翡翠の涙結晶』よおおお！　今すぐオル子さんを超ちよう絶ぜつ美少女にしておくれえええ！

　ヒレで宝石を掲かかげて祈いのるも不発。でも、なんか輝きは一段と強くなった気がする。だったら次は願いを口にしてみるべし！

「『翡翠の涙結晶』よ！　私を世界一のモテモテ美少女の姿に変えてくださいな！」

「ただの美少女から世界一にランクアップしてるわよ」

「まあ、折せつ角かく願いを叶かなえられるのですから、より願いを大きく持つのは自然なことかと」

　声にしても発動しない。でも、また一段と輝きが強くなってる。

　それを見て、エルザはある推測を口にした。

「もしかしたら、何度も何度も繰くり返して強く願わないと叶わないのかもしれないわね。何度も念じたり、口にしたりしていれば輝きが溜たまっていって、そのうち発動するとか」

「むう、なんという面倒な。だけど、オル子さんは諦あきらめませんぞ！　こうなったら、私の欲よく望ぼうの全すべてをぶつけてくれるう！　人化したい！　美少女になりたい！　世界一可愛いお姫ひめ様になりたい！」

「ファイトです、オル子様！」

　こうなったら声が嗄かれるまで欲望を垂れ流してやるう！　もっと強く、もっと激しく欲望を燃やすのよ、私！

「人になりたい！　人の姿に戻もどりたい！　人に戻して！　その想おもいをひたすら念じ続ける！　叶って、叶って！　夢よ叶って！　私の願いを聞き届けて！　お願いよ、『翡翠の涙結晶』！」

「いいわ、その調子よオル子！　輝きが爆ばく発はつしそうなくらい増しているわ！　そのままあなたの願いをぶつけ続けなさい！　あなたの願う、心からの欲望を解き放って！」

　強く!?　うむ、つまりもっともっと願いを込めろってことね！

　任せて！　私の欲望は無限大よ！　願うことなら誰にも負けないわ！　ぬおおおお！

「人になりたい！　美少女になりたい！　美少女になって恋がしたい！　素す敵てきな彼氏が欲しい！　彼氏と大だい恋れん愛あいの末に結けつ婚こんしたい！　将来は素敵な奥さんになりたい！　子宝に恵めぐまれたい！　大きなお家うちに住みたい！　白い犬を飼って名前はポチ丸と名付けて可愛がりたいいいい！」

「あ、馬ば鹿か、そうじゃな──」

　エルザが何か言いかけた刹せつ那な、紅の光が部屋中に溢あふれかえった。

　これはきっと、間ま違ちがいなく私の願いを叶えてくれる奇き跡せきの光。ああ、これで私は人に戻るのね……さようならシャチの私。はじめまして人の私。

　高鳴る胸の鼓こ動どうを感じながら、私は光が収束するのを待った。紅の輝きが霧む散さんし──私の視界には、新たな自分の姿が！　おほー！　どれどれ、おニューの私はっと！

　私は自分の掌に視線を落としてみる。ほむ、見事に黒光りしてるヒレが見えるわね。

　ぼよんぼよんと飛び跳ねてみる。ほむほむ、いつも通りの弾だん力りよく性豊かなぽっこりお腹なかね。

　……おかしいにゃあ。私の目が確かなら、未いまだにシャチボディのままなんですけども。

　私は視線をエルザに向けると、そこには帽ぼう子しを深く被かぶり、目線を合わせようとしないエルザと斜ななめ上を向いて気まずそうにするルリカが。あれえ？　何この反応。

「エルザさん、ルリカさん。『翡翠の涙結晶』、発動したのよね？　私、思いっきりシャチのままなんですけれども。もしかして不発？」

「不発……ではないでしょうね。あなたの願いはしっかりと叶えられてるみたいだし」

　そう言って、エルザは杖つえで私の後ろを指し示す。そこって確か、グラファンの遺体がある場所よね？　ぬー？

　つられるように私は視線を下へ。そこには白い物体……というより生物が、舌を出して私を見上げている。

　まあ、なんて目つきの悪い白ポメラニアンなのかしら。生後三か月くらい？　というか、目つきがさっきまで戦っていたグラファンそのものなんですけど。

　ブサカワを地で行きそうな目つき悪い系ポメラニアンは、私の前でお座りしてる。ええと、この白ポメが何？　どこから出てきたの？　そもそも私の願いと何の関係が？

「エルザさん、エルザさん。この目つきの悪い白ポメラニアンは何かしら？」

「だから、『翡翠の涙結晶』が発動した証あかしでしょう。宝石にはグラファンの魂が込められて、そこにあった肉体が消えたということは……まあ、そういうことなんでしょ。オル子、あなた『翡翠の涙結晶』が発動する瞬しゆん間かん、最後に願ったことは何だったか覚えてる？」

「何って、もちろん人化──」

　そこまで考え、私はハッと言葉を止める。

　待て。待て待て待て。ある。心当たり、ある。

　さっき願いを念じ続けたとき、私は何を願った？　人になること、それは確かに念じたけれど、想いが足りないって言われて、さらに自分の欲望を吐はき出しまくったじゃない。

　そのときに、確かに言った。白い犬を飼ってポチ丸って名付けたいって。

　いやいやいや、でも待って。あれ言ったの、最後だけじゃない。私の願いの九割は人化したいだったじゃない。おかしいわおかしいわおかしいわ。

　動どう揺ようしまくる私に、エルザは溜ため息いきをつきながら話を続ける。

「確かに私はもっと強く願えと、欲望を示せと言ったわ。けれど、どうしてそこで人化以外の願いを口にしちゃったのよ。欲望を解き放てとは言ったけれど、まさか人化以外の欲望まで口にするなんて……」

「あばばばば……す、すみません、やり直しお願いします！　もう一回、もう一回だけ！　次はちゃんとするから！」

「無理よ。『識眼ホッピング』で調べた時に記き載さいされていたのでしょう？　一度使ったら、次に使えるのは百年後だって……オル子、今回は失敗よ。残念だけど、諦めなさい」

「だ、大丈夫ですよ、オル子様！　この世界は広いですから、きっと人化する方法はまだまだ沢たく山さんあるはずです！　だ、だから元気をお出しください！」

　絶句するあまり、私のヒレから、輝きを失った『翡翠の涙結晶』がコロコロと滑すべり落ちていく。

　コロコロ、コロコロ。コロコロ、コロコロ。あれ、おかしいね。なんだか目に映る光景が滲にじんで上手うまく見えないや。

　そんな私を慰なぐさめるように、ミュラがぴょんと飛び降りて私の頭をよしよしと撫なでてくれた。

　ミュラは目つきの悪いブサポメを抱だきかかえて、トコトコと私の傍そばへ。そして、私を見つめながら、ブサポメが申し訳なさそうに一言。







「……いや、気付けばこんな姿になっていた俺が謝るのも筋すじ違ちがいとは思うんだが、その……すまねえな」

「──ぬわあああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」







　絶ぜつ叫きようと共に、私は糸が切れた人形のように床ゆかへと沈しずんだ。

　終わった。私の夢が、人化が、令れい嬢じよう生活が、恋愛物語が、全てがブサカワ系白ポメラニアンに変わって終わってしまった。

　しかもその中身はさっきまで殺しあっていたグラファンだなんて酷ひど過すぎる。










　さようなら、美少女の私。ただいま、シャチの私……あふん。










　あとがき







　物語を最後までお読み下さり、本当にありがとうございました。

　はじめまして、そして前作『じっと見つめる君は堕だ天てん使し』でお会いできました皆様、お久しぶりです。にゃおと申します。

　かなりおバカなシャチ娘、オル子が縦じゆう横おう無む尽じんに跳ねまわる愛と夢のシャチ乙おと女め物語、『シャチになりましたオルカナティブ』はいかがだったでしょうか。この物語を読み終え、少しでも楽しかったと感じて頂いただけましたら、これに勝る喜びはございません。

　泣いて笑って飛び跳ねて、調子に乗っては盛大に転んで。そんなフリーダム過ぎるオル子。彼女がいつの日か美少女化、そして素敵な彼氏ゲットの夢を叶かなえられるよう、この先も何とぞ生なま温あたたかい目で見守って頂ければ幸いです。呆あきれてオル子を見守るエルザのように。

　さて、この物語はＷＥＢ上、『小説家になろう』様で連載させて頂いている物語であり、そちらを既すでにご覧いただいた方は、書籍を少し読み進めた段階で「おお？」と驚おどろかれたかもしれません。

　そうなのです。ＷＥＢ版と書籍版の『シャチになりましたオルカナティブ』は少しだけ内容が異ことなっております。ゲームなどでいうところの別ルートをオル子が辿っているイメージでしょうか。ＷＥＢ版がオル子Ａ（アホ）ルートだとするならば、書籍版はオル子Ｂ（ばか）ルートという感じです。これでは、どっちもいつものオル子ですね（白しろ目め）。

　初めてオル子を知り、手に取って頂いた読者の皆様には勿もち論ろんのこと。既にＷＥＢ版で内容をご存ぞん知じの皆様にもさらに楽しんで頂きたい、その想いをこの書籍に詰め込みました。

　ですので、ＷＥＢ版を既にお楽しみ頂いた皆様には、ルートの違いなどを含めて二度『シャチになりましたオルカナティブ』をお楽しみ頂ければとても嬉しいです。どうか、どちらのオル子も末永く愛してくださいましっ（ビタンビタン）。

　出版にあたりまして、ご尽じん力りよくいただきました関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

　イラストを担当頂きました松まつうに様、とても可か愛わいらしく素敵なイラスト、本当にありがとうございました。はじめてオル子のイラストを拝見したとき、「うわあ！　オル子アホ可愛い！」と大興奮したこと、未だに忘れられません。エルザたちも可愛く、最高でした。

　スニーカー文庫編集部の皆様に、そして担当様に心からの感謝を。書籍にて、オル子がビタンビタンと元気に飛び跳ねる機会を与えて頂き、感謝の想いばかりです。

　そして、最後になりますが、『シャチになりましたオルカナティブ』を手に取って下さった全ての皆様に心からの感謝を。本当にありがとうございましたっ！


にゃお　　


















カバー・口絵・本文イラスト／松うに

デザイン／高橋秀宜（Tport DESIGN）










シャチになりましたオルカナティブ








にゃお
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